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本書について

このガイドでは、ゼロダウンタイムバックアップおよびインスタントリカバリの概念と、Data
Protectorでの使用方法について説明します。

対象読者
このガイドの対象読者は、Data Protectorのゼロダウンタイムバックアップおよびインスタ
ントリカバリの機能に関する概念に興味があるユーザーと、高可用性システムのバックアッ
プ方法の改善を必要とする担当者です。このマニュアルは、『HP Data Protector コン
セプトガイド』とタスク指向の『HP Data Protector zero downtime backup
administrator's guide』、および『HPData Protector zero downtime backup integration
guide』とともに使用することをお勧めします。

ドキュメントセット
その他のドキュメントおよびオンラインヘルプでは、関連情報が提供されます。

ガイド

Data Protectorのガイドは、印刷された形式あるいはPDF形式で利用できます。PDFファ
イルは、Data Protectorのセットアップ時に、Windowsの場合はEnglish Documentation
& Helpコンポーネントを、UNIXの場合はOB2-DOCSコンポーネントを、それぞれ選択して
インストールします。インストールすると、このガイドはWindowsの場合は
Data_Protector_home\docsディレクトリ、UNIXの場合は/opt/omni/doc/Cディレクトリに
保存されます。

これらの資料は、HP Business Support CenterのWebサイトの[Manuals]ページから入手
できます。

http://www.hp.com/support/manuals

[Storage]セクションの[Storage Software]をクリックし、ご使用の製品を選択してください。

• HP Data Protector コンセプトガイド

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 15
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このガイドでは、Data Protectorのコンセプトを解説するとともに、Data Protectorの動
作原理を詳細に説明しています。手順を中心に説明しているオンラインヘルプとあわ
せてお読みください。

• 『HP Data Protector インストールおよびライセンスガイド』

このガイドでは、Data Protectorソフトウェアのインストール方法をオペレーティングシ
ステムおよび環境のアーキテクチャごとに説明しています。また、Data Protectorのアッ
プグレード方法や、環境に適したライセンスの取得方法についても説明しています。

• 『HP Data Protector トラブルシューティングガイド』

このガイドでは、Data Protectorの使用中に起こりうる問題に対するトラブルシューティ
ングの方法について説明します。

• 『HP Data Protector ディザスタリカバリガイド』

このガイドでは、障害復旧のプランニング、準備、テスト、および実行の方法について
説明します。

• 『HP Data Protector インテグレーションガイド』

このマニュアルでは、さまざまなデータベースやアプリケーションをバックアップおよび
復元するための、Data Protectorの構成方法および使用法を説明します。このマニュ
アルは、バックアップ管理者やオペレータを対象としています。4種類のガイドがあり
ます。

• 『HP Data Protector Microsoft アプリケーション用インテグレーションガイ
ド: SQL Server、SharePoint Portal Server、Exchange Server、およびVolume
Shadow Copy Service』

このガイドでは、Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL Server、Volume
Shadow Copy ServiceといったMicrosoftアプリケーションに対応するData Protector
の統合ソフトウェアについて説明します。

• 『HP Data Protector インテグレーションガイド－Oracle、SAP』

このガイドでは、Oracle、SAP R3、SAP DB/MaxDBに対応するData Protectorの
統合ソフトウェアについて説明します。

• 『HP Data Protector integration guide for IBM applications: Informix,
DB2, and Lotus Notes/Domino』

このガイドでは、Informix Server、IBM DB2、Lotus Notes/Domino Serverといった
IBMアプリケーションに対応するData Protectorの統合ソフトウェアについて説明
します。

• 『HP Data Protector integration guide for VMware Virtual Infrastructure,
Sybase, Network Node Manager, and Network Data Management Protocol
Server』

本書について16



このガイドでは、VMware Virtual Infrastructure、Sybase、Network Node Manager、
およびNetwork Data Management Protocol Serverに対応するData Protectorの
統合ソフトウェアについて説明します。

• 『HP Data Protector integration guide for HP Service Information Portal』

このガイドでは、HP Service Information Portalに対応するData Protector統合ソフト
ウェアのインストール、構成、使用方法について説明します。これはバックアップ管理
者用です。ここでは、アプリケーションを使用してData Protectorサービスを管理する
方法について説明しています。

• 『HP Data Protector integration guide for HP Reporter』

このマニュアルでは、HP Reporter に対応するData Protector統合ソフトウェアのイン
ストール、構成、使用方法について説明します。これはバックアップ管理者用です。
Data Protectorのサービス管理にアプリケーションを使用する方法について説明しま
す。

• 『HP Data Protector integration guide for HP Operations Manager for UNIX』

このガイドでは、UNIX版のHP Operations ManagerとHP Service Navigatorを使用し
て、Data Protector環境の健全性と性能を監視および管理する方法について説明し
ます。

• 『HP Data Protector integration guide for HP Operations Manager for Win-
dows』

このガイドでは、Windows版のHP Operations ManagerとHP Service Navigatorを使用
して、Data Protector環境の健全性と性能を監視および管理する方法について説明
します。

• 『HP Data Protector integration guide for HP Performance Manager and HP
Performance Agent』

このマニュアルでは、Windows版、HP-UX版、Solaris版、Linux版のHP Performance
Manager(PM)およびHP Performance Agent(PA)を使用してData Protector環境の健
全性と性能を監視および管理する方法について説明します。

• 『HP Data Protector ゼロダウンタイムバックアップ コンセプトガイド』

このガイドでは、Data Protectorゼロダウンタイムバックアップとインスタントリカバリのコ
ンセプトについて解説するとともに、ゼロダウンタイムバックアップ環境におけるData
Protectorの動作原理を詳細に説明します。手順を中心に説明している『HP Data
Protector zero downtime backup administrator's guide』および『HP Data Pro-
tector zero downtime backup integration guide』とあわせてお読みください。

• 『HP Data Protector zero downtime backup administrator's guide』

このガイドでは、HP StorageWorks Virtual Array、HP StorageWorks Enterprise Virtual
Array、EMC Symmetrix Remote Data FacilityおよびTimeFinder、HP StorageWorks
Disk Array XPに対応するData Protector統合ソフトウェアのインストール、構成、使用
方法について説明します。このマニュアルは、バックアップ管理者やオペレータを対
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象としています。ファイルシステムやディスクイメージのゼロダウンタイムバックアップ、
インスタントリカバリ、および復元についても説明します。

• 『HP Data Protector zero downtime backup integration guide』

このガイドでは、Oracle、SAP R/3、Microsoft Exchange Server 2000/2003、および
Microsoft SQL Server 2000データベースのゼロダウンタイムバックアップ、インスタン
トリカバリ、および標準復元を行うための、Data Protectorの構成方法および使用法に
ついて説明します。また、Microsoft Volume Shadow Copy Serviceを使用してバック
アップ、および復元を実行するためのData Protectorの構成方法および使用方法に
ついても説明します。

• HP Data Protector MPE/iX system user guide

このマニュアルでは、MPE/iXクライアントの構成方法、およびMPE/iXデータのバック
アップおよび復元方法を説明します。

• HP Data Protector『Media Operations user guide』

このガイドでは、オフラインストレージメディアのトラッキングと管理について説明しま
す。アプリケーションのインストールと構成、日常のメディア操作、およびレポート作成
のタスクについて説明します。

• 『HP Data Protector product announcements ソフトウェアノートおよびリファレン
ス』

このガイドでは、HP Data Protector A.06.11の新機能について説明しています。ま
た、インストールの必要条件、必要なパッチ、および制限事項に関する情報に加え
て、既知の問題と回避策についても提供します。

• 『HP Data Protector product announcements ソフトウェアノートおよびリファレン
ス for integrations to HP Operations Manager, HP Reporter, HP Performance
Manager, HP Performance Agent, and HP Service Information Portal』

このガイドは、記載されている統合ソフトウェアに対して同様の役割を果たします。

• 『HP Data Protector Media Operations Product Announcements, Software
Notes, and references』

このガイドは、Media Operationsに対して同様の役割を果たします。

• 『HP Data Protector command line interface reference』

このガイドでは、Data Protectorコマンド行インタフェース、コマンドオプション、使用方
法を、基本コマンド行の例とともに説明しています。

オンラインヘルプ

Data ProtectorはWindowsおよびUNIXの各プラットフォーム用にオンラインヘルプ(コンテ
キスト依存ヘルプ([F1]キー)および[ヘルプ]トピック)を備えています。
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Data Protectorをインストールしていない場合でも、インストールDVD-ROMの最上位ディ
レクトリからオンラインヘルプにアクセスできます。

• Windowsの場合: DP_help.zipを解凍し、DP_help.chm.を開きます。

• UNIXの場合: 圧縮されたtarファイルDP_help.tar.gzをアンパックし、DP_help.htm
でオンラインヘルプシステムにアクセスします。

ドキュメントマップ

略称

以下の表は、ドキュメントマップに使用されている略称の説明です。ガイドのタイトルには、
すべて先頭に「“HP Data Protector”」が付きます。

ガイド略称

コマンド行インタフェースリファレンスCLI

コンセプトガイドConcepts

障害復旧ガイドDR

スタートガイドGS

オンラインヘルプHelp

IBMアプリケーション用インテグレーションガイド - Informix、DB2、Lotus
Notes/Domino

IG-IBM

Microsoftアプリケーション用インテグレーションガイド - SQL Server,
SharePoint Portal Server, Exchange Server, and Volume Shadow Copy
Service

IG-MS

インテグレーションガイド - Oracle、SAPIG-O/S

インテグレーションガイド - HP Operations Manager、UNIXIG-OMU

インテグレーションガイド - HP Operations Manager、WindowsIG-OMW

インテグレーションガイド - HP Performance Manager およびHP
Performance Agent

IG-PM/PA
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ガイド略称

インテグレーションガイド - HP ReporterIG-Report

インテグレーションガイド - HP Service Information PortalIG-SIP

インテグレーションガイド - VMware Virtual Infrastructure、Sybase、
Network Node Manager、Network Data Management Protocol Server

IG-Var

インストールおよびライセンスガイドInstall

Media Operations Getting Started GuideMO GS

Media Operations product announcements, software notes, and
references

MO RN

Media Operations User GuideMO UG

MPE/iX System User GuideMPE/iX

製品に関するお知らせ、ソフトウェア使用上の注意およびリファレンスPA

トラブルシューティングガイドTrouble

ZDB Administrator's GuideZDB Admin

ZDB コンセプトガイドZDB Concept

ZDB Integration GuideZDB IG

対応表

以下の表は、各種情報がどのドキュメントに記載されているかを示したものです。黒く塗り
つぶされたセルのドキュメントを最初に参照してください。

本書について20



統合

以下の統合に関する詳細については、該当するガイドを参照してください。

ガイド統合

IG-OMU、IG-OMWHP Operations Manager for UNIX/for Windows

IG-PM/PAHP Performance Manager

IG-PM/PAHP Performance Agent
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ガイド統合

IG-RHP Reporter

IG-SIPHP Service Information Portal

すべてのZDBHP StorageWorks Disk Array XP

すべてのZDBHP StorageWorks Enterprise Virtual Array (EVA)

すべてのZDBHP StorageWorks Virtual Array (VA)

IG-IBMIBM DB2 UDB

IG-IBMInformix

IG-IBMLotus Notes/Domino

MO UserMedia Operations

MPE/iXMPE/iX system

IG-MS, ZDB IGMicrosoft Exchange Server

IG-MSMicrosoft Exchange Single Mailbox

IG-MS, ZDB IGMicrosoft SQL Server

IG-MS, ZDB IGMicrosoft Volume Shadow Copy Service (VSS)

IG-VarNDMP Server

IG-VarNetwork Node Manager (NNM)

IG-O/SOracle

ZDB IGOracle ZDB

IG-O/SSAP DB

IG-O/S, ZDB IGSAP R/3
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ガイド統合

IG-VarSybase

すべてのZDBEMC Symmetrix

IG-VarVMware

表記上の規則および記号
表 2 表記上の規則

要素規則

クロスリファレンスリンクおよび電子メールアドレ
ス

青色のテキスト:表2（23ページ）

Webサイトアドレス青色の下線付きテキスト:http://www.hp.com

テキスト強調斜体テキスト

• ファイルおよびディレクトリ名

• システム出力

• コード

• コマンド、引数、および引数の値

等幅テキスト

• コード変数

• コマンド変数
等幅、斜体テキスト

強調された等幅テキスト等幅、太字テキスト

注意：

指示に従わなかった場合、機器設備またはデータに対し、損害をもたらす可能性が
あることを示します。
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詳細情報または特定の手順を示します。

注記：

補足情報を示します。

ヒント：

役に立つ情報やショートカットを示します。

Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース
Data Protectorでは、クロスプラットフォーム(WindowsとUNIX)のグラフィカルユーザーイン
タフェースを提供します。オリジナルのData ProtectorGUIまたはData ProtectorJava GUI
を使用できます。Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースに関する詳細は、オ
ンラインヘルプを参照してください。
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図 1 Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース

一般情報
Data Protectorの概要については、以下のWebサイトでご覧いただけます。 http://
www.hp.com/go/dataprotector.

HPテクニカル サポート
この製品のテクニカルサポートについては、次のHPサポートのWebサイトに記載されてい
ます。

http://www.hp.com/support

HPにお問い合わせになる前に、次の情報を収集してください。

• 製品のモデル名とモデル番号

• テクニカル サポートの登録番号（該当する場合）

• 製品シリアル番号

• エラー メッセージ

• オペレーティング システムの種類とリビジョン レベル

• 質問の詳細

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 25

http://www.hp.com/go/dataprotector
http://www.hp.com/go/dataprotector
http://www.hp.com/support


製品サービスへの登録
下記のSubscriber's Choice for BusinessのWebサイトに製品を登録することをお勧めしま
す。

http://www.hp.com/go/e-updates

登録を済ませると、製品のアップグレード、ドライバの新しいバージョン、ファームウェア
アップデートなどの製品リソースに関する通知を電子メールで受け取ることができます。

HP Webサイト
その他の情報については、次のHP Webサイトを参照してください。

• http://www.hp.com

• http://www.hp.com/go/software

• http://www.hp.com/support/manuals

• http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

• http://www.hp.com/support/downloads

ご意見、ご感想
HPでは、お客様からのフィードバックを歓迎いたします。

製品ドキュメントについてのご意見、ご感想は、次のアドレスに電子メールでご送信くださ
い。 DP.DocFeedback@hp.com.ご送信いただいた内容は、HPに帰属します。
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1 概要

概要
ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)およびインスタントリカバリ(IR)には、他のバックアップ
方法や復元方法と比べて2つの大きな利点があります。

• バックアップ処理時のアプリケーションシステムにおけるダウンタイムや影響を最小限
に抑えることができる

• 復元に多くの時間を要しない(わずか数分)

基幹的なアプリケーションのデータセキュリティの必要性が増し、先進的なStorage Area
Network (SAN)環境もますます発展してきているため、RAIDテクノロジが搭載された大規
模なディスクアレイの急速な拡張が必要になってきています。これらには、大量のデータ
を含む大規模なアプリケーションデータベースが保持されることを想定しておく必要があ
ります。

ストレージ仮想化テクノロジを使用すると、アレイを多くの仮想ディスクに分割することがで
きます。これらはアレイ内で簡単にコピーでき、アレイ技術および使用可能なストレージス
ペースによっては多数回コピーできることがあります。これによりコピーしたデータに対し
て操作を行うことが可能になるため、オリジナルデータを操作するリスクから解放されま
す。特に、高可用性が求められるミッションクリティカルな分野において、アプリケーション
に対する効率的なバックアップソリューションが可能になります。

24時間常に情報を利用できることが求めれられるテラバイト級のデータベース環境の場
合、それに伴う大量のデータを処理するには、従来のテープによるバックアップ方法や復
元方法では時間がかかりすぎます。

このマニュアルでは、ディスクアレイの潜在能力を活用してバックアップ作業や復旧作業
を効率化することが可能なZDB技術やインスタントリカバリ技術について説明します。

ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)
テープにバックアップする従来の方法は、大規模なアプリケーションにはあまり適しませ
ん。データベースがオフラインにされるか、または、アプリケーションで可能な場合には、
そのデータがテープへストリーミングされている間に「ホットバックアップモード」になりま
す。
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最初のケースでは、アプリケーションの操作が大幅に中断される可能性があります。2番
目のケースでは、多くのトランザクションログが生成され、アプリケーションシステムに余分
な負荷がかけられる可能性があります。

ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)では、中断を最小限に抑制するため、ディスクアレイ
テクノロジが使用されます。一般的に、データのコピーまたは複製は、ディスクアレイ上で
作成または管理されます。これは非常に高速に行われるため、アプリケーションシステム
へ及ぼす影響は最小限に抑えられます。複製そのものをバックアップとして使用するか、
またはソースデータベースを使用して中断することなくアプリケーションからテープにスト
リーミングすることができます。

複製は、バックアップ対象データの正確なコピー(ミラー、スナップクローン)の場合もあれ
ば、仮想コピー(スナップショット)の場合もあります。これは、複製の作成に使用されるハー
ドウェアおよびソフトウェアによって異なります。

ZDBでは、複製(この場合は、複製を作成または保持するプロセスを指す)が、アプリケー
ションの中断を最小化するうえで重要な要因になります。

図 2 ゼロダウンタイムバックアップとインスタントリカバリの概念

オンラインおよびオフラインでの複製の作成

データベースアプリケーションの場合、データベースがオンラインまたはオフラインのいず
れの状態でもバックアップを実行できます。

• オンラインバックアップ

データベースは、バックアップ対象のセクションの複製が作成される間、ホットバック
アップモードになります。このモードでは、データベースに対するすべての変更が、
データベースそのものではなくトランザクションログに書き込まれます。データベース
の機能が完全に回復するまでは、トランザクションログから更新されます。これによっ
て、アプリケーションを停止することなく、データベースを操作することができます。

• オフラインバックアップ

データベースの操作は、複製が作成される間、停止されます。この間、トランザクショ
ンは実行できません。
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複製の作成後、データベースは通常の動作に戻ります。テープへのデータのストリーミン
グなど、後続のいかなるバックアップ操作も複製で実行され、データベースはオンライン
のまま影響を受けません。

両方の場合とも、アプリケーションに対する影響は、複製が作成される期間に限定され、
標準的なテープバックアップ方法よりも非常に小さくなっています。オンラインバックアッ
プでは、データベース操作はまったく停止されず(ダウンタイムがゼロ)、パフォーマンスへ
の影響は最小限に抑制されて、トランザクションログに対する増分情報の書き込みにより
主に影響される可能性があります。

複製の作成

複製プロセスでは、ある瞬間のアプリケーションデータまたはファイルシステムデータの複
製を作成します。

複製されるソースまたはオリジナルデータオブジェクトを含むボリュームは、ソースボリュー
ムと呼ばれます。これらは、同数のターゲットボリュームに複製されます。複製プロセスが
完了したときに、ターゲットボリュームのデータによって複製が構築されます。

現在のところ、基本的な複製方法には次の2種類があります(詳細は、第2章（33ページ）
で説明します)。

• ミラーを分割します。

ミラーはソースデータの動的な複製で、ソースデータとの同期がとられます。ソースに
対するすべての変更も、ミラーに適用されます。

この方法では、アプリケーションを通常に使用しながら、ファイルシステム/アプリケー
ションのデータの複製と保持が可能になります。

複製を作成するために、ミラーは一時的にソースから分割されます。データはミラー
からバックアップされ、次にミラーではソースとの再同期がとられます。

詳細については、「スプリット ミラー複製」（36ページ）を参照してください。

• スナップショット

スナップショット複製は、特定の時点でデータのコピーを行うことによって作成されま
す。スナップショットはソースボリュームから独立しているフル コピーか、ソースボリュー
ムに依存している仮想コピーになります。

詳細については、「スナップショット複製」（37ページ）を参照してください。

ZDBの種類

複製の作成後は、いずれの方法でもバックアップが可能です。複製が作成されたアレイ
に接続されているバックアップシステムにマウントされます。ZDBの利点を最大限に生か
すには、分離したコンピュータシステムにする必要があります。ZDBには、次の3つの形式
があります。
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• テープへのZDB てーぷへのZDB — 参照箇所 「テープへのZDB」（72ページ）

1. 複製内のデータは、選択したテープバックアップの種類(Full、Incr、Incr1～9)に
従ってテープにストリーミングされます。

2. ストリーミングが完了したら、複製は破棄してかまいません。

データは、Data Protectorの標準的な技術を使用してテープから復元できます。

• ディスクへのZDBでぃすくへのZDB— 参照箇所 「ディスクへのZDB でぃすくへのZDB」
（73ページ）

複製をアレイ上に保持し、それをバックアップとして使用します。

インスタントリカバリ(「インスタントリカバリ」（31ページ）参照)を使用してデータを復元
することで、完全な複製を復元できます。

• ディスク+テープへのZDB — 参照箇所 「ディスク+テープへのZDB」（74ページ）

1. 複製内のデータは、選択したテープバックアップの種類(Full、Incr、Incr1～9)に
従ってテープにストリーミングされます。

2. 複製はアレイ上に保持されます。

これは次の2通りの方法でデータを復元できるため、柔軟性の高い方法と言えます。

• Data Protectorを使用してテープから復元する標準的な方法(個々のバックアップ
オブジェクトを個別に復元可能)

• インスタントリカバリ(「インスタントリカバリ」（31ページ）参照)を使用して、複製から
直接、完全な複製を復元する方法

サポートされているアレイ

表 3 各種ZDBとアレイの対応表

スナップ
ショット

ミラーを分
割します。

VAEVAEMCXPZDB技術

ありありありありテープへのZDBローカル

いいえなしありありテープへのZDBリモート

いいえありありありテープへのZDBリモート+ロー
カル

ありありいいえありディスクへのZDBローカル
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スナップ
ショット

ミラーを分
割します。

VAEVAEMCXPZDB技術

ありありいいえありディスク+テープへのZDBロー
カル

ローカルおよびリモートは、複製の作成先のディスクアレイを指します。つまり、ソースデー
タと同じアレイ(ローカル)なのか、リモートサイトにある別のアレイ(リモート)なのかという意
味です。各種用語とその意味については、以下を参照してください。

• 「ローカル複製」（35ページ）

• 「リモート複製」（44ページ）

• 「リモート複製とローカル複製の併用」（45ページ）

インスタントリカバリおよびZDBからのデータの復元

インスタントリカバリ

インスタントリカバリでは、データが復元される同じディスクアレイ上に複製が存在すること
が必要です。アプリケーションおよびバックアップシステムが使用不可能にされ、複製の
内容が元の場所に直接復元されます(EVAの場合は、複製がアプリケーションデータに
なります)。復元はアレイ内で内部的に実行されため、非常に高速で実行されます。

復元が完了すると、関連するデータベースやファイルシステムのセクションは複製が作成
された時点の状態に戻り、アプリケーションシステムも再び使用可能になります。

関連するアプリケーションまたはデータベースにより、これが必要なすべてのものになりま
す。一部の場合、別にバックアップされ、アーカイブされたトランザクションログファイルの
適用など、完全な復元には追加の処理が必要な場合もあります。

詳細については、「インスタント リカバリ」（85ページ）を参照してください。

ZDBから復元するための別の方法

テープにバックアップされたデータは、標準的なData Protectorの復元処理を使用して復
元できます。

詳細は、『HP Data Protector コンセプトガイド』を参照してください。

ただし、スプリットミラー複製がサポートされているアレイでは、最初にテープからデータを
復元して複製を更新し、その後で、複製の内容を元の場所に復元することができます。こ
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れは、スプリットミラー復元と呼ばれます。複製の内容を元の場所に復元することは、イン
スタントリカバリと類似したプロセスです。この段階でのみアプリケーション操作を中断す
る必要があり、アプリケーションへの影響が最小限に抑えられます。

詳細については、「スプリット ミラー復元」（88ページ）を参照してください。

注記：

複製は、データマイニングなど、ZDB+IR以外の他の目的で使用することができます。
Data Protectorでは、このような目的で複製を作成し、管理することができますが、イ
ンスタントリカバリを目的とした複製は、インスタントリカバリのみに使用する必要が
あります。これを怠った場合、データの正確な復元は生成されません。

各種ZDBの復元可能性

表 4 各種ZDBと復元の対応表

復元可能性

インスタントリカ
バリ

障害復旧個々のオブジェ
クト

ZDB技術

いいえありありテープへのZDBローカル

いいえありありテープへのZDBリモート

いいえありありテープへのZDBリモート+ローカル

ありいいえいいえディスクへのZDBローカル

ありありありディスク+テープへのZDBローカル
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2 複製方法

ディスク アレイの基礎
使用できる複製方法は、ディスク アレイの種類や、インストールされているファームウェア
およびソフトウェアによって異なります。

ディスク アレイでは ディスク仮想化技術がサポートされているため、仮想ディスクや論理
ボリュームなどの作成が可能です。

図 3 ディスク仮想化

物理ディスクのアレイは、データ ストレージの1つの大きなブロックとして構成されていま
す。 これは、複数の仮想ストレージ ブロックに分割することができ、ホスト システムまたは
オペレーティング システムから使用されます。

このようなブロックにはさまざまな呼び名がありますが、基本的な作成方法はほとんど同じ
ですので、本書では分かりやすいようにすべて ストレージ ボリュームと呼びます。

RAID技術

ディスク アレイでは、RAIDシステムによって使用可能なストレージに適用されるRAID技
術を使用して、データの冗長性と改善されたデータ保護が提供されます。
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図 4 RAIDによるディスク仮想化

RAIDにはいくつかのレベルがあり、それぞれにデータの冗長性、速度、アクセス時間な
どのレベルが異なります。 使用可能なストレージ容量に従って、これらの属性間でバラン
スを調整できる場合があります。

RAIDシステムは、複数の物理ディスクにデータを分散させ、論理ユニットとしてホストから
使用することで動作します。論理ユニットは、前述のディスク仮想化図では物理ディスクと
見なすことができます。 仮想化後、最終的にホストのオペレーティング システムから使用
できるのは、仮想ディスクまたはストレージ ボリュームということになります。

複製方法
基本的な複製は、3つの状況で行うことができます。

• ローカル(ソースとターゲットが同一アレイ上に存在する)

• HP-UX LVMミラーとのローカル統合(ソースとターゲットは同一アレイ上に存在する
が、少なくとも2つのディスク アレイが必要)

• リモート(ソースとターゲットが異なるアレイ上に存在する)

• リモートとローカルの併用(リモート アレイ上でのリモート複製とローカル複製の併用)
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オペレーティング システムの観点から考えると、複製の作成にどの方法を使用しても、特
定のソース ボリュームの複製内容は同じになります。 ただし、使用される方法によって次
のような項目に影響が出る可能性があります。

• 複製速度

• 使用するストレージ スペース

• 関連アプリケーションへの影響

• データ セキュリティ

この後の各項では、この状況別に、それぞれの複製方法について説明していきます。

ローカル複製

ローカル複製では、データが同じディスク アレイ内で複製されます。 つまり、ソース ボ
リュームとターゲット ボリュームが同一アレイに存在することになります。 ローカル複製に
は、次の2通りの方法があります。

• ミラーを分割します。

• スナップショット

ローカル複製の利点

• 処理が高速である

• アプリケーションやファイルシステムの中断が最小限に抑制される

• あらゆる種類のZDB(つまり、インスタント リカバリも含む)で対応が可能なため、バック
アップ方法を柔軟に選択できる

欠点

• ソース データについても、複製についても、アレイやローカル システムの重大な障害
に対して脆弱である

ローカル複製には、次の2通りの方法があります。

• スプリット ミラー複製 すぷりっと みらーふくせい

• スナップショット複製 すなっぷしょっとふくせい
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スプリット ミラー複製

ディスク アレイの用語では、ミラーは、1つまたは複数のソース ボリュームの動的なコピー
です。

図 5 スプリット ミラー複製

ミラーが最初に作成される際、ミラー ボリュームにあるデータは、ソース ボリュームと同じ
になるまで同期化されます。 通常のアプリケーション使用中に、ミラー ボリュームでは継
続的にソース ボリュームとの同期がとられます。 ソース ボリュームに対するいかなる変更
も、ミラー ボリュームに適用されます。

管理作業(バックアップなど)の目的で、特定時点のデータの複製を保持しておく場合、以
下の手順に従います。

1. ミラー ボリューム間の同期を停止して(ミラーを分割して)、ソース ボリュームの複製を
個別に切り離します。

2. 複製を使ってバックアップなどの作業を行います。アプリケーションでは、実質的な
影響を受けずに、引き続きソース データを使用できます。

3. 複製に対する作業が完了した後は、別の管理作業でミラー データが必要になるま
で、必要に応じて2つのデータ セットの同期を再開することも可能です。
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分割は非常に高速に行われるため、アプリケーション システムへ及ぼす影響は最小限
に抑えられます。

スプリット ミラー複製の特徴

• スプリット ミラー複製はソース ボリュームの完全な複製(クローン)で、ホストや オペレー
ティング システムから見ると、複製が作成された時点のソースとまったく同じになりま
す。

物理ディスクまたは論理ユニット レベルで、ソース ストレージ ブロックの内容の完全
な物理コピーが存在することになります。

• オリジナルから完全に独立した状態になります。

データの物理コピーが別にあるため、ソース ボリュームに影響を及ぼす障害がアレイ
ハードウェアで部分的に発生した場合、ターゲット ボリュームは影響を受けることはな
く、依然として使用可能である可能性は非常に高くなります。

スナップショット複製

スナップショット複製は特定の時点で瞬時に作成されるもので、即座に使用可能になりま
す。 スプリット ミラー複製とは異なり、最初にデータはコピーされませんが、オリジナル ス
トレージの複製が仮想化を通じて作成されます。 その時点では、複製は仮想コピーで
す。 実データは、ソースおよび複製の両方で共有されます。

その後、ソース ボリュームにあるデータが変更されると、まずオリジナル データがスナッ
プショットにコピーされ、次にソース データが更新されます。 時間の経過につれ、スナッ
プショットでは、その独立データと共有データが部分的に参照されます(未変更ソース
データへのポインタの形式で)。 ただし、ホスト システムまたはオペレーティング システム
の観点では、スナップショットには、作成された時点のソース ボリュームの完全なコピー
が常に含まれています。

Data Protectorでサポートされているアレイ統合ソフトウェアを使用すると、次のような各種
スナップショットを作成できます。

• 標準スナップショット(事前割り当てスナップショット、完全割り当てスナップショット、ま
たは単にスナップショットとも呼ばれる): すべてのソース データのフル コピーを保持
するためにスナップショットが作成される際、十分なスペースが割り当てられます。

• Vsnap (実質的に容量を必要としないスナップショット、またはデマンド割り当てスナッ
プショットとも呼ばれる): 事前に割り当てられるスペースはありません。

• スナップクローン: 最初は標準スナップショットとして開始され、その後、スナップクロー
ンが作成時点のソース ボリュームの完全な物理コピーになるまで、バックグラウンドで
データがコピーされます。

これらについての詳細は、以下で説明します。
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標準スナップショット

図 6 標準スナップショットの作成

1. T0の時点で、関連するソース ボリュームと同等のストレージ容量が、ターゲット ボ

リュームのアレイ上に確保されます。

データは、ソース ストレージ ブロックからはコピーされません。 代わりに、オリジナル
データを保持しているストレージ ブロックにポインタがマッピングされ、コピーは完全
に仮想的です。 ただし、ホストの観点からは、T0の時点で、ソース ボリュームの完全

な複製がターゲット ボリュームに存在し、使用できるようになっています。

2. スナップショットの作成後にT0ソース データを更新する必要が生じた場合は、まず

ソース データがターゲットのストレージ ブロックにコピーされ、このコピーにスナップ
ショット内のポインタが再マッピングされます。 その後でのみ、ソース データが更新
されます。

これは、「コピーオンライト」と呼ばれます。
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3. スナップショットは、部分的に実コピー(ソース データをコピー済み)、部分的に仮想
コピーになっています。 複製がアクセスされる際、前にコピー済みのデータは、ター
ゲット ストレージ ブロックから読み込まれ、コピーされなかったデータは、ソース スト
レージ ブロックから読み込まれます。 したがって、ホストの観点からは、T0の時点で、

ソース データの完全な複製が依然存在しています。

標準スナップショットの特性

• 標準スナップショットとは、オリジナル データから独立した複製ではありません。 (ただ
し、時間の経過とともに、ソース ボリュームにある各シングル ストレージ ブロックが更
新され、したがってコピーされた可能性はあります。)

• ソース ボリューム内のすべてのデータが変更されても、スナップショットに必要なス
ペースは保証されます。

• スペースの観点からは非効率的です。 変更されるすべてのデータのために十分なス
ペースが常に予約されますが、通常はその一部分のみが使用されます。 スナップ
ショットが存在する間、予約されているスペースの残りは、他の目的で使用することは
できません。

アプリケーションのパフォーマンスへの影響

バックアップ システムでのスナップショットへのアクセスの際には、ソース ボリュームと複
製の両方からディスク ブロックが読み込まれます。 結果的にアプリケーションとバックアッ
プ システムの両方のディスク リソースが使用されるため、アレイに過度な負荷がかかった
場合にアプリケーションのパフォーマンスが低下する可能性があります。

Vsnap

Vsnapスナップショットでは、起動時にストレージ容量は予約されません。 それ以外の点
では、プロセスは、標準スナップショットの場合に非常に類似しています。
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図 7 Vsnapの作成

1. T0の時点では、ポインタのみが標準スナップショットとしてターゲットにコピーされま

すが、ターゲット ボリュームではスペースは予約されません。 スナップショットでは、
ポインタで必要とされる以外のストレージ スペースは占有されません。

2. スナップショットの作成後にT0ソース データを更新する必要が生じた場合は、標準

スナップショットとして「コピーオンライト」が使用されます。 ストレージ スペースは、変
更されたデータに対してのみ必要です。

3. 標準スナップショットと同様に、このスナップショットも実コピーと仮想コピーで構成さ
れます。

Vsnapの特性

• 標準スナップショットと同様に、Vsnapはオリジナル データから独立した複製ではあり
ません。
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• Vsnapでは、複製の増大に対する十分なスペースを保証するため、独立したディスク
容量管理が必要です。 アレイ上のスペースがなくなると、スナップショットの更新は失
敗し、通常のアレイ操作に影響を及ぼす可能性があります。

• スペースの観点からは効率的です。 Vsnapでは、必要なスペースのみが使用されま
す。

• 短期間保持されることが想定されています。 Vsnapでのストレージ要件は動的なため、
スナップショットの作成後にソース ボリュームに対する多くの変更がある場合、ディス
ク アレイのスペースが不足する可能性があります。 ディスク アレイに対するその他の
ストレージ要件も、ディスク アレイでストレージが不足する原因となる可能性がありま
す。

アプリケーションのパフォーマンスへの影響

標準スナップショットでは、バックアップ システムでのスナップショットへのアクセスの際に、
ソース ボリュームと複製の両方からディスク ブロックが読み込まれます。 このため、アレ
イに過度に負荷がかけられた場合、アプリケーションとバックアップ システムの両方のディ
スク リソースが使用され、アプリケーションのパフォーマンスが劣化する可能性がありま
す。

スナップクローン

スナップクローンは、最初は標準スナップショットとして開始されますが、最終的にはスプ
リット ミラー複製のように完全な複製(クローン)になります:
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図 8 スナップクローンの作成

1. 標準スナップショットが作成され、完全コピー用に十分なスペースが割り当てられま
す。

2. バックアップ プロセスが開始され、ソースのストレージ ブロックからターゲットのスト
レージ ブロックへ、変更されていないデータがすべてコピーされます。 この時点で、
書き込みキャッシュの方針は自動的にライトバック モードに戻されます。
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3. バックグラウンド プロセスでコピーされる前のソース データを更新する場合は、標準
スナップショットの場合と同様に、まずソース データのコピー(コピー オン ライト)が行
われます。

バックグラウンド コピー プロセスの実行中、標準スナップと同様に、仮想コピーと実
コピーで構成されるスナップショットを使用できます。

4. ターゲットのストレージの場所にデータがすべてコピーされた時点でバックグラウン
ド プロセスが停止し、T0時点でのソースのスタンドアロン複製(クローン)が残ります。

スナップクローンの特徴(コピー完了後)

• スナップクローンはソース ボリュームの完全な複製で、ホストやオペレーティング シス
テムから見ると、複製が作成された時点のソースとまったく同じものになります。

物理ディスクまたは論理ユニット レベルで、ソース ストレージ ブロックの内容の完全
な物理コピーが存在することになります。

• オリジナルから完全に独立した状態になります。

完全な物理コピーが存在するため、ソース ボリュームの内容が消失または破損して
も、ターゲット ボリュームの内容には影響しません。

• 長期間保持されることが想定されています。

アプリケーションのパフォーマンスへの影響

• プロセスをコピーしているバックグラウンド データは、リソースの競合のため、アプリ
ケーション パフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。 大規模なデータベー
スでスナップクローンを作成している際、コピーには非常に長い期間を要する場合が
あります。

• クローン化プロセスの終了前にシステムからスナップクローンへのアクセスがあると、
まだコピーされていないディスク ブロックはソース ボリュームから読み込まれます。
テープへのZDBまたはディスク+テープへのZDBの場合、アプリケーションとバックアッ
プ システムのディスク リソースの両方を使用してデータが読み込まれるため、アプリ
ケーションのパフォーマンスが下がる可能性があります。 これを避けるには、クローン
化プロセスが処理中の場合、Data Protectorではテープへのスナップクローン データ
のコピーが最大で90分まで遅延されます。 デフォルトです。 これは、バックアップ仕
様の設定時にData Protector GUIで変更することができます。

HP-UX LVMミラーと統合されるローカル複製

HP-UX LVMミラーと統合されるローカル複製は特殊な統合で、完全バージョンを取得す
る場合に複製が必要となるストレージ容量が削減されます。 同時に、スプリット ミラーお
よびスナップショット アレイ上でのリモート複製とローカル複製の併用環境では、LVMミ
ラーをContinuous Access (CA)またはEMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)と同
じように機能するよう構成することもできます。

LVMミラーと統合されるローカル複製の利点
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• 使用中のすべてのディスクの一部をコピーするため、ディスクの使用領域を縮小でき
ます。

• 純粋な CA または SRDF 環境よりも、LVM ミラー環境を設定して管理する方が簡単
な場合があります。

• LVMミラー環境はCA/SRDFライセンスが不要であるため、CA環境またはSRDF環境
に比べてコストが低い。 BCライセンスは、複製を作成するシステムでのみ必要であ
る。

欠点

• LVMミラー構成の設定はより複雑になる可能性があり、BC環境またはTimeFinder環
境より、要件が厳しくなる可能性があります。

• LVM ミラー構成は、インスタント リカバリの実行を複雑にします。 アレイによっては、
LVM ミラー構成にバックアップされたデータのインスタント リカバリはサポートされま
せん。

リモート複製

リモート複製では、データは別のリモート アレイ上で複製されます。 一度確立されると、
リモート複製は自動的に続行され、持続的なリアルタイム リモート複製が行われます。

リモート複製の利点

• ストレージ システムやコンピューティング センター全体の障害などの重大な障害から
も保護できる

• ディザスタ リカバリに適している

• 重要なデータの継続的な可用性が保証される

欠点

• ネットワークやファイバ チャネル接続の転送速度が、アプリケーションやデータベー
スのパフォーマンスに大きく影響する

• 同期転送が必要なため、アプリケーション システムに悪影響が出る可能性がある

• 少なくとも2つのディスク アレイとそのライセンスが必要なため、高コストである
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• 同期をリモートで保持する必要があるため、パフォーマンスやアプリケーションに影響
する可能性がある

スプリット ミラー複製

ターゲット ボリュームがリモート アレイ上にある場合にのみ、ソース ボリュームの複製が、
ローカル ミラーとして、ターゲット ボリューム上で作成され管理されます。 一度確立され
ると、ターゲット ボリュームは、ローカル アレイ上でソース ボリュームとの同期がとられま
す。

ある特定の時点のソース ボリュームの複製が必要な際には、ミラー ボリューム間の同期
が停止されます。 リモート アレイには、ローカル アレイ上にあるソース ボリュームの固定
コピー、または個別に切り離された複製が含まれます。

ただし、アレイが物理的に別のサイトにインストールされている場合、数キロメートル離れ
た距離に対して継続的なリモート同期が必要となる場合があり、アプリケーション システ
ムのパフォーマンスに影響を及ぼす場合があります。 Data Protectorでは、リモート シス
テムへのリンクは、通常、同期されている必要があります。 ただし、CAでは、非同期通信
がサポートされます。 Data Protectorでは、ミラーにデータをコピーする際に同期モード
に変更され、次に非同期モードに戻されます。

この構成は、障害復旧の目的で選択することができます(しばしばクラスタ環境にある)。こ
の目的の場合、潜在的な利点がCAリンクを維持する欠点を上回ります。 バックアップ目
的でリンクを切断すると、障害復旧の対象範囲を狭め、フェイルオーバーが不可能にな
ります。 「リモート複製とローカル複製の併用」（45ページ）と比較してください。

リモート複製とローカル複製の併用

リモート複製とローカル複製の併用では、リモート複製とローカル複製の両方が使用され
ます。 つまり、複製がリモート複製を使用してリモート アレイに作成され、ローカル複製の
ソース ボリュームとして使用されます。

この構成は通常、リモート サイトが障害復旧サイトの役割を担い、リモート ペアの分割が
不可能な場合に使用します。 フェイルオーバーを自動化するため、クラスター アプリケー
ションを使用することができます。
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リモート複製とローカル複製の併用の利点

リモート複製の利点に加えて、さらに次のような利点もあります。

• アプリケーション システムやデータベースに影響を与えることなくテープ バックアップ
を作成できる

• 自動フェイルオーバー構成も可能

• EVAでは、フェイルオーバーの場合のData Protectorの動作を制御でき、複製の指
示に従うか、複製の場所を維持するかを選択できる

欠点

リモート複製の欠点と同じです。

スプリット ミラー複製

リモートでの複製

リモート複製の場合と同様に、個別のアレイ上に存在するソース ボリュームとターゲット
ボリュームがミラー ボリュームとして構成されます。

一度確立されると、リモート アレイ上のミラー ボリュームは、ソース ボリュームと同期がと
られます。 Data Protectorでは、アレイ間のリンクは同期されている必要があります。

ローカルでの複製

リモート複製におけるターゲット ボリュームが、リモート アレイ上でのローカル複製におけ
るソース ボリュームとなります。

複製が必要な際に、ローカルなミラー ボリューム間の同期は(ミラーを分割して)停止され
ますが、リモートのミラー ボリューム間の同期は維持されます。 リモート アレイ上のローカ
ル複製(複製の複製)は、ローカル アレイ上にあるソース ボリュームの固定コピー、または
個別に切り離された複製です。

スナップショット複製

この種類の複製はEVAでサポートされています。

リモートでの複製

データは、ローカル アレイ上のアプリケーション システムからソース ボリュームに書き込
まれ、データの複製がリモート アレイ上のターゲット ボリュームに作成されます。 データ
複製がバックグランドで進行している間、アプリケーションは影響を受けることなく続行さ
れます。

ローカルでの複製
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リモート複製におけるターゲット ボリュームが、リモート アレイ上でのローカル複製におけ
るソース ボリュームとなります。

スナップショット複製は特定の時点で瞬時に作成されるもので、即座に使用可能になりま
す。 詳細については、「スナップショット複製」（37ページ）をご覧ください。

注記：

リモート複製とローカル複製の併用により、フェイルオーバーではないシナリオとフェ
イルオーバーのシナリオにおいて、複製の作成を理解し取り扱うための手段が提供
され、複製元と複製先のどちらのサイトでもZDBを実行できます。
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3 Data ProtectorによるZDBとインスタ
ントリカバリ

Data Protectorセル
Data Protectorでは、セルの管理という概念が使用されています。次の図は、ZDBおよび
IRを目的としたセルのセットアップ方法を示しています。

図 9 ZDBおよびIRを目的としたData Protectorセルのセットアップ方法

ZDBおよびIRの技術を使用するためには、バックアップ対象のアプリケーションデータ
ベースまたはファイルシステムデータが、アプリケーションシステムとバックアップシステム

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 49



が直接接続されているディスクアレイ上に存在する必要があります。テープライブラリまた
は他のテープデバイスは、ZDBおよびIRのアプリケーションではオプションです。

セルコンポーネント

一般的なData Protectorセルの場合、次の図に示すように、処理を行うソフトウェアコン
ポーネントがハードウェアにインストールされている必要があります。

図 10 ZDBおよびIRのソフトウェアコンポーネントの位置関係

アプリケーションシステム

複製を作成する各アプリケーションシステムには、以下のData Protectorコンポーネントが
インストールされている必要があります。

• AディスクアレイエージェントまたはZDBエージェント: このエージェントでは、Data
Protector Cell Managerとアプリケーションシステムやファイルシステムがインストール
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されているアレイとの間のやり取りが制御されます。サポートされているアレイの種類
ごとに、専用のエージェントがあります。

• アプリケーション統合エージェント: このエージェントはData Protector Cell Manager
とアプリケーションの間のやり取りを制御するもので、Data Protectorがデータベース
アプリケーションのバックアップ/復元セッションでデータベースの状態を制御するな
どの機能を実行するために必要となります。これがない場合、ファイルシステムバック
アップのみが使用できます。

バックアップシステム

データがテープバックアップの対象かどうかに関係なく、作成した複製の格納先となるシ
ステムで、その後のプロセスではこのシステムを使用して複製へのアクセスが行われます。
また、さまざまなチェックおよび管理機能もこのシステムで実行されます。

バックアップシステムには、該当するData Protector ZDBエージェントをインストールして
おく必要があります。場合によっては、アプリケーション統合エージェントも必要になりま
す。

通常は、アプリケーションシステムとは別のシステムをバックアップシステムにします。

ZDBデータベース

ZDBデータベースは、Cell ManagerのData Protector内部データベース(IDB)の拡張で
す。このデータベースには、インスタントリカバリに必要な複製に関するアレイ固有の情報
が保持されます。

ZDBデータベースには、Data ProtectorのZDBおよびIRをサポートしているアレイごとに
個別のセクションがあります。

• XPDB: HP StorageWorks Disk Array XP用

• VADB: HP StorageWorks Virtual Array用

• SMISDB: HP StorageWorks Enterprise Virtual Array用

さらに、別のセクションには、ファイルシステムまたはボリューム管理構成などのオペレー
ティングシステム情報が含まれています。

• SYSDB

ZDBに保存される情報は、アレイによって厳密に異なります。一般的には、各セクション
には次のような情報が保存されます。

• ディスクアレイに保持されている複製に関する情報

• バックアップセッションID

• バックアップセッションを実行した時間

• バックアップセッションに使用されたバックアップ仕様の名称
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• セッションで作成されたターゲットボリュームの名称、ID、およびWWN

• ターゲットボリュームが存在するEVAの名称およびID

• EVAのみ:ターゲットボリュームの種類(標準スナップショット、Vsnap、またはスナッ
プクローン)

• ホームに関する情報(CA+BC構成)

• バックアップセッションに使用したソースボリュームID

• インスタントリカバリにターゲットボリュームを使用できるかどうか(IRフラグ)

• ターゲットボリュームを削除するかどうか(削除フラグ)

• セッションに関連するアプリケーションシステムおよびバックアップシステム

• (XP上の)記録済みXPコマンドデバイス、(EVA上の)ディスクグループペア関係の定義
などの、追加構成情報

この情報は、複製の作成時にZDBデータベースに書き込まれ、複製の削除時にZDBデー
タベースから削除されます。

ZDBデータベースに保持されるのは、バックアップ仕様で[バックアップ後も複製を保持]
オプションが選択されているZDBセッションに関する情報のみです。このバックアップオプ
ションを選択せずにテープへのZDBセッションを行って作成された複製は、バックアップ
後にデータベースから削除されます。

テープへのZDBセッションに関する情報と、ディスク/テープへのZDBセッションに関する
情報の一部は、IDBの他の部分にも保存されます。

ZDBデータベースの各セクションとその用途の詳細については、『HP Data Protector
zero downtime backup administrator's guide』を参照してください。

ユーザーインターフェース

ZDBおよびIR処理の実行には、Data Protectorのグラフィカルユーザーインタフェース
(GUI)またはコマンド行インタフェース(CLI)を使用できます。

GUI

GUIを使用すると、1台のシステムでZDB環境を管理できます。実行できる内容は次のと
おりです。

• ZDBのバックアップ仕様を作成してスケジュールし、ZDBセッションを開始する

• アクティブな処理を監視する

• Data Protectorのレポート機能と通知機能を使用する

• インスタントリカバリ]コンテキストで、インスタントリカバリの対象としてマークされたセッ
ションをブラウズして必要なオプションを定義し、インスタントリカバリセッションを開始
する
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• 復元]コンテキストで、バックアップメディアに保存されているセッションをブラウズして
必要なオプションを定義し、Data Protector標準のテープからの復元手順を実行する

次の図は、ZDBセッションのバックアップオプションを定義する際のGUIウィンドウの例で
す。

図 11 Data ProtectorGUI

CLI

CLIでは、GUIで実行可能なZDBおよびIR処理のほとんどを実行できます。 また、次のよ
うな一部の管理タスクはCLIでのみ実行可能です。

• ZDBデータベースの照会、同期、削除

• ZDBデータベースの整合性チェック
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• 不要になった複製または複製セットと、ZDBデータベースに保存されている関連情報
の手動削除

使用可能なコマンドの詳細は、『HPData Protector command line interface reference』
を参照してください。

Data Protectorで使用できるディスクアレイ
Data Protectorでは、次の各種ディスクアレイを使用して複製を作成できるほか、ほとんど
の場合、複製セットも作成することができます。

表 5 Data Protectorで使用できるディスクアレイ

略称サポートされているディスクアレイ複製方法

EMCEMC Symmetrix Disk Arrayミラーを分割しま
す。

XPHP StorageWorks Disk Array XP

EVAHP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayスナップショット

VAHP StorageWorks Virtual Array

HPでサポートされている構成の現在のリストについては、http://www.hp.com/support/
manualsを参照してください。

HP StorageWorks Disk Array XP

Data Protector統合ソフトウェアを使用した場合は、次の構成が可能です。

• ローカル複製

• LVMミラーと統合されるローカル複製

• リモート複製

• リモート複製とローカル複製の併用(データ保護は最高レベル)

この場合は、ソースボリュームがアプリケーションシステムに接続され、別システムのバッ
クアップシステムがターゲットボリューム用のディスクアレイに接続されます。複製からテー
プへのデータのストリーミングは、ペアを分割してから行われます。こうすることで、バック
アップ処理中もアプリケーションシステムはオンラインで使用可能な状態になります。
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ローカル複製

ローカル複製の場合は、HP StorageWorks Business Copy (BC) XP構成を使用します。
この構成では、インスタントリカバリ用にファーストレベルミラーを3つ作成できます。 つま
り、最大で3つの複製からなる複製ローテーションセットを作成できることになります。

図 12 BC XP構成例

XP構成のその他の例については、『「サポートされているHP StorageWorks Disk Array
XP構成」（98ページ）』を参照してください。

LVMミラーと統合されるローカル複製

Data Protector XP用統合ソフトウェアは、ある物理ディスク(LDEV)上の論理ボリュームか
ら別の物理ディスク(LDEV)上の論理ボリュームへミラー化される構成で、HP-UX論理ボ
リュームマネージャミラー(LVMミラー)をサポートしています。
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図 13 XPのLVMミラー構成例

リモート複製

リモート複製の場合は、HP StorageWorks Continuous Access (CA) XP構成が使用され
ます。この構成では、遠く離れた場所にあるリモートマシン上にスプリットミラー複製を作
成することができます。

CA XPでは、次の2種類のインタフェースがサポートされています。

• 拡張シリアルアダプタ(ESCON):遠隔用

• ファイバチャンネル(FC):最大距離2km

シングルモードファイバマルチプレクサ内蔵のFCスイッチを使用することで、ファイバチャ
ンネルの距離を伸ばすことができます。
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図 14 CA XP構成例

リモート複製とローカル複製の併用

リモート複製とローカル複製を併用する場合は、CA XP構成およびBC XP構成を使用し
ます。この構成では、スプリットミラー複製をリモートマシン上に作成した後、この複製の
ローカル複製をリモートマシン上に作成できます。

物理的に別々のサイトに、サポートされているアレイが少なくとも2つは必要になります。

複製が必要になった時点で、統合ソフトウェアによってBCペアが分割されます。データの
整合性を保つために、BCペアを分割する前にCAペアのステータスがチェックされます。
これにより、Main Control UnitのすべてのデータがRemote Control Unitにも確実に保持
されます。
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図 15 クラスターでのCA構成とBC構成の併用

クラスター構成の詳細については、『HP Data Protector zero downtime backup
administrator's guide』を参照してください。

EMC Symmetrix

Data Protector EMC統合ソフトウェアを使用した場合は、次の構成が可能です。

• ローカル複製

• LVMミラーと統合されるローカル複製

• リモート複製

• リモート複製とローカル複製の併用

この統合ソフトウェアを使用した場合は、テープへのZDBおよびスプリットミラー復元に使
用できるスプリットミラー複製を1つ作成することができます。

注記：

インスタントリカバリはサポートされていません。
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この場合は、ソースボリュームがアプリケーションシステムに接続され、別システムのバッ
クアップシステムがターゲットボリューム用のディスクアレイに接続されます。複製からテー
プへのデータのストリーミングは、ペアを分割してから行われます。 こうすることで、バック
アップ処理中もアプリケーションシステムはオンラインで使用可能な状態になります。

EMC Symmetrix構成のその他の例については、『「サポートされているEMC Symmetrix構
成」（112ページ）』を参照してください。

ローカル複製

ローカル複製の場合は、 EMC Symmetrix TimeFinder構成を使用します。

図 16 TimeFinder構成例

LVMミラーと統合されるローカル複製

Data Protector EMC用統合ソフトウェアは、ある物理ディスク上の論理ボリュームから別
の物理ディスク上の論理ボリュームへミラー化される構成で、LVMミラーをサポートしてい
ます。
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図 17 EMCのLVMミラー構成例

リモート複製

リモート複製の場合は、EMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)構成を 使用しま
す。この構成では、リモートマシン上にスプリットミラー複製を作成できます。

制限事項

この環境では、クラスター構成はサポートされていません。

物理的に別々のサイトに、少なくとも2つのディスクアレイが必要になります。
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図 18 SRDF構成例

リモート複製とローカル複製の併用

リモート複製とローカル複製を併用する場合は、SRDFおよびTimeFinder構成を使用しま
す。この構成では、スプリットミラー複製をリモートマシン上に作成した後、この複製のロー
カル複製をリモートマシン上に作成できます。物理的に別々のサイトに、少なくとも2つの
ディスクアレイが必要になります。

複製が必要になった時点で、統合ソフトウェアによってTimeFinderペアが分割されます。
データの整合性を保つために、TimeFinderペアを分割する前にSRDFペアのステータス
がチェックされます。これにより、EMC Symmetrix Main Control Unitのすべてのデータが
EMC Symmetrix Remote Control Unitにもあることが保証されます。

この構成は通常、リモートサイトが障害復旧サイトの役割を担い、SRDFペアの分割が不
可能な場合に使用します。
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図 19 クラスターでSRDF構成とTimeFinder構成を併用した例

クラスター構成の詳細については、『HP Data Protector zero downtime backup
administrator's guide』を参照してください。

HP StorageWorks Virtual Array

Data Protector VA統合ソフトウェアでは、標準スナップショット(事前割り当てスナップショッ
ト)の作成がサポートされています。

この統合ソフトウェアを使用した場合は、次の構成が可能です。

• ローカル複製

• LVMミラーと統合されるローカル複製

VA構成のその他の例については、『付録A（97ページ）』を参照してください。

VAストレージの概要

HP StorageWorks Virtual Arrayは物理ディスクのアレイです。このアレイはデータストレー
ジの1つまたは2つの大きなブロックとして構成されており、複数の小さな論理ストレージブ
ロックまたはLUNに分割することができます。LUNに書き込まれたデータを複数の物理
ディスクに分散することで、データの冗長化を行い、データ保護を強化できます。
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ローカル複製

ローカル複製の場合は、HP StorageWorks Business Copy (BC) VA構成を使用します。
この構成では、インスタントリカバリに使用できる複製を作成できます。サイズの大きな複
製セットを使用できますが、メンバーの数は主にアレイ上の使用可能スペースによって制
限されます。

図 20 BCスナップショット構成例

LVMミラーと統合されるローカル複製

Data Protector VA用統合ソフトウェアは、 VAソースボリュームが1つまたは複数のVAか
ら別のVAにLVMミラー化される構成で、LVMミラーをサポートしています。LVMミラー化
されたソースボリュームとそのLVMミラーは同じ論理ボリュームに属します。アプリケーショ
ンシステムは、LVMミラー化された論理ボリュームに属する論理ユニットを含むディスクア
レイに接続する必要があります。

そのような構成には、物理的に別々のサイトに、少なくとも2つのHP StorageWorks Virtual
Arrayが必要になります。

注記：

LVMミラーの使用時は、インスタントリカバリはサポートされません。
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図 21 LVMミラー構成例(VA)

HP StorageWorks Enterprise Virtual Array

Data Protector VA統合ソフトウェアでは、標準スナップショット、Vsnap、スナップクローン
の作成がサポートされています。

Data Protector EVA統合ソフトウェアを使用した場合は、次の構成が可能です。

• ローカル複製

• LVMミラーと統合されるローカル複製

• リモート複製とローカル複製の併用(データ保護は最高レベル)

EVA構成のその他の例については、『付録A（97ページ）』を参照してください。

EVAストレージの概要

EVAでは、物理ディスクをディスクグループに編成する仮想化技術が使用されています。
各ディスクグループはストレージプールとして機能し、そこから仮想ディスクが割り当てら
れます。1つの仮想ディスクが複数のディスクグループに属することはできませんが、1つ
のディスクグループ内の複数の物理ディスクにまたがることは可能です。物理ディスク上
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の仮想ディスクの配置を正確に指定することはできませんが、保護特性を選択することで
制御できます。この場合は、RAID技術を使用して、データの冗長性、速度、アクセス時間
をさまざまなレベルで設定します。

ローカル複製

ローカル複製の場合は、HP StorageWorks Business Copy (BC) EVA構成を使用します。
この構成では、インスタントリカバリに使用できる複製を作成できます(インスタントリカバリ
ではスナップクローンのみ使用できます)。サイズの大きな複製セットを使用できますが、
メンバーの数は基本的にアレイ上の使用可能スペースによって制限されます。標準スナッ
プショットおよびVsnapの最大数は、EVAストレージシステムによって限定されます。

LVMミラーと統合されるローカル複製

Data Protector EVA用統合ソフトウェアは、 ボリュームグループが1つのまたは複数の
EVAから別のEVAにLVMミラー化される構成で、LVMミラーをサポートしています。LVM
ミラー化されたソースボリュームとそのLVMミラーは同じ論理ボリュームに属します。

この構成では、物理的に別々のサイトにあるアレイが少なくとも2つは必要になります。
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図 22 EVAのLVMミラー構成例

リモート複製とローカル複製の併用

リモート複製とローカル複製を併用する場合は、BC EVAおよびHP StorageWorks
Continuous Access (CA) EVAを使用します。この構成では、スナップショット複製をリモー
トマシン上に作成した後、この複製のローカル複製をリモートマシン上に作成できます。

この構成では、物理的に別々のサイトにあるアレイが少なくとも2つは必要になります。
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図 23 CA+BC EVA構成例

アプリケーションの統合
Data Protectorは、サポートされているディスクアレイについて、次のデータベースアプリ
ケーションおよび複製の種類(オンラインまたはオフライン)での統合が可能です。

• Oracle—オンラインバックアップとオフラインバックアップ

• SAP R/3—オンラインバックアップとオフラインバックアップ

• Microsoft SQL Server—オンラインバックアップ

• Microsoft Exchange Server—ファイルシステムオフラインバックアップ

VSS用統合ソフトウェアにより、Microsoft Exchange Server および Microsoft SQL Server
があわせてサポートされます。（『HPData Protector zero downtime backup integration
guide』を参照）。

オンラインバックアップとオフラインバックアップの詳細については、「アプリケーションま
たはデータベースの稼動のフリーズ」（78ページ）を参照してください。

Data Protectorでサポートされているあらゆるデータベースアプリケーションで、すべての
複製方法(ローカル、リモート、リモートとローカルの併用)を利用できます。ただし、すべて
のアプリケーション統合ソフトウェアですべてのZDBエージェントやそのプラットフォームが
サポートされているわけではありません。現時点での詳細については、Data Protectorの
サポート一覧を参照してください。

アプリケーションデータの整合性

論理ボリュームまたはディスクの単純なZDBでは、ファイルシステムの整合性のみ保証さ
れますが、アプリケーションデータの整合性は保証されません。このようなバックアップの
インスタントリカバリ後には、データベースは適切に復元されない可能性があります。サ
ポートされている統合ソフトウェアの場合、Data Protectorでは、アプリケーションはバック
アップモードに設定される(オンラインバックアップ)か、またはシャットダウンされます(オフ
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ラインバックアップ)が、トランザクションログは別途バックアップする必要があります。非統
合アプリケーションの場合、バックアップがデータベースリカバリのために使用できるよう
にする必要があります。アプリケーションをシャットダウンするか、または実行前スクリプト
を使用して、適切なモードに設定します。

トランザクションログ

データベースアプリケーションをオンラインでバックアップする場合は、データベースを完
全に復旧できるように、データベーストランザクションログのアーカイブを別途バックアップ
する必要があります。ログは、複製の一部としてではなく個別にバックアップする必要があ
ります。

ログはData Protectorの従来のテープバックアップを別途スケジュールしてバックアップ
することができますが、ZDBセッションと並行しては実行できません。ログのバックアップ
は、ZDBセッションの後で行います。また、セッションの実行後オプションを使用してData
Protectorの標準のテープバックアップを自動で開始する方法で、アーカイブ トランザク
ションログをバックアップすることもできます。

復元

サポートされている各種データベースアプリケーションで使用できる復元方法の詳細に
ついては、Data Protectorのサポート一覧を参照してください。

インスタントリカバリを使用すれば、複製が作成された時点の状態にデータベースを復旧
することができます。ただし、ほとんどの場合、データベースを完全に復元するには、その
後でトランザクションログを適用する必要があります。これらのログを使用すると、特定の
時点まで、データベースをロールフォワードすることもできます。

データベースアプリケーションでのData Protectorディスクアレイ統合ソフトウェアの使用
方法の詳細については、『HP Data Protector zero downtime backup integration
guide』を参照してください。
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4 複製のライフサイクル

概要
この章では、複製のライフサイクルについて説明します。概要は、次の図に示しています。
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図 24 複製のライフサイクル

複製の作成
スプリットミラー技術とスナップショット複製技術では、基本的な考え方は同じです。どちら
の技術でも、指定したデータオブジェクトを含めたストレージボリューム(ソースボリューム)
のコピーまたはイメージを生成します。これらのコピーは、同じアレイの別のストレージボ
リューム(ターゲットボリューム)に作成されて、ホストシステムに表示することができます。

すべての場合、アレイ上の完全なソースボリュームのみを複製することができます。複製
のために選択されたデータがソースボリュームの小さなスペースのみを占めている場合
でも、ソースボリューム全体が複製されます。

複製が作成されるZDBセッションは、バックアップ仕様によって定義され、バックアップ仕
様にはZDBセッションの実行に必要な以下のすべての情報が含まれます。
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• バックアップ対象のアプリケーションまたはファイルシステムデータの種類

• バックアップ対象のソースデータ

• 作成される複製(または複製セット—「複製セットのローテーション」（72ページ）を参照)
の種類

• データが格納されているアレイの種類

• 使用するアプリケーションシステムとバックアップシステム

• 複製管理オプションと複製マウントオプション

Data Protectorと完全に統合されていないアプリケーションでは、複製前にアプリケーショ
ンを停止し、複製後にアプリケーションを再起動するというオプションも設定できます。

作成したバックアップ仕様はCell Managerに格納され、いつでも確認したり更新したりで
きます。

バックアップ仕様を作成したら、オペレータがData Protectorのユーザーインタフェースを
使用してバックアップセッションを開始することも、指定した時刻に自動的に開始されるよ
うにスケジューリングすることもできます。

注記：

いくつかのデータベースアプリケーションでは、オンラインバックアップセッションが実
行される場合、現在データベースで使用されているログファイルもバックアップする必
要があります。これは、ログファイルをファイルにバックアップすることによって行わ
れ、必要に応じ、テープにストリーミングすることができます。

通常、ログファイルを複製対象のボリュームに含めることはお勧めしません。統合
エージェントによっては、これを行うことはできません。また、一部の復元シナリオが
削減または制限されるエージェントもあります。

バックアップが正常に終了すると、バックアップセッションの詳細がIDBに保存されます。

複製セット

複製セットとは、同じバックアップ仕様を使って異なる時点で作成された複製の集まりで
す。複製セットは、通常、インスタントリカバリの目的で複製を作成する際に、使用されま
す。

Data Protectorでは、複製セットの各メンバーを、複製セットローテーションに従ってイン
タラクティブに使用したりスケジューラで指定した時間に使用したりできます。
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複製セットのローテーション

ZDBおよびインスタントリカバリの目的でバックアップ仕様を作成する際には、複製セット
内の複製数を指定します。バックアップが実行されるたび、指定した数に達するまで、複
製セット内に新しい複製が作成されます。その後、作成される次の複製は、セット内の最
も古い複製に置き換えられます。複製の種類によっては既存の複製を直接上書きして行
われますが、新しい複製を作成する前に最も古い複製を削除する必要がある場合もあり
ます。

複製セットに定義できる複製の最大数は、使用するアレイの種類によって異なります。

複製のスケジュール設定

複製セッションを自動的に実行する場合、バックアップ仕様の作成時または変更時に、
Data Protectorスケジューラに詳細な必要回数を入力します。特定の時刻に1つのセッ
ションをスケジューリングするか、日、週、月の期間に繰り返される通常セッションをスケ
ジューリングすることができます。

複製の使用
作成した複製または複製セットの処理は、使用するZDBの形式によって異なります。

• テープへのZDB: 複製のデータをテープにストリーミングします。その後、複製は破
棄されます。

• ディスクへのZDB:インスタントリカバリ用に複製がアレイ上に保存されます。

• ディスク+テープへのZDB:複製内のデータをテープにストリーミングした後、それが
インスタントリカバリ用にアレイ上に保存されます。

ディスクへのZDBおよびディスク+テープへのZDBでは、複製は、複製セットローテーショ
ンから外されるか、CLIを使用してユーザーが削除するか、インスタントリカバリで使用さ
れるまで、アレイ上に保存されます(その後、XPアレイおよびVAアレイ用に保持するように
設定することも可能)。

テープへのZDB

テープへのZDBでは、複製は通常アレイにのみ一時的に保存されます。これにより、テー
プへのバックアッププロセスを段階的に行うことができます。

作成された複製はバックアップシステムにマウントされ、バックアップ仕様で指定されてい
るバックアップオブジェクトがテープ(またはその他のバックアップメディア)にストリーミング
されます。
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バックアップの完了後、複製はバックアップには不要になるため、デフォルトでは自動的
にアレイから削除されます。ただし、同じバックアップ仕様を使って、今後のテープへの
ZDBセッション用にアレイ上に複製を保存し、アレイ上にスペースを確保しておくこともで
きます。この場合、バックアップ用にアレイ上に十分なスペースが確保されます。

複製は、インスタントリカバリには使用できません。

欠点利点

障害復旧の場合、高可用性システムの大規模
なデータベースでは全セッションの復元に非常
に時間がかかる可能性がある

バックアップおよび障害復旧に適している

個々のデータオブジェクトをテープバックアッ
プから復元できる

インスタントリカバリは実行できない複製は、デフォルトでは、スペースを空けるた
めにアレイから削除される

拡張アレイのサポート

ディスクへのZDB でぃすくへのZDB

ディスクへのZDBの場合、複製はインスタントリカバリ用のバックアップとしてアレイ上に保
持されます。

1つまたは複数の複製をアレイ上に保存することができます。複製セットローテーションを
使用して、異なる時点で作成された複製のセットを管理することができます。ここでは、新
しい複製が、セット内の最も古い複製に置き換えられます。

欠点利点

複製用のディスクスペースが恒久的に必要に
なる

バックアップおよびインスタントリカバリに適して
いる

テープへのZDBと比べて、アレイのサポートが
限定されている
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ディスク+テープへのZDB

ディスク/テープへのZDBとは、基本的にディスクへのZDBとテープへのZDBを組み合わ
せたものです。

複製は、ディスクへのZDBとまったく同じようにディスク上に作成され、次に、複製は、バッ
クアップメディア以外のテープにストリーミングされます。ディスクの複製を保持し、テープ
へのZDBとは異なり、インスタントリカバリに使用することができます。

複製方法とアレイのサポートは、ディスクへのZDBと同じです。

同じバックアップ仕様を使って、ディスクへのZDBセッションと同じスケジュールで、ディス
ク+テープへのZDBを指定することができます。つまり、同じバックアップ仕様を使って、
ディスクへのZDBを1週間に6日実行し、ディスク+テープへのZDBを7日目に実行するな
ど、より高度なバックアップ管理を設定することができます。これにより、より融通性の高い
復元が可能になります。同じ複製セットが、両方の種類のセッションに使用されることに、
注意してください。

欠点利点

複製用のディスクスペースが恒久的に必要に
なる

バックアップおよびインスタントリカバリに適して
いる

テープへのZDBと比べて、アレイのサポートが
限定されている

個々のデータオブジェクトをテープバックアッ
プから復元できる

ディスクへのZDBとディスク/テープへのZDBを
高度に組み合わせることが可能

テープを使用しながら、複製セットローテーショ
ンも使用できる

インスタントリカバリ

インスタントリカバリでは、ディスクへのZDBとディスク+テープへのZDBで作成したディスク
ベースの複製を使用して、データオブジェクトを特定時点の状態に復元することができま
す。プロセスの詳細については、「インスタント リカバリ」（85ページ）を参照してください。

複製の処理は、アレイと構成によって異なります。

• XP： 複製は、復旧後のソースで同期におけるミラーとなります。ただし、複製がその
後も保持するよう、インスタントリカバリを構成することができます。

複製のライフサイクル74



• VA: 複製は復旧後に削除されます(複製を保持するようにインスタントリカバリを構成
している場合を除く)。

• EVAの場合: 複製が復旧後のソースとなり、複製は存在しない状態になります。

複製の削除
複製は、自動または手動で削除できます。

• 自動:

• 複製が複製ローテーションセット内の最も古いメンバーになると、セット内に新しい
複製が作成される際に自動的に上書き(または削除)されます。ただし、除外リスト
を使用して、XPおよびVA上の複製を保護することができます。詳細は、『HPData
Protector zero downtime backup administrator's guide』を参照してください。

• テープへのZDBにおける複製は、保持するようにバックアップ仕様で指定しない
限り、バックアップセッションの終了時に自動的に削除されます。

• 事実上、保持するように構成しない限り、複製はインスタントリカバリ後に削除され
ます。たとえば、XPアレイでは、複製は、復旧後のソースに同期したミラーとなりま
す。EVAでは、複製がリカバリされたソースになり、複製としては存在しなくなりま
す。

• 手動: Data Protector内で複製が必要ではなくなった時点で、Data Protector CLIを
使用してアレイから削除できます。
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5 ZDBセッションプロセス

ZDBプロセスの概要
Data Protectorの従来のテープバックアップでは、テープへのデータのストリーミングが完
了するまで、バックアップセッションの全期間、アプリケーションの稼動に影響が生じてし
まいます。ただし、 ZDBを使用すると、アプリケーションの稼動への影響は複製の作成時
だけに抑えられます。

ZDBプロセスの基本的な手順は次のとおりです。

1. バックアップ対象のデータオブジェクトを特定します。「データオブジェクトの特定」
（77ページ）を参照してください。

2. アプリケーション データベースの稼動をフリーズします。「アプリケーションまたはデー
タベースの稼動のフリーズ」（78ページ）を参照してください。

3. 指定のデータオブジェクトを含む複製を作成します。「複製の作成」（79ページ）を
参照してください。

4. テープにバックアップする必要がある場合は、複製をテープにストリーミングします。
「複製からテープへのストリーミング」（79ページ）を参照してください。

5. ディスクからの復元機能が必要な場合は、セッションに関する情報をします。「セッ
ション情報の記録」（81ページ）を参照してください。

データオブジェクトの特定
1. Data Protectorは、アプリケーションシステムとバックアップシステムでプロセスを開始

します。

2. Backup Session ManagerによってZDBのバックアップ仕様が読み込まれ、アプリケー
ションシステム上のアプリケーション統合エージェントとディスクアレイエージェント、
およびバックアップシステム上のディスクアレイエージェントに必要な命令が渡され
ます。

アプリケーションホストのZDBエージェントによって、データオブジェクトがファイルシ
ステム(存在する場合)、ボリュームグループ(存在する場合)、および配下のストレー
ジボリュームに変換されます。これらのデータオブジェクトは、バックアップ仕様から
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直接取得されるか、サポートされるデータベース統合ソフトウェアのいずれかによっ
て提供されます。

詳細は、『HP Data Protector コンセプトガイド』を参照してください。

3. アプリケーションホストの準備として、データを整合性のある状態にします。オンライ
ンバックアップの場合、データベースはそのままになります。オフラインバックアップ
では、データベースはオフラインになります。ZDBオプションの[Dismount application
system]がオンに設定されている場合は、関連するファイルシステムがアンマウントさ
れます。

アプリケーションまたはデータベースの稼動のフリーズ
複製を作成する間は、アプリケーションの稼動または該当するデータベースのセクション
をフリーズする必要があります。

アプリケーションデータベースまたはファイル システムは、アプリケーション統合エージェ
ントによって必要な状態に設定されます。「オフライン」複製の場合はすべてのデータベー
スの更新が停止し、「オンライン」複製の場合はすべてのデータベースの更新の経路がロ
グファイルに変更されます。

• 複製をオフラインで行う場合、複製の作成中はデータベースがオフラインになり、す
べてのファイルI/Oが停止します。このデータベースは、通常は、たとえば未適用の
REDOログを適用するなどの方法で、整合性のある状態に戻されます。

複製の作成にはほとんど時間はかかりませんが、その間アプリケーションはオフライン
になるため、高可用性アプリケーションには適していません。

• 複製をオンラインで行う場合、複製の作成中は、データベースがホットバックアップ
モードになります。このモードではデータベースはオンラインのままですが、データ
ベースは更新されず、代わりにすべてのデータベースI/Oがトランザクションログファ
イルに転送されます。複製の作成が完了した後、データベースにトランザクションログ
ファイルが適用され、最新の状態になります。

この複製方法ではアプリケーションへの影響が最小限に抑えられるため、稼動状態
を中断したくない場合には最適です。

これらの処理に関連する手順は、Data Protectorでサポートされているデータベースアプ
リケーションでは、バックアップ時に自動的に制御できます。また、その他のアプリケーショ
ンやファイルシステムのバックアップでも同様の動作をセットアップすることが可能です。
この場合は、実行前オプションおよび実行後オプションを使用して、複製の前後にスクリ
プトが実行されるように指定します。

いずれの場合も、バックアッププロセスによってアプリケーションへの影響があるのは複製
の作成時だけです。「オンライン」の場合は、データベース操作はまったく停止されず(ダ
ウンタイムがゼロ)、パフォーマンスへの影響が最小限に抑えられます。主に、トランザク
ションログに書き込む必要のある情報の増加という影響に限られます。
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また、Data Protector内でZDBの複製方法を使用せずに、オンラインバックアップおよび
オフラインバックアップを実行することも可能です。ただし、従来のテープ バックアップの
場合は、バックアップセッションの間、データベースをホットバックアップモードに設定する
かオフラインにする必要があるため、アプリケーションおよびデータベースの稼動への影
響は大きくなります。

複製の作成
1. 複製が作成されます。

2. アプリケーションホストが再開されます。アンマウントされたファイルシステムは、すべ
て再マウントされます。

オフラインバックアップの場合は、データベースをオンラインに戻して、通常の稼動
を再開できます。

オンラインバックアップの場合は、トランザクションログファイルと、複製の作成中に
キャッシュされた情報がデータベースに適用されます。

3. 複製のディスクとデータ用に、バックアップホスト環境の準備が行われます。スキャン
が行われ、新しいデバイスが検出されます。また、ボリュームグループがインポートさ
れ、アクティブ化されます。さらに、ファイルシステムがマウントされます。

データオブジェクトの複製

データベースまたはファイルシステムが必要な状態では、アプリケーションシステムとバッ
クアップシステムそれぞれのディスクアレイエージェントがトリガーされ、複製が実行され
ます。

2つのディスクアレイエージェントはペアとして機能します。

• アプリケーションシステムのエージェントによって、特定のデータがそのデータを含む
ボリュームに変換されます。

• バックアップシステムのエージェントによって、複製に必要なボリュームが割り当てられ
ます。

その後、アレイによってアレイ上に複製が作成されます。

複製の方法は、使用するディスクアレイの種類、ローカル複製またはリモート複製を必要
とするかどうかなどの条件によって異なります。スプリットミラーおよびスナップショットの複
製の実行方法については、第2章（33ページ）を参照してください。

複製からテープへのストリーミング
1. テープへのZDBおよびディスク+テープへのZDBでは、複製がテープへストリーミン

グされます。
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2. バックアップホストのクリーニングが実行されます。また、ファイルシステムがアンマウ
ントされます。さらに、新しいボリューム管理システムが非アクティブになり、削除され
ます。

テープへの複製のバックアップ

マウントポイントの作成

複製内のデータをテープやその他のバックアップメディアに移動するには、まず複製を
バックアップシステムにマウントする必要があります。

Data Protectorでは、バックアップシステム上にマウントポイントが作成され、そのポイント
に複製内のファイルシステムがマウントされます。このプロセスは、バックアップの対象が
アプリケーション、ディスクイメージ、ファイルシステムのいずれかによって異なります。

テープへのデータの移動(標準)

バックアップ仕様の定義に従って、データオブジェクトがData Protector Media Agentを
使用してテープにストリーミングされます。

テープ上のセッション情報とIDB内のセッション情報が従来のテープバックアップを実行
した場合と同じになるよう、複製からではなくオリジナルの場所からデータオブジェクトを
取得しているかのように、情報がテープに書き込まれます。これにより、テープへのZDB
およびディスク+テープへのZDBセッションのデータオブジェクトは、標準的な復元手順で
アプリケーションシステムに直接格納できるようになります。

増分ZDB

増分ZDBは、ファイルシステム のテープへのZDBまたはディスク+テープへのZDBセッ
ションであり、非ZDBの増分セッションで使用される条件と同じ増分バックアップ条件を満
たすファイルだけがテープにストリーミングされます。複製は、フルZDBセッションでも増
分ZDBセッションでも同じ方法で作成されます。

ダイレクトバックアップ

HP-UXとXPの一部のバージョンでは、Data Protectorのダイレクトバックアップ機能を使
用して、SAN環境でデータをバックアップデバイスに直接移動することができます。詳細
は、『HP Data Protector コンセプトガイド』およびオンライン ヘルプの索引「ダイレクト
バックアップ環境」を参照してください。
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作成後の複製
• ディスクへのZDBおよびディスク+テープへのZDBでは、複製はインスタントリカバ

リ用としてアレイ上に残ります。複製が複製セットの一部である場合は、セット内で最
も古い複製になるまで残ります(XPまたはVAの除外リストに指定された場合を除く)。
その後、同じバックアップ仕様を使用して実行された次のディスクへのZDBセッション
またはディスク+テープへのZDBセッションによって置き換えられます。

• テープへのZDBセッションの後、デフォルトではデータがテープにバックアップされ
た時点で複製は自動的に削除されます。複製をアレイ上に保持し続けることも可能で
すが、インスタント リカバリに使用することはできません。ZDBオプションの詳細は、
『HP Data Protector zero downtime backup administrator's guide』を参照してく
ださい。

セッション情報の記録
この段階で、作成した複製を次のセッションで再利用することができます。インスタントリカ
バリが有効になっている場合は、さらにIRセッション情報がIDBに保存され、IRが必要な
場合に複製が保持されます。

IDBへのセッション情報の書き込み

Data Protectorの従来のテープバックアップの場合と同様に、セッションの初めから終わ
りまで、ZDBセッション情報(復元に使用できるバックアップメディアやデータオブジェクト
に関する情報など)と、がIDBに書き込まれます。

• ディスクへのZDB またはディスク+テープへのZDBの場合、インスタントリカバリの
用途で使用される複製に関するアレイ固有の情報はZDBデータベースにも書き込ま
れます。

• テープへのZDBの場合、バックアップ後にアレイ上に複製を保持していても、インス
タンスリカバリの情報はZDBデータベースに記録されません。

ZDBデータベース は、Cell ManagerのIDBの拡張です。これには、Data Protector内で
ZDBおよびIRをサポートしているアレイごとに別々のセクションがあります。

• XPDB (XP用)

• VADB (VA用)

• SMISDB (EVA用)

情報は、複製の作成時にZDBデータベースに書き込まれ、複製の削除時にZDBデータ
ベースから削除されます。
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ZDBデータベースのセクションとその用途に関する詳細は、『HP Data Protector zero
downtime backup administrator's guide』を参照してください。
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6 インスタント リカバリおよびZDBセッ
ションからのその他の復元方法

復元プロセスの概要
ZDBセッション後、以下のGUIコンテキストで、関連する復元オブジェクトおよび復元セッ
ションを参照できます。

• テープへのZDBまたはディスク/テープへのZDBの完了後、[Restore]コンテキストで、
テープからデータ オブジェクトを復元できます。

• ディスクへのZDBまたはディスク/テープへのZDBの完了後、[Instant Recovery]コン
テキストで、複製からの復元を実行できます。

また、Data ProtectorのCLIを使用する方法もあります。

復元方法は、実行したZDBセッションの種類や、使用されているディスクアレイの種類に
よって異なります。

実行できる復元方法は次のとおりです。

インスタント リカバリ

可用性

ローカル複製:

• ディスクへのZDB

• ディスク/テープへのZDB

注記：

インスタントリカバリは、EMCアレイ上ではサポートされていません。この場合、テー
プへのZDBのみが可能です。
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機能

高速で、またアプリケーション システムに対する影響を最小限に抑え、完全な複製を復
元することができます。 バックアップ仕様に指定されたデータ オブジェクトを含むすべて
のボリュームは、特定の時点の状態に戻されます。

その他の情報

（「インスタントリカバリ」（31ページ）を参照）。

関連する複製の種類やアレイの制限事項はさまざまですので、詳細な復元プロセスはア
レイの種類によって異なります。 詳細は、『HP Data Protector zero downtime backup
administrator's guide』を参照してください。

Data Protectorの標準復元

可用性

ローカル複製/リモート複製:

• テープへのZDB

• ディスク/テープへのZDB

機能

個々のバックアップ オブジェクトを、テープからアプリケーション システムに直接復元す
ることができます。

標準復元に使用可能なものは、実際にテープにストリーミングされた内容によって異なり
ます。 これは、テープへのZDBまたはディスク+テープへのZDBのバックアップ仕様に依
存します。 ソース ボリュームの完全な内容がバックアップ仕様で選択された場合、すべ
てのオブジェクトがテープにストリーミングされます。 そうでない場合は、ソース ボリュー
ム全体が複製される場合でも、選択されたバックアップ オブジェクトのみがテープにスト
リーミングされます。

その他の情報

オンライン ヘルプの索引キーワード「標準的な復元手順」で表示される内容を参照して
ください。
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スプリット ミラー復元

注記：

今日のSANに接続された非常に高速なテープ ドライブでは、通常、スプリット ミラー
復元を使用するよりもアプリケーション ホストに直接復元するほうが高速です。

可用性

スプリット ミラー アレイ上のローカル複製:

• テープへのZDB

• ディスク/テープへのZDB

ディスク イメージ、ファイルシステム、およびファイルシステムベース アプリケーションの
バックアップに使用できます。

機能

アプリケーション システムへの影響を最小限に抑えて、個々のバックアップ オブジェクト
から複製全体の内容にいたるまで、任意のものを復元することができます。 スプリット ミ
ラー復元を使用すると、部分的に破損しているが依然使用できるシステムに対し、影響
度が低い復元を実行することができます。

スプリット ミラー復元の対象は、前述した標準の復元の場合と同様に、実際にテープに
ストリーミングされた内容によって異なります。

その他の情報

（「スプリット ミラー復元」（88ページ）を参照）。

インスタント リカバリ
インスタントリカバリでは、損失データまたは破損データが、以前にアレイ上の他のボリュー
ムに複製され良好であると確認済みのデータで置き換えられます。 以前に複製されたこ
のデータは、完全なストレージ ボリューム レベル上で処理されます。 プロセスの残りは、
復元されるアプリケーションに依存します。

• ファイルシステムの複製の場合は、この手順だけで、データを複製が作成された時
点の状態に戻すことができます。
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• データベース アプリケーションでは、場合により、インスタント リカバリの実行後、ト
ランザクション ログ ファイルの復元および適用など、データベースを完全に復元する
ための追加操作を実行する必要があります。 この方法では、その時点のログ ファイ
ルが存在する場合、複製の作成時より後の時点まで、データベースを復元できる可
能性があります(通常ロール フォワードと呼ばれています)。 通常、他のバックアップ
メディアまたはデバイスも使用します。 詳細は、『HPData Protector zero downtime
backup integration guide』を参照してください。

インスタント リカバリでは、ソース ボリューム内のデータがターゲット ボリューム内のデー
タで置き換えられます。処理はアレイ内部で行われるため、他のバックアップ メディアや
バックアップ デバイスを必要としなくなります。 したがって、復元はきわめて高速に処理
されます。

バックアップ オブジェクトはバックアップ仕様で個別に指定できますが、通常は、それら
の個々のバックアップ オブジェクトのみを復元することはできません。 復元のために選択
できるのは完全なセッションのみであり、したがって、復元可能なのは完全な複製のみで
す。 つまり、当初選択されたバックアップ オブジェクトのみが復元されるのではなく、それ
らを含むすべてのボリューム グループの完全な内容が復元されます。 それらの内容は
すべて、複製が作成された時点の状態に戻されます。 ここでの例外はVSSエージェント
で、オブジェクトによっては復元対象として個別に選択でき、正常に復元されます。

複製をData ProtectorのGUIで直接表示したり選択したりすることはできませんが、インス
タント リカバリ用に複製を作成したときのセッションを表示および選択することは可能で
す。

インスタント リカバリ プロセス

ここでは、インスタント リカバリの例を挙げて説明します。

図 25 インスタント リカバリの例

1. 復元する複製を決定し、その複製を作成したときのZDBセッションを選択します。

2. インスタント リカバリの各種オプション(主にデータ保護に関するもの)を選択します。
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これらのオプションを使用すると、ディスク アレイの種類に応じて次のことが可能で
す。

• HP-UXのLVMのみ: インスタント リカバリに関連するボリューム グループの構
成が、復元対象の複製が作成された時点から変更されていないかどうかをチェッ
クできます。

このチェックによって、復元対象の複製内のデータに対して実行されたCRCが、
複製の作成時点のCRCと一致しているかどうかも確認できます。

• XPおよびVAのみ:復元後のリカバリ作業時に問題が発生した場合に備えて、イ
ンスタント リカバリ後もアレイ上に複製を保持できます。

• EVAのみ: すべてのホストへの複製が削除されます。

3. オプションとして、セキュリティ強化の目的で、インスタント リカバリ セッションのプレ
ビューを実行することができます。

4. インスタント リカバリを開始します。

その後、Data Protectorでは次の処理が行われます。

1. アプリケーション システムとバックアップ システムで、プロセスを開始します。

2. IDBからセッション情報が抽出され、さらにZDBデータベースからセッションに関連す
るアレイ固有の情報が抽出されます。

3. 必要なチェックが実行され、復元が正常に行われるために必要なすべての条件(指
定されているインスタント リカバリ オプションなど)が満たされていることが確認されま
す。

4. アプリケーション システムの準備として、HP-UX上のすべてのボリューム グループ
が非アクティブ化され、複製に関連するすべてのファイルシステムがアンマウントさ
れます。

5. 以下のように、複製がオリジナルのソース ボリュームに復元されます。

• XPの場合は、選択したスプリット ミラー複製とソース ボリュームの同期がとられま
す。

• VAでは、関連付けられているバックアップ仕様に基づいて作成された複製セッ
ト内の残りの複製がすべて削除され、さらにそれらのエントリもZDBデータベース
から削除されます。

• EVAでは、選択されたスナップクローン複製がオリジナルのソース ボリュームに
置き換えられます。オリジナルのソース ボリュームは、ZDBデータベース エントリ
とともに削除されます。 オリジナルのソース ボリュームに対して作成されるすべ
てのホストは、最終的には、新しいソース ボリュームになる復元されるスナップク
ローン ボリュームのために作成されます。 Data Protectorの場合、スナップクロー
ン複製は、関連する複製セットから削除されます。

6. 無効化されているすべてのボリューム グループが再度有効化され、アンマウントさ
れているすべてのファイルシステムが再マウントされます。
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インスタント リカバリの完了後、ソース ボリュームの内容は、複製が作成された時点の状
態に戻ります。

インスタント リカバリとLVMミラー

インスタント リカバリは、LVMミラーと、BC XP構成またはBC EVA構成があるHP-UXシス
テム上で作成されるZDBセッションでサポートされます。 ただし、追加の手動手順を実行
する必要があります。 詳細は、『HP Data Protector zero downtime backup
administrator's guide』を参照してください。

クラスタでのインスタント リカバリ

インスタント リカバリは、アプリケーション システム上のクラスタ環境で実行されているアプ
リケーションまたはファイルシステムでサポートされます。 ただし、追加の手順を実行する
必要があります。 詳細は、『HPData Protector zero downtime backup administrator's
guide』を参照してください。

スプリット ミラー復元

注記：

今日のSANに接続されたテープ ドライブでは、通常、スプリット ミラー復元を使用す
るよりもアプリケーション ホストに直接復元するほうが高速です。

スプリット ミラー復元では、バックアップ オブジェクトは、まず、テープからバックアップ シ
ステム上のスプリット ミラー複製(既存のものか、このために新たに作成されたもの)に移動
されます。 次に、複製は、アプリケーション システム上のオリジナルのソースと再同期が
とられ、ソース ボリュームの既存の内容が効率的に置き換わります。 これは、完全なセッ
ションまたは個々のバックアップ オブジェクトの復元に使用することができます。

この方法は、次のような構成で作成されたファイル システムおよびディスク イメージの、
テープへのZDBセッションまたはディスク/テープへのZDBセッションからのデータの復元
に使用できます。

• 点灯 XP: Business Copy (BC) XP構成

• 点灯 EMC: Symmetrix TimeFinder構成、SRDF構成、またはSRDF構成とTimeFinder
構成の組み合わせ
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スプリット ミラー プロセス

ここでは、XPでのスプリット ミラー復元の例を挙げて説明します。

図 26 スプリット ミラー復元の例

1. 復元に使用するミラーを選択します。 まだソース ボリュームと同期中である場合、リ
ンクが分割されます。

2. リンクがすでに切断されている場合は、最新データのスプリット ミラー複製を作成す
るために、ミラーをソース ボリュームと再同期してから再度リンクを切断することもで
きます。

3. 必要なオブジェクトを、バックアップ システムを介してテープからスプリット ミラー複
製に復元します。

4. ソース ボリュームとスプリット ミラー複製を同期させて、ソース ボリュームを複製で置
き換えます。

同期が完了すると、選択したミラーの内容によってソース ボリュームの内容が置き換えら
れます。

• テープから複製に復元されたバックアップ オブジェクトについては、ZDBセッションが
実行された時点の状態に戻ります。

• それ以外の内容は、ミラーが分割された時点の状態に戻ります。
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7 計画

概要
ZDB戦略を計画する際は、次のような手順を考慮に入れる必要があります。

1. 次のようなバックアップの要件と制限事項を明確にします。

• データのバックアップをどの程度の頻度で実行する必要があるか

• バックアップ データを別のメディア セットにコピーする必要があるかどうか

2. ディスク アレイのパフォーマンスに影響及ぼす要因を把握します。

3. バックアップの概念に基づいたバックアップ戦略を立て、その実装方法を決定しま
す。

本章では、バックアップ ソリューションの計画とZDBのパフォーマンス改善に役立つ重要
な情報と留意事項について説明します。

復旧の柔軟性

ポイント イン タイム復旧の柔軟性を最大限に活用するためには、次の点を考慮する必要
があります。

• 定期的に複製を作成し、アレイ上に保持する

• ログ ファイルを定期的にバックアップする

ディスク アレイ スペースの使用を管理するには、時間ベースの複製セット ローテー
ションを使用します。 セット内の複製の数は、使用可能なディスク アレイ スペースと
必要な時間範囲に依存します。

スプリット ミラー ディスク アレイ
HP StorageWorks Disk Array XP統合ソフトウェアおよびEMC Symmetrix統合ソフトウェ
アには、次のようなバックアップ ポリシーを定義できるオプションが用意されています。

• オリジナル データのミラー コピーをテープに移動する

• ミラーを分割した状態に保つか、あるいは再同期する

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 91



• 次のバックアップに使用するディスクを準備する

バックアップ ポリシーの例については、『HP Data Protector zero downtime backup
administrator's guide』を参照してください。

以下は、スプリット ミラー アレイのパフォーマンスに関する一般的な推奨事項と制限で
す。

スナップショット ディスク アレイ—VAおよびEVA
Data ProtectorのVAまたはEVA統合ソフトウェアを使用する場合は、バックアップ方針を
計画する際に次の項目を考慮する必要があります。

• スナップショットの種類(標準、Vsnap、またはスナップクローン)—以下で説明

• スナップショット ポリシー([Strict]または[Loose])—『HPData Protector zero downtime
backup administrator's guide』を参照

• ディスク アレイ固有の考慮事項—「ディスク アレイ固有のその他の留意事項」（93ペー
ジ）を参照

• インスタント リカバリ—『HP Data Protector zero downtime backup administrator's
guide』を参照

スナップショットの種類

一般的な考慮事項については、「スナップショット複製」（37ページ）を参照してください。

標準スナップショット

標準スナップショットのみがサポートされ、これをすべての種類のZDBに対して使用す
る必要があります。 ストレージの事前割り当てにより、スペースの不足を防ぐことができ
ます。

重要： ソース データは通常、複製とソースで共有されるため、スナップショットが最初
に作成された時点でソース ボリュームが消失または破損すると、複製も使用できなく
なります。

VA

標準スナップショットは、短期間保持されることが想定されています。標準スナップショッ
トからのインスタント リカバリはサポートされていないため、標準スナップショットはテー
プへのZDBセッションでのみ使用できます。

EVA
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Vsnapスナップショット

VsnapはEVAでのみサポートされています。

Vsnapスナップショットからのインスタント リカバリはサポートされていないため、Vsnapス
ナップショットはテープへのZDBセッションでのみ使用できます。

スナップクローン

スナップクローンはEVAでのみサポートされています。

インスタント リカバリには、スナップクローンのスナップショットのみ使用できます。

ディスク アレイ固有のその他の留意事項

EVAでの複製の作成

ソース ボリュームの2番目のスナップクローンは、最初のスナップクローンの終了後にの
み作成できます。 最初のスナップクローンが終了していない場合、所定の間隔および回
数（いずれも構成可能）で自動的に操作が再試行されます。 詳細については、『HPData
Protector zero downtime backup administrator's guide』を参照してください。

EVAでの複製セット

• 次のような場合は、複製を再使用することができません。

• スナップクローン内のいずれかのボリュームにスナップショットが接続されている場
合

• 再使用するターゲット ボリュームのいずれかがシステムに存在する

このような場合は、EVAエージェントによってセッションが中止されます。

(EVAでは、「再使用」は、複製セットのスナップショットが削除され、新しいものが作成
されることを意味します。 これは、通常、複製セット内で複製が指定した数に達した後
で新しい複製が必要になった場合、最も古い複製に対して起きます。)

• 再使用する複製が別のセッションに使用されているためロックされている場合は、2番
目に古い複製が再使用されます。
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並列処理

ロック

バックアップ デバイスのロック

通常の(ZDBではない) Data Protectorのバックアップ セッションおよび復元セッションで
は、バックアップ セッションまたは復元セッションの最初にセッションで使用されるテープ
デバイスがロックされ、セッションの最後でロックが解除されます。 Data Protector テープ
デバイスのロックの詳細は、オンライン ヘルプに説明されています。ZDB統合ソフトウェア
を使用すると、テープ デバイスのロックが変わり、テープ デバイスとの転送に必要な期間
のみデバイスがロックされるようになります。

• テープへのZDBセッションまたはディスク/テープへのZDBセッションでは、複製の作
成後、複製されたデータがテープへストリーミングされる前にロックがかかります。

• スプリット ミラー復元セッション(スプリット ミラー ディスク アレイでサポート)では、ミラー
コピーの準備が完了した後(ミラー ディスク間のリンクが切断された後)、ミラー データ
がテープ デバイスからミラー コピーへ移される前にロックがかかります。

テープ デバイスとの間のデータ転送が終了した時点で、デバイスのロックは解除されま
す。

ディスクへのZDBセッションまたはインスタント リカバリセッションではテープ デバイスは使
用されないため、この場合はテープ デバイスはロックされません。

ディスクのロック

ZDBまたはインスタント リカバリ セッションが、別のセッションで依然使用中の可能性があ
るストレージ ボリュームにアクセスしないようにするために、Data Protectorでは、内部ディ
スク ロック メカニズムが導入されています。 これにより、別の操作で使用されている間、
ストレージ ボリュームはロックされます。

要求された処理に必要なストレージ ボリュームをロックできない場合(別のプロセスによっ
てすでにロックされている場合)は、警告が表示され、セッションは中止されます。

バックアップ シナリオ
バックアップ方針には、フル バックアップと増分バックアップが含まれている場合がありま
す。 これらのセッションは、排他的にZDBであったり非ZDBであったりするとは限りません。
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これらは、さまざまな方法で組み合わせることができます。 以下の組み合わせがサポート
されます。

表 6 バックアップ シナリオ

増分バックアップフルバックアップ

ZDBZDB

非ZDBZDB

非ZDBとZDBZDB

ZDB非ZDB

ZDBと非ZDB非ZDB

注記：

ZDBと非ZDBセッションで同じオブジェクトをバックアップする場合には、バックアップ
の種類ごとに別々のバックアップ仕様を作成します。たとえば、ディスク+テープへの
ZDB用に1つ、テープへのZDB用に1つ、非ZDBセッション用に1つ、それぞれバック
アップ仕様を作成します。

バックアップ仕様で選択したバックアップ オブジェクトが必ず一致するようにしてくだ
さい(同じクライアント、マウント ポイント、および説明)。 一致しない場合、Data
Protectorはこれらのバックアップを別のオブジェクトとして扱うため、復元時にテープ
からの増分バックアップとフルバックアップを同じ復元チェーンに含めることができな
くなります。

以下は、増分ZDBセッションの利点の一部です。

• インスタント リカバリの精度に優れている(バックアップ仕様で[複製をインスタント
リカバリに使用する]オプションを選択した場合)

• バックアップ時のアプリケーション システムのパフォーマンスへの影響が低減される

• テープにストリーミングされるデータの量が削減される

例

複製を2、3日ごとに作成してその複製をインスタント リカバリ用に保持しておくことにより、
優れたインスタント リカバリの精度を提供し、さらにテープにストリーミングされるデータの
量を低減したいという場合には、以下のようなバックアップ戦略を使用することができま
す。
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• 日曜日に、ディスク+テープへのフルZDBセッション

• 火曜日と木曜日に、ディスク+テープへの増分ZDBセッション

• その他の平日に、テープへの増分ZDBセッション

このシナリオでは、以下のようにバックアップを構成します。

• ディスク+テープへのZDBバックアップ仕様を作成し、日曜日のフル バックアップ、火
曜日および木曜日の増分バックアップをスケジュールします。

• テープへのZDBバックアップ仕様を作成し、月曜日、水曜日、金曜日、および土曜日
の増分バックアップをスケジュールします。

データを復元するには、複製(迅速な復元)またはテープからのバックアップを使用するこ
とができます。 最初に複製を復元し、テープから指定したバックアップの個々のファイル
を復元することによって、2つの復元の種類を組み合わせることもできます。
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A サポートされている構成

概要
この付録では、各種ディスクアレイでサポートされている構成に関する情報を示します。

Data Protectorでは、次の各種ディスクアレイを使用して複製を作成できるほか、ほとんど
の場合、複製セットも作成することができます。

表 7 Data Protectorで使用できるディスクアレイ

略記サポートされているディスクアレイ複製方法

XPHP StorageWorks Disk Array XPスプリットミラー

EMCEMC Symmetrix Disk Array

EVAHP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayスナップショット

VAHP StorageWorks Virtual Array

ここで紹介する構成は、現時点でサポートされているものです。サポートされている構成
の最新情報については、http://www.hp.com/support/manualsにある最新のサポート一
覧を参照してください。

リストに記載されていないデータ バックアップ構成は必ずしもサポートできないという意味
ではありません。当社の営業担当へご連絡いただき、他の構成についてもサポートが可
能かどうかお問い合わせください。

サポートされているどの構成でも、ZDBの場合は、1つのバックアップ仕様で対応できるの
は1つのアプリケーションシステムと1つのバックアップシステムだけです。ただし、1つのア
プリケーションシステムに複数のバックアップ仕様を指定し、それらのバックアップ仕様を
使用して同じアプリケーションシステムを同時にいくつものファイルシステムにバックアッ
プすることは可能です。複数のアプリケーションシステムを構成する方法については、「マ
ウントポイントの作成」（80ページ）を参照してください。

単一ホスト構成では1つのシステムをアプリケーションシステムとバックアップシステムの両
方に使用しますが、パフォーマンス上の問題が生じるためお勧めしません。単一ホスト構
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成では、ディスクイメージとファイルシステムのバックアップのみが可能です。サポートされ
ている単一ホスト構成については、『HP Data Protector product announcements ソフ
トウェアノートおよびリファレンス』のディスクアレイのサポート一覧で確認してください。

どのような構成でも、アプリケーションデータとバックアップデータを同種類の複数のディ
スクアレイに分散することができます。

各構成ごとに固有の動作パターンがあり、バックアップ/復旧機能を保証するための制御
機能についての固有の要件があります。

サポートされているHP StorageWorks Disk Array XP構
成

ローカル複製構成

図図27（99ページ）～図29（100ページ）は、XPでサポートされているローカル複製の構成
例を示しています。
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図 27 BC XP構成(その1)

図 28 BC XP構成(その2)

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 99



図 29 BC XP構成(その3)

単一ホスト(BC1)構成

次の図は、単一ホスト構成(BC1構成)を示しています。
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図 30 BC1 XP構成

階層化構成

Disk Array XPでは、ファーストレベルミラーごとに2つの追加コピーを構成できます。これ
を階層化構成と呼びます。ただし、Data ProtectorではZDB+IRの場合にファーストレベル
ミラーしかサポートしていません(最大3つ)。追加のセカンドレベルミラー(最大6つ)は、Data
Protectorでは使用されません。

次の図は、階層化構成の例を示したものです。 この例では、MU:0、MU:1、およびMU:2
がData Protectorでサポートされるファーストレベル ミラーであり、その下にある6つのミ
ラーがセカンドレベルミラーです。
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図 31 階層化構成

HP-UX LVMミラーとのローカル複製構成

図図32（103ページ）～図36（105ページ）は、XPでサポートされるLVMミラー構成の例で
す。
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図 32 LVMミラー構成(その1)

注記：

Data Protector設計では、PV1列内のすべてのデバイスにXPミラーを設定するか、
PV2列内のすべてのデバイスにXPミラーを設定する必要があります。論理ボリュー
ムのミラーは、同一の物理ボリュームグループに属する物理ボリュームが完全にホ
ストする必要があります。ミラーの物理エクステントは、同一アレイの物理ボリューム
から完全に割り当てる必要があります。
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図 33 LVMミラー構成(その2)

図 34 LVMミラー構成(その3)
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図 35 LVMミラー構成(その4)

図 36 クラスターでのLVMミラー構成

リモート複製の構成

バックアップシステム1つとXPアレイ1つを使用して、複数のメインディスクアレイをバック
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アップすることができます。図40（108ページ）を参照してください。この方法では、一元的
なバックアップ サイトを構築できます。物理的に別々のサイトに、少なくとも2つのディスク
アレイが必要になります。

図図37（107ページ）～図40（108ページ）は、XPでサポートされているリモート複製の構成
例を示しています。
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図 37 CA XP構成(その1)

図 38 CA XP構成(その2)
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図 39 CA XP構成(その3)

図 40 CA XP構成(その4)

リモートプラスローカル複製構成

制限事項
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• HP-UXでは、バックアップシステムにはBCターゲットボリュームのみを接続することを
お勧めします。何らかの理由でCAターゲットボリュームを接続する場合は、特別な注
意が必要です。詳細は、『HPData Protector zero downtime backup administrat-
or's guide』を参照してください。

• CA構成とBC構成の組み合わせの一部としての非同期CA構成は、サポートされてい
ません。

図図41（110ページ）～図44（111ページ）は、XPでサポートされているリモートプラスローカ
ル複製の構成例を示しています。
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図 41 CA+zBC XP構成(その1)

図 42 CA+zBC XP構成(その2)

サポートされている構成110



図 43 CA+zBC XP構成(その3)

図 44 CA+zBC XP構成(その4)

クラスター構成

次の図は、クラスターでのCA+BC構成例を示しています。
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図 45 クラスターでのCA+BC構成

クラスター構成の詳細については、『HP Data Protector zero downtime backup
administrator's guide』を参照してください。

サポートされているEMC Symmetrix構成

ローカル複製構成

ローカル複製の場合は、EMC Symmetrix TimeFinder構成を使用します。

図図46（113ページ）～図48（114ページ）は、EMCでサポートされているローカル複製の構
成例を示しています。
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図 46 TimeFinder構成(その1)

図 47 TimeFinder構成(その2)
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図 48 TimeFinder構成(その3)

HP-UX LVMミラーとのローカル複製構成

図図49（115ページ）～図53（117ページ）は、EMCでサポートされているLVMミラーの構成
例を示しています。
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図 49 LVMミラー構成(その1)

図 50 LVMミラー構成(その2)
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図 51 LVMミラー構成(その3)

図 52 LVMミラー構成(その4)
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図 53 LVMミラー構成(その5)

リモート複製の構成

図図54（118ページ）～図57（119ページ）は、EMCでサポートされているリモート複製の構
成例を示しています。
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図 54 SRDF構成(その1)

図 55 SRDF構成(その2)
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図 56 SRDF構成(その3)

図 57 SRDF構成(その4)

リモートプラスローカル複製構成

バックアップシステムにはTimeFinderターゲットボリュームのみを接続することをお勧めし
ます。何らかの理由でSRDFターゲットボリュームも接続する場合は、特別な注意が必要
です。詳細は、『HP Data Protector zero downtime backup administrator's guide』を
参照してください。
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図図58（121ページ）～図61（122ページ）は、EMCでサポートされているリモートプラスロー
カル複製の構成例を示しています。
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図 58 SRDF+TimeFinder構成(その1)

図 59 SRDF+TimeFinder構成(その2)
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図 60 SRDF+TimeFinder構成(その3)

図 61 SRDF+TimeFinder構成(その4)

クラスター構成

次の図は、クラスターでのSRDF+TimeFinder構成例を示しています。

サポートされている構成122



図 62 クラスターでのSRDF+TimeFinder構成

クラスター構成の詳細については、『HP Data Protector zero downtime backup
administrator's guide』を参照してください。

サポートされているスナップショット構成

VAおよびEVAでのローカル複製構成

ローカル複製では、BC VA構成またはBC EVA構成が使用されます。

個別のバックアップシステムをディスクアレイに接続する必要があります。Data Protector
では、複製の作成が完了した後、バックアップシステム上の新しいディスクをスキャンして
デバイスファイルを作成し(UNIXの場合)、バックアップシステムにファイルシステムをマウ
ントするために必要なその他の手順を実行した時点で、複製データにアクセスできるよう
になります。データは、アプリケーションシステムが操作を継続しているあいだ、複製から
テープにストリーミングされます。

図図63（124ページ）～図65（125ページ）は、サポートされているローカル複製の構成例を
示しています。
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図 63 BCスナップショット構成(その1)
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図 64 BCスナップショット構成(その2)

図 65 BCスナップショット構成(その3)

EVA上でのHP-UX LVMミラーとのローカル複製構成
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ボリュームグループの物理ボリュームを物理ボリュームグループ(PVG)にグループ化し、
ミラー作成用のPVGの厳密なポリシーを指定することをお勧めします。これにより、1つの
論理ボリュームのミラーがさまざまなPVGに属するようになり、同じディスクへの論理ボリュー
ムのミラー操作などといった特定の状況を回避できます。

図図66（126ページ）と図68（128ページ）は、EVAでサポートされているLVMミラー構成の
例です。

図 66 サポートされているLVMミラー構成(その1)

ボリュームグループ内のすべての論理ボリュームがバックアップ仕様でバックアップオブ
ジェクトとして指定されます。すべての論理ボリューム(およびそのエクステント分散)は、
PVG内のさまざまな物理ボリューム上にあります。
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複製は、このPVGで見つかったストレージボリュームに対してのみ作成されます。この後、
これらの複製は、選択されたバックアップオブジェクトの今後のバックアップで使用できる
よう、バックアップシステムに提示されます。

PVG-1とPVG-2は両方とも、ミラー選択ルールを満たしています。ただし、SMI-S Agent
は常に二次ミラーを選択しようとするため、BCペア複製にはPVG-2が選択されます。

図 67 サポートされているLVMミラー構成(その2)

選択された論理ボリュームだけがバックアップ仕様に含まれます。ここでも、選択される
PVGは、そのボリュームグループのすべての論理ボリュームをホストするPVGです。

この構成では、PVG-2のみがミラーセット選択ルールを満たすことができます。 このため
BCペア複製にはPVG-2が選択されます。
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図 68 LVMミラー構成(その3)

二次ミラーのメンバーの一部が一次ミラーアレイによってホストされています。 このため、
これらのメンバーは複製の候補になりません。したがって、BCペア複製には一次ミラー
セットが選択されます。

LVMミラーとミラー選択ルールの詳細については、『HPData Protector zero downtime
backup administrator's guide』を参照してください。

VA上でのHP-UX LVMミラーとのローカル複製構成

図図69（129ページ）～図73（131ページ）は、VAでサポートされているLVMミラーの構成例
を示しています。
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図 69 サポートされているLVMミラー構成(その1)

図 70 サポートされているLVMミラー構成(その2)
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図 71 サポートされているLVMミラー構成(その3)

図 72 サポートされているLVMミラー構成(その4)
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図 73 クラスターでのLVMミラー構成

EVA上でのリモートプラスローカル複製の構成

EVAでのリモートプラスローカル複製では、CA+BC EVA構成が使用されます。

図図74（131ページ）～図76（132ページ）は、EVA上でサポートされているリモートプラス
ローカル複製の構成例を示しています。

図 74 CA+BC EVA構成(その1)

この構成は、理想的な(非フェイルオーバー)シナリオを表しています。
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図 75 CA+BC EVA構成(その2)

この構成は、複製の方向が逆となるフェイルオーバーシナリオを表しています。

図 76 CA+BC EVA構成(その3)

この構成は、複製場所が維持されるフェイルオーバーシナリオを表しています。
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用語集

アクセス権限 「ユーザー権限」を参照。

ACSLS (StorageTek固有の用語)Automated Cartridge System Library
Serverの略語。ACS(Automated Cartridge System: 自動カートリッ
ジシステム)を管理するソフトウェア。

Active Directory (Windows固有の用語)Windowsネットワークで使用されるディレク
トリサービス。ネットワーク上のリソースに関する情報を格納し、ユー
ザーやアプリケーションからアクセスできるように維持します。この
ディレクトリサービスでは、サービスが実際に稼動している物理シス
テムの違いに関係なく、リソースに対する名前や説明の付加、検
索、アクセス、および管理を一貫した方法で実行できます。

AES 256–ビット暗
号化

Data Protector256ビット長のランダムキーを使用する
AES-CTR(Advanced Encryption Standard in Counter Mode)暗号
化アルゴリズムを基にしたソフトウェア暗号化。暗号化と復号化の
両方で同じキーが使用されます。データはネットワークを介して転
送される前およびメディアに書き込まれる前に、AES256ビット暗号
化機能によって暗号化されます。

AML (EMASS/GRAU固有の用語)Automated Mixed-Media library(自
動混合メディアライブラリ)の略。

アプリケーション
エージェント

クライアント上でオンラインデータベース統合ソフトウェアを復元お
よびバックアップするために必要なコンポーネント。
「[Disk Agent]」を参照。

アプリケーションシ
ステム

(ZDB固有の用語)このシステム上でアプリケーションやデータ
ベースが実行されます。アプリケーションまたはデータベースデー
タは、ソースボリューム上に格納されています。
「バックアップシステムおよびソースボリューム」を参照。

アーカイブREDOロ
グ

(Oracle固有の用語)オフラインREDOログとも呼びます。Oracle
データベースがARCHIVELOGモードで動作している場合、各オン
ラインREDOログが最大サイズまで書き込まれると、アーカイブ先に
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コピーされます。このコピーをアーカイブREDOログと呼びます。各
データベースに対してアーカイブREDOログを作成するかどうかを
指定するには、以下の2つのモードのいずれかを指定します。

• ARCHIVELOG - 満杯になったオンラインREDOログファイル
は、再利用される前にアーカイブされます。そのため、インスタ
ンスやディスクにエラーが発生した場合に、データベースを復
旧することができます。「ホット」バックアップを実行できるのは、
データベースがこのモードで稼動しているときだけです。

• NOARCHIVELOG － オンラインREDOログファイルは、いっぱ
いになってもアーカイブされません。

「オンラインREDOログも参照。」を参照。

アーカイブロギング (Lotus Domino Server固有の用語)Lotus Domino Serverのデー
タベースモードの1つ。トランザクションログファイルがバックアップ
されて初めて上書きされるモードです。

ASRセット フロッピーディスク上に保存されたファイルのコレクション。交換用
ディスクの適切な再構成(ディスクパーティション化と論理ボリューム
の構成)およびフルクライアントバックアップでバックアップされた元
のシステム構成とユーザーデータの自動復旧に必要となります。こ
れらのファイルは、バックアップメディア上に保存されると共に、Cell
Manager上のASRアーカイブファイルとしてディレクトリ
Data_Protector_program_data\Config\Server\dr\asr(Windows
Server 2008の場合)、Data_Protector_home\Config\Server\dr\
asr(他のWindowsシステム)、または/etc/opt/omni/server/dr/
asr/(UNIXシステムの場合)に保存されます。障害発生後、ASRアー
カイブファイルは、ASRを実行する必要があるフロッピーディスクに
展開されます。

監査ログ 監査情報が保存されるデータファイル。

監査レポート 監査ログファイルの保存されたデータから作成される、ユーザーが
判読可能な形式の監査情報出力。

監査情報 セル全体に対し、ユーザーが定義した拡張期間にわたって実施さ
れた、全バックアップセッションに関するデータ。

オートチェンジャー 「ライブラリ」を参照。

オートローダ 「ライブラリ」を参照。

自動ストレージ管理 (Oracle固有の用語)自動ストレージ管理は、Oracleデータベー
スファイルを管理するOracle 10g/11g統合型ファイルシステムおよ
びボリュームマネージャです。データとディスクの管理の複雑さを
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解消するとともに、ストライプ化とミラー化によってパフォーマンスの
最適化も行います。

自動移行 (VLS固有の用語)データのバックアップをまずVLSの仮想テープ
に作成し、それを物理テーブ(1つの仮想テープが1つの物理テー
プをエミュレート)に移行する操作を、中間バックアップアプリケー
ションを使用せずに実行する機能。
「仮想ライブラリシステム(VLS)と仮想テープも参照。」を参照。

BACKINT (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアッププログラムが、オー
プンインタフェースへの呼び出しを通じてData Protector backintイ
ンタフェースソフトウェアを呼び出し、Data Protectorソフトウェアと
通信できるようにします。バックアップ時および復元時には、SAP
R/3プログラムがData Protectorbackintインタフェースを通じてコマ
ンドを発行します。

バックアップAPI Oracleのバックアップ/復元ユーティリティとバックアップ/復元メディ
ア管理層の間にあるOracleインタフェース。このインタフェースに
よってルーチンのセットが定義され、バックアップメディアのデータ
の読み書き、バックアップファイルの作成や検索、削除が行えるよ
うになります。

バックアップチェー
ン

「復元チェーン」を参照。

バックアップデバイ
ス

記憶メディアに対するデータの読み書きが可能な物理デバイスを
Data Protectorで使用できるように構成したもの。たとえば、スタン
ドアロンDDS/DATドライブやライブラリなどをバックアップデバイス
として使用できます。

バックアップ世代 1つのフルバックアップとそれに続く増分バックアップを意味します。
次のフルバックアップが行われると、世代が新しくなります。

バックアップID 統合ソフトウェアオブジェクトの識別子で、統合ソフトウェアオブジェ
クトのバックアップのセッションIDと一致します。バックアップIDは、
オブジェクトのコピー、エクスポート、またはインポート時に保存され
ます。

バックアップオブ
ジェクト

1つのディスクボリューム(論理ディスクまたはマウントポイント)から
バックアップされた項目すべてを含むバックアップ単位。バックアッ
プ項目は、任意の数のファイル、ディレクトリ、ディスク全体またはマ
ウントポイントの場合が考えられます。また、バックアップオブジェク
トはデータベース/アプリケーションエンティティまたはディスクイメー
ジ(rawディスク)の場合もあります。
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バックアップオブジェクトは以下のように定義されています。

• クライアント名: バックアップオブジェクトが保存されるData Pro-
tectorクライアントのホスト名

• マウントポイント: ファイルシステムオブジェクトを対象とする場
合—バックアップオブジェクトが存在するクライアント(Windowsで
はドライブ、UNIXではマウントポイント)上のディレクトリ構造に
おけるアクセスポイント。統合オブジェクトを対象とする場合—
バックアップストリームID。バックアップされたデータベース項
目/アプリケーション項目を示します。

• 説明: ファイルシステムオブジェクトを対象とする場合—同一の
クライアント名とマウントポイントを持つオブジェクトを一意に定
義します。統合オブジェクトを対象とする場合—統合の種類を
表示します(例: SAPまたはLotus)。

• 種類:バックアップオブジェクトの種類。ファイルシステムオブジェ
クトを対象とする場合—ファイルシステムの種類(例: WinFS)。統
合オブジェクトを対象とする場合—「Bar」

バックアップオー
ナー

IDBの各バックアップオブジェクトにはオーナーが定義されていま
す。デフォルトのオーナーは、バックアップセッションを開始したユー
ザーです。

バックアップセッショ
ン

データのコピーを記憶メディア上に作成するプロセス。バックアップ
仕様に処理内容を指定することも、対話式に操作を行うこと(対話
式セッション)もできます。1つのバックアップ仕様の中で複数のクラ
イアントが構成されている場合、すべてのクライアントが同じバック
アップの種類(フルまたは増分) を使って、1回のバックアップセッ
ションで同時にバックアップされます。バックアップセッションの結
果、1式のメディアにバックアップデータが書き込まれます。これら
のメディアは、バックアップセットまたはメディアセットとも呼ばれま
す。
「バックアップ仕様、増分バックアップ、およびフル バックアップも
参照。」を参照。

バックアップセット バックアップに関連したすべての統合ソフトウェアオブジェクトのセッ
トです。

バックアップセット (Oracle固有の用語)RMANバックアップコマンドを使用して作成
したバックアップファイルの論理グループ。バックアップセットは、
バックアップに関連したすべてのファイルのセットです。これらのファ
イルはパフォーマンスを向上するため多重化することができます。
バックアップセットにはデータファイルまたはアーカイブログのいず
れかを含めることができますが、両方同時に使用できません。
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バックアップ仕様 バックアップ対象オブジェクトを、使用するデバイスまたはドライブ
のセット、仕様内のすべてのオブジェクトに対するバックアップオプ
ション、およびバックアップを行いたい日時とともに指定したリスト。
オブジェクトとなるのは、ディスクやボリューム全体、またはその一
部、たとえばファイル、ディレクトリ、Windowsレジストリなどです。イ
ンクルードリストおよびエクスクルードリストを使用して、ファイルを選
択することもできます。

バックアップシステ
ム

(ZDB固有の用語)1つ以上のアプリケーションシステムのターゲッ
トボリュームに接続しているシステム。典型的なバックアップシステ
ムは、バックアップデバイスに接続され、複製内のデータのバック
アップを実行します。
「アプリケーションシステム、ターゲットボリュームおよび複製」を参
照。

バックアップの種類 「増分バックアップ、ディファレンシャルバックアップ、トランザクショ
ンバックアップ、フルバックアップおよびデルタバックアップ」を参
照。

IAPへのバックアッ
プ

HP Integrated Archiving Platform(IAP)アプライアンスへのData
Protectorベースのバックアップ。データチャンクごとに固有のコン
テンツアドレスを作成して、保存データの冗長性をブロック(または
チャンク)レベルで排除するというIAP機能を活用します。変更され
たチャンクのみがネットワーク上を転送され、ストアに追加されます。

バックアップビュー Data Protectorでは、バックアップ仕様のビューを切り替えることが
できます。
[種類別]を選択すると、バックアップ/テンプレートで利用できるデー
タの種類に基づいたビューが表示されます。(デフォルト)
[グループ別]を選択すると、バックアップ仕様/テンプレートの所属
先のグループに基づいたビューが表示されます。
[名前別]を選択すると、バックアップ仕様/テンプレートの名前に基
づいたビューが表示されます。
[Manager別](MoMの実行時のみ有効)を選択すると、バックアップ
仕様/テンプレートの所属先のCell Managerに基づいたビューが表
示されます。

BC (EMC Symmetrix固有の用語)Business Continuanceの略。BC
は、EMC Symmetrix標準デバイスのインスタントコピーに対するア
クセスおよび管理を可能にするプロセスです。
「BCVも参照。」を参照。

BC (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)Business Copy
XPの略。BCを使うと、HP StorageWorks Disk Array XP LDEVの内
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部コピーをデータバックアップやデータ複製などの目的で維持で
きます。これらのコピー(セカンダリボリュームまたはS-VOL)は、プ
ライマリボリューム(P-VOL)から分離して、バックアップや開発など
の用途に応じた別のシステムに接続することができます。バックアッ
プ目的の場合、P-VOLをアプリケーションシステムに接続し、S-VOL
ミラー セットのいずれかをバックアップシステムに接続する必要が
あります。
「HP StorageWorks Disk Array XP LDEV、CA、Main Control Unit、
アプリケーションシステム、およびバックアップシステムも参照。」を
参照。

BC EVA (HP StorageWorks EVA固有の用語)Business Copy EVAは、
ローカル複製ソフトウェアソリューションです。EVAファームウェアの
スナップショット機能とクローン機能を使用して、ソースボリュームの
ポイントインタイムコピー(複製)を作成できます。
「複製、ソースボリューム、スナップショット、およびCA+BC EVAも参
照。」を参照。

BCプロセス (EMC Symmetrix固有の用語)保護されたストレージ環境のソ
リューション。特別に構成されたEMC Symmetrixデバイスを、EMC
Symmetrix標準デバイス上でデータを保護するために、ミラーとし
て、つまりBusiness Continuance Volumesとして規定します。
「BCVも参照。」を参照。

BC VA (HP StorageWorks Virtual Array固有の用語)Business Copy
VAの略。BCを使うと、HP StorageWorks Virtual Array LUNの内部
コピーを同じ仮想アレイにデータバックアップやデータ複製などの
目的で維持できます。コピー(子またはBusiness Copy LUN)は、バッ
クアップやデータ解析、開発などさまざまな目的に使用できます。
バックアップ目的で使用されるときは、元(親)のLUNはアプリケー
ションシステムに接続され、Business Copy(子)LUNはバックアップ
システムに接続されます。
「HP StorageWorks Virtual Array LUN、アプリケーションシステム、
およびバックアップシステムも参照。」を参照。

BCV (EMC Symmetrix固有の用語)Business Continuance Volumes
の略。BCVデバイスはICDA内であらかじめ構成された専用のSLD
です。ビジネスの継続運用を可能にするために使用されます。BCV
デバイスには、これらのデバイスによりミラー化されるSLDのアドレ
スとは異なる、個別のSCSIアドレスが割り当てられます。BCVデバ
イスは、保護を必要とする一次EMC Symmetrix SLDの分割可能な
ミラーとして使用されます。
「BCおよびBC Processも参照。」を参照。
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ブール演算子 オンラインヘルプシステムの全文検索には、AND、OR、NOT、NEAR
の各ブール演算子を使用できます。複数の検索条件をブール演
算子で組み合わせて指定することで、検索対象をより正確に絞り
込むことができます。複数単語の検索に演算子を指定しなければ、
ANDを指定したものとみなされます。たとえば、「manual disaster
recovery」という検索条件は、「manual AND disaster AND recovery」
と同じ結果になります。

ブートボリューム/
ディスク/パーティ
ション

ブートプロセスの開始に必要なファイルが入っているボリューム/
ディスク/パーティション。Microsoftの用語では、オペレーティング
システムファイルが入っているボリューム/ディスク/パーティション
をブートボリューム/ブートディスク/ブートパーティションと呼んでい
ます。

BRARCHIVE (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアップツールの1つ。アー
カイブREDOログファイルをバックアップできます。BRARCHIVEで
は、アーカイブプロセスのすべてのログとプロファイルも保存されま
す。
「BRBACKUPおよびBRRESTOREも参照。」を参照。

BRBACKUP (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアップツールの1つ。制御
ファイル、個々のデータファイル、またはすべての表領域をオンラ
インでもオフラインでもバックアップできます。また、必要に応じて、
オンラインREDOログファイルをバックアップすることもできます。
「BRARCHIVEおよびBRRESTOREも参照。」を参照。

BRRESTORE (SAP R/3固有の用語)SAP R/3のツール。以下の種類のファイ
ルを復元するために使います。

• BRBACKUPで保存されたデータベースデータファイル、制御
ファイル、オンラインREDOログファイル

• BRARCHIVEでアーカイブされたREDOログファイル

• BRBACKUPで保存された非データベースファイル

ファイル、表領域、バックアップ全体、REDOログファイルのログシー
ケンス番号、またはバックアップのセッションIDを指定することがで
きます。
「BRBACKUPおよびBRARCHIVEも参照。」を参照。

BSM Data Protector Backup Session Managerの略。バックアップセッショ
ンを制御します。このプロセスは、常にCell Managerシステム上で
稼動します。

CA (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)Continuous
Access XPの略。CAでは、データ複製、バックアップ、および障害
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復旧などの目的でHP StorageWorks Disk Array XP LDEVのリモー
トコピーを作成および維持できます。CAを使用するには、メイン(プ
ライマリ)ディスクアレイとリモート(セカンダリ)ディスクアレイが必要で
す。オリジナルのデータを格納し、アプリケーションシステムに接続
されているCAプライマリボリューム(P-VOL)が、メインディスクアレイ
に格納されます。リモートディスクアレイには、バックアップシステム
に接続されているCAセカンダリボリューム(S-VOL)が格納されま
す。
「BC (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)、Main
Control UnitおよびHP StorageWorks Disk Array XP LDEVも参
照。」を参照。

CA+BC EVA (HP StorageWorks EVA固有の用語)Continuous Access (CA)
EVAとBusiness Copy (BC) EVAを併用すると、リモートEVA上に
ソースボリュームのコピー(複製)を作成して保持でき、その後、これ
らのコピーをそのリモートアレイ上でローカル複製のソースとして使
用できます。
「BC EVA、複製、およびソースボリュームも参照。」を参照。

CAP (StorageTek固有の用語)Cartridge Access Portの略。ライブラリ
のドアパネルに組み込まれたポートです。メディアの出し入れに使
用されます。

カタログ保護 バックアップデータに関する情報(ファイル名やファイルバージョン
など)をIDBに維持する期間を定義します。
「データ保護」を参照。

CDB カタログデータベース(Catalog Database)の略。CDBは、IDBのう
ち、バックアップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト集約、オ
ブジェクト検証、およびメディア管理セッションに関する情報を格納
する部分。選択したロギングレベルによっては、ファイル名とファイ
ルバージョンも格納されます。CDBは、常にセルに対してローカル
となります。
「MMDBも参照。」を参照。

CDFファイル (UNIX固有の用語)Context Dependent File(コンテキスト依存ファ
イル)の略。CDFファイルは、同じパス名でグループ化された複数
のファイルからなるファイルです。通常、プロセスのコンテキストに
基づいて、これらのファイルのいずれかがシステムによって選択さ
れます。このメカニズムにより、クラスター内のすべてホストから同じ
パス名を使って、マシンに依存する実行可能ファイル、システム
データ、およびデバイスファイルを正しく動作させることができます。
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セル 1台のCell Managerに管理されているシステムの集合。セルには、
一般に、同じLANに接続されたサイトや組織エンティティ上のシス
テムが含まれます。集中管理によるバックアップおよび復元のポリ
シーやタスクの管理が可能です。

Cell Manager セル内のメインシステム。Data Protectorの運用に不可欠なソフト
ウェアがインストールされ、すべてのバックアップおよび復元作業
がここから管理されます。管理タスク用のGUIは、異なるシステムに
インストールできます。各セルにはCell Managerシステムが1つあり
ます。

集中型ライセンス Data Protectorでは、複数のセルからなるエンタープライズ環境全
体にわたってライセンスの集中管理を構成できます。すべてのData
Protectorライセンスは、エンタープライズCell Managerシステム上
にインストールされます。ライセンスは、実際のニーズに応じてエン
タープライズCell Managerシステムから特定のセルに割り当てるこ
とができます。
「MoMも参照。」を参照。

CMMDB(Centralized
Media Management

「CMMDBを参照。」を参照。

Database: 集中型メ
ディア管理データ
ベース)。

Change Journal (Windows固有の用語)ローカルNTFSボリューム上のファイルや
ディレクトリへの変更が発生するたび、それに関するレコードをログ
に記録するWindowsファイルシステム機能。

Change Log
Provider

(Windows固有の用語)ファイルシステム上のどのオブジェクトが
作成、変更、または削除されたかを判断するために照会できるモ
ジュール。

チャンネル (Oracle固有の用語)Oracle Recovery Managerリソース割り当て。
チャンネルが割り当てられるごとに、新しいOracleプロセスが開始
され、そのプロセスを通じてバックアップ、復元、および復旧が行わ
れます。割り当てられるチャンネルの種類によって、使用するメディ
アの種類が決まります。

• diskタイプ

• sbt_tapeタイプ

OracleがData Protectorと統合されており、指定されたチャンネル
の種類がsbt_tapeタイプの場合は、上記のサーバー プロセスがData
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Protectorに対してバックアップの読み取りとデータファイルの書き
込みを試行します。

チャンク (IAP固有の用語)データをブロック(チャンク)に分割する処理。各
チャンクには固有のコンテンツアドレスが割り振られます。このアド
レスは、特定のチャンクがIAPアプライアンスにバックアップ済みか
どうかを判断するのに使用されます。データの重複が検出された
場合(2つのアドレスが一致している、つまりIAPに保存済みの他の
データチャンクとアドレスが同じ)、そのようなデータはバックアップ
されません。これにより、データの冗長性が排除され、最適なデー
タ保存が実現されます。
「IAPへのバックアップ」を参照。

循環ログ (Microsoft Exchange ServerおよびLotus Domino Server固有
の用語)循環ログは、Microsoft Exchange Serverデータベースおよ
びLotus Domino Serverデータベースモードの1つ。このモードで
は、トランザクションログファイルのコンテンツは、対応するデータが
データベースにコミットされると、定期的に上書きされます。循環ロ
グにより、ディスク記憶領域の要件が軽減されます。

クライアントバック
アップ

Data Protectorクライアントにマウントされているすべてのファイルシ
ステムのバックアップ。
実際にバックアップされる対象は、バックアップ仕様でユーザーが
選択したオブジェクトによって決まります。

• クライアントシステム名の横にあるチェックボックスを選択する場
合、Client Systemタイプが作成されます。その結果、バック
アップ時にData Protectorは選択されたクライアントにマウントさ
れているすべてのボリュームを最初に検出してから、それらを
バックアップします。Windowsクライアントの場合、CONFIGURATION
もバックアップされます。

• クライアントシステムにマウントされているすべてのボリュームを
別々に選択する場合、Filesystemタイプの個別バックアップオ
ブジェクトがボリュームごとに作成されます。その結果、バック
アップ時に、選択されたボリュームのみがバックアップされます。
バックアップ仕様が作成された後にクライアントにマウントされ
た可能性があるボリュームは、バックアップされません。

クライアントまたは
クライアントシステ
ム

セル内でData Protectorの機能を使用できるように構成された任意
のシステム。

クラスター対応アプ
リケーション

クラスタアプリケーションプログラミングインタフェースをサポートして
いるアプリケーション。クラスター対応アプリケーションごとに、クリ
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ティカルリソースが宣言されます。これらのリソースには、ディスクボ
リューム(Microsoft Cluster Serverの場合)、ボリュームグループ
(MC/ServiceGuardの場合)、アプリケーションサービス、IP名および
IPアドレスなどがあります。

クラスター連続レプ
リケーション

(Microsoft Exchange Server固有の用語)クラスター連続レプリ
ケーション(CCR)はクラスター管理とフェイルオーバーオプションを
使用して、ストレージグループの完全なコピー(CCRコピー)を作成
および維持する高可用性ソリューションです。ストレージグループ
は個別のサーバーに複製されます。CCRはExchangeバックエンド
サーバーで発生した単発箇所の障害を取り除きます。CCRコピー
が存在するパッシブExchange ServerノードでVSSを使用してバック
アップを実行すれば、アクティブノードの負荷が軽減されます。
CCRコピーへの切り替えは数秒で完了するため、CCRコピーは障
害復旧に使用されます。複製されたストレージグループは、Exchange
ライターの新しいインスタンス(Exchange Replication Service)として
表示され、元のストレージグループと同様にVSSを使用してバック
アップできます。
「Exchange Replication Serviceおよびローカル連続レプリケーショ
ンも参照。」を参照。

Informix Server用
のCMDスクリプト

(Informix Server固有の用語)Informix Serverデータベースの構
成時にINFORMIXDIR内に作成されるWindows CMDスクリプト。環
境変数をInformix Serverにエクスポートするコマンド一式が含まれ
ています。

CMMDB Data ProtectorのCMMDB(Centralized Media Management
Database: メディア集中管理データベース)は、MoMセル内で、複
数セルのMMDBをマージすることにより生成されます。この機能を
使用することで、MoM環境内の複数のセルの間でハイエンドデバ
イスやメディアを共有することが可能になります。いずれかのセル
からロボティクスを使用して、他のセルに接続されているデバイスを
制御することもできます。CMMDBはManager-of-Manager上に置く
必要があります。MoMセルとその他のData Protectorセルの間に
は、できるだけ信頼性の高いネットワーク接続を用意してください。
「MoMも参照。」を参照。

COM+登録データ
ベース

(Windows固有の用語)COM+登録データベースとWindowsレジ
ストリには、COM+アプリケーションの属性、クラスの属性、およびコ
ンピュータレベルの属性が格納されます。これにより、これらの属性
間の整合性を確保でき、これらの属性を共通の方法で操作できま
す。
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コマンドラインインタ
フェース(CLI)

CLIには、DOSコマンドやUNIXコマンドと同じようにシェルスクリプト
内で使用でできるコマンドが用意されています。これらを使用して、
Data Protectorの構成、バックアップ、復元、および管理の各タスク
を実行することができます。

Command View
(CV) EVA

(HP StorageWorks EVA固有の用語)HP StorageWorksEVAス
トレージシステムを構成、管理、モニターするためのユーザーイン
タフェース。さまざまなストレージ管理作業を行うために使用されま
す。たとえば、仮想ディスクファミリの作成、ストレージシステムハー
ドウェアの管理、仮想ディスクのスナップクローンやスナップショット
の作成などに使用されます。Command View EVAソフトウェアはHP
Storageマネジメントアプライアンス上で動作し、Webブラウザからア
クセスできます。
「HP StorageWorks EVA SMI-S AgentおよびHP StorageWorks
SMI-S EVAプロバイダも参照。」を参照。

Command View
VLS

(VLS固有の用語)LAN経由でVLSを構成、管理、モニターするの
に使用するWebブラウザベースのGUI。
「仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

同時処理数 「Disk Agentの同時処理数を参照。」を参照。

制御ファイル (OracleおよびSAP R/3固有の用語)データベースの物理構造
を指定するエントリが記述されたOracleデータファイル。復旧に使
用するデータベース情報の整合性を確保できます。

コピーセット (HP StorageWorksEVA固有の用語)ローカルEVA上にあるソー
スボリュームとリモートEVA上にあるその複製とのペア。
「ソースボリューム、複製、およびCA+BC EVAも参照。」を参照。

CRS Data Protector Cell Manager上で実行され、バックアップと復元セッ
ションを開始、制御する、Cell Request Serverのプロセス(サービス)。
このサービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールさ
れるとすぐに開始されます。Windowsシステムでは、CRSはインス
トール時に使用したユーザーアカウントで実行されます。UNIXシス
テムでは、CRSはアカウントルートで実行されます。

CSM Data Protectorコピーおよび集約セッションマネージャ(Copy and
Consolidation Session Manager)の略。このプロセスは、オブジェク
トコピーセッションとオブジェクト集約セッションを制御し、Cell
Managerシステム上で動作します。

用語集144



データファイル (OracleおよびSAPR/3固有の用語)Oracleによって作成される
物理ファイル。表や索引などのデータ構造を格納します。データ
ファイルは、1つのOracleデータベースにのみ所属できます。

データ保護 メディア上のバックアップデータを保護する期間を定義します。この
期間中は、データが上書きされません。保護期限が切れると、それ
以降のバックアップセッションでメディアを再利用できるようになりま
す。
「カタログ保護も参照。」を参照。

データストリーム 通信チャンネルを通じて転送されるデータのシーケンス。

Data_Protector_
home

Windows VistaおよびWindows Server 2008では、Data Protectorの
プログラムファイルを含むディレクトリ。その他のWindowsオペレー
ティングシステムでは、Data Protectorのプログラムファイルとデー
タファイルを含むディレクトリ。デフォルトのパスは、%ProgramFiles%\
OmniBackですが、パスはインストール時にData Protectorセットアッ
プウィザードで変更できます。
「Data_Protector_program_data.」を参照。

Data_Protector_
program_data

Windows VistaおよびWindows Server 2008では、Data Protectorの
データファイルを含むディレクトリ。デフォルトのパス
は、%ProgramData%\OmniBackですが、パスはインストール時にData
Protectorセットアップウィザードで変更できます。
「Data_Protector_home.」を参照。

データベースライブ
ラリ

Data Protectorのルーチンのセット。Oracle Serverのようなオンライ
ンデータベース統合ソフトウェアのサーバーとData Protectorの間
でのデータ転送を可能にします。

データベース並列
処理

十分な台数のデバイスが利用可能であり、並列バックアップを実行
できる場合には、複数のデータベースが同時にバックアップされま
す。

Data
Replication(DR)グ
ループ

(HP StorageWorks EVA固有の用語)EVA仮想ディスクの論理
グループ。共通の性質を持ち、同じCA EVAログを共有していれ
ば、最大8組のコピー セットを含めることができます。
「コピーセットも参照。」を参照。

データベースサー
バー

大規模なデータベース(SAP R/3データベースやMicrosoft SQL
データベースなど)が置かれているコンピュータ。サーバー上のデー
タベースへは、クライアントからアクセスできます。
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Dbobject (Informix Server固有の用語)Informix Server物理データベース
オブジェクト。blobspace、dbspace、または論理ログファイルなどが
それにあたります。

DCディレクトリ 詳細カタログ(DC)ディレクトリには、詳細カタログバイナリファイル
(DCBF)が含まれており、そのファイルの中にはファイルバージョン
についての情報が保管されています。これは、IDBのDCBF部分を
表し、IDB全体の約80%の容量を占めます。デフォルトのDCディレ
クトリはdcbfと呼ばれ、Data_Protector_program_data\db40ディレク
トリ(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\db40
ディレクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、または/var/opt/
omni/server/db40ディレクトリ(UNIXシステム)のCell Managerに置
かれます。他のDCディレクトリを作成し、独自に指定した場所を使
用することができます。1つのセルでサポートされるDCディレクトリ
は50個までです。DCディレクトリのデフォルト最大サイズは16GBで
す。

DCBF DCBF(Detail Catalog Binary Files: 詳細カタログバイナリファイル)
ディレクトリは、IDBの一部です。IDBの約80%を占めるファイルバー
ジョンと属性に関する情報を格納します。バックアップに使用され
るData Protectorメディアごとに1つのDCバイナリファイルが作成さ
れます。サイズの最大値は、ファイルシステムの設定による制限を
受けます。

デルタバックアップ 差分バックアップ(delta backup)では、前回の各種バックアップ以降
にデータベースに対して加えられたすべての変更がバックアップさ
れます。
「バックアップの種類も参照。」を参照。

デバイス ドライブまたはより複雑な装置(ライブラリなど)を格納する物理装置。

デバイスチェーン デバイスチェーンは、シーケンシャルに使用するように構成された
複数のスタンドアロンデバイスから成ります。デバイスチェーンに含
まれるデバイスのメディアで空き容量がなくなると、自動的に次の
デバイスのメディアに切り替えて、バックアップを継続します。

デバイスグループ (EMC Symmetrix固有の用語)複数のEMC Synnetrixデバイスを
表す論理ユニット。デバイスは1つのデバイスグループにしか所属
できません。デバイスグループのデバイスは、すべて同じEMC
Symmetrix装置に取り付けられている必要があります。デバイスグ
ループにより、利用可能なEMC Symmetrixデバイスのサブセットを
指定し、使用することができます。
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デバイスストリーミ
ング

デバイスがメディアへ十分な量のデータを継続して送信できる場
合、デバイスはストリーミングを行います。そうでない場合は、デバ
イスはテープを止めてデータが到着するのを待ち、テープを少し巻
き戻した後、テープへの書込みを再開します。言い換えると、テー
プにデータを書き込む速度が、コンピュータシステムがデバイスへ
データを送信する速度以下の場合、デバイスはストリーミングを行
います。ストリーミングは、スペースの使用効率とデバイスのパフォー
マンスを大幅に向上します。

DHCPサーバー Dynamic Host Configuration Protocol(DHCP)を通じて、DHCPクラ
イアントにIPアドレスの動的割り当て機能とネットワークの動的構成
機能を提供するシステム。

ディファレンシャル
バックアップ

前回のフルバックアップより後の変更をバックアップする増分バック
アップ。このバックアップを実行するには、増分1バックアップを指
定します。
「増分バックアップも参照。」を参照。

ディファレンシャル
バックアップ

(Microsoft SQL Server固有の用語)前回のフルデータベース
バックアップ以降にデータベースに対して加えられた変更だけを記
録するデータベースバックアップ。
「バックアップの種類も参照。」を参照。

ディファレンシャル
データベースバック
アップ

前回のフルデータベースバックアップ以降にデータベースに対し
て加えられた変更だけを記録するデータベースバックアップ。

直接バックアップ SCSI Extended Copy (Xcopy)コマンドを使用してディスクからテー
プ(または他の2次ストレージ)へのデータの直接移動を効率化す
る、SANベースのバックアップソリューション。ダイレクトバックアップ
は、SAN環境内のシステムへのバックアップI/O負荷を軽減します。
ディスクからテープ(または他の2次ストレージ)へのデータの直接移
動をSCSI Extended Copy (XCopy)コマンドで効率化します。このコ
マンドは、ブリッジ、スイッチ、テープライブラリ、ディスクサブシステ
ムなど、インフラストラクチャの各要素でサポートされています。
「XCopyエンジンも参照。」を参照。

ディレクトリ接合 (Windows固有の用語)ディレクトリ接合は、Windowsの再解析ポ
イントのコンセプトに基づいています。NTFS 5ディレクトリ接合では、
ディレクトリ/ファイル要求を他の場所にリダイレクトできます。

障害復旧 クライアントのメインシステムディスクを(フル)バックアップの実行時
に近い状態に復元するためのプロセスです。
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障害復旧オペレー
ティングシステム
(DR OS)

「DR OS」を参照。

Disk Agent クライアントのバックアップと復元を実行するためにクライアントシス
テム上にインストールする必要があるコンポーネントの1つ。Disk
Agentは、ディスクに対するデータの読み書きを制御します。バック
アップ セッション中には、Disk Agentがディスクからデータを読み
取って、Media Agentに送信してデータをデバイスに移動させます。
復元セッション中には、Disk AgentがMedia Agentからデータを受
信して、ディスクに書き込みます。オブジェクト検証セッション中に、
Disk AgentはMedia Agentからデータを取得し、確認処理を実行し
ますが、データはディスクには書き込まれません。

Disk Agentの同時
処理数

1つのMedia Agentに対して同時にデータを送信できるDisk Agent
の数。

ディスクグループ (Veritas Volume Manager固有の用語)VxVMシステムのデータ
ストレージの基本ユニット。ディスクグループは、1つまたは複数の
物理ボリュームから作成できます。同じシステム上に複数のディス
クグループを置くことができます。

ディスクイメージ
(rawディスク)バック
アップ

ディスクイメージのバックアップでは、ファイルがビットマップイメー
ジとしてバックアップされるため、高速バックアップが実現します。
ディスクイメージ(rawディスク)バックアップでは、ディスク上のファイ
ルおよびディレクトリの構造はバックアップされませんが、ディスクイ
メージ構造がバイトレベルで保存されます。ディスクイメージバック
アップは、ディスク全体か、またはディスク上の特定のセクションを
対象にして実行できます。

ディスククォータ コンピュータシステム上のすべてのユーザーまたはユーザーのサ
ブセットに対してディスクスペースの消費を管理するためのコンセ
プト。このコンセプトは、いくつかのオペレーティングシステムプラッ
トフォームで採用されています。

ディスクステージン
グ

データをいくつかの段階に分けてバックアップする処理。これによ
り、バックアップと復元のパフォーマンスが向上し、バックアップデー
タの格納費用が節減され、データの可用性と復元時のアクセス性
が向上します。バックアップステージは、最初に1種類のメディア(た
とえば、ディスク)にデータをバックアップし、その後データを異なる
種類のメディア(たとえば、テープ)にコピーすることから構成されま
す。
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配布ファイルメディ
ア形式

ファイルライブラリで利用できるメディア形式。仮想フルバックアップ
と呼ばれる容量効率のいい合成バックアップをサポートしています。
この形式を使用することは、仮想フルバックアップにおける前提条
件です。
「仮想フルバックアップも参照。」を参照。

分散ファイルシステ
ム(DFS)

複数のファイル共有を単一の名前空間に接続するサービス。対象
となるファイル共有は、同じコンピュータに置かれていても、異なる
コンピュータに置かれていてもかまいません。DFSは、リソースの保
存場所の違いに関係なくクライアントがリソースにアクセスできるよ
うにします。

DMZ DMZ (Demilitarized Zone)は、企業のプライベートネットワーク(イン
トラネット)と外部のパブリックネットワーク(インターネット)の間に「中
立地帯」として挿入されたネットワークです。DMZにより、外部のユー
ザーが企業のイントラネット内のサーバーに直接アクセスすることを
防ぐことができます。

DNSサーバー DNSクライアントサーバーモデルでは、DNSサーバーにインターネッ
ト全体で名前解決を行うのに必要なDNSデータベースに含まれて
いる情報の一部を保持します。DNSサーバーは、このデータベー
スを使用して名前解決を要求するクライアントに対してコンピュータ
名を提供します。

ドメインコントローラ ユーザーのセキュリティを保護し、別のサーバーグループ内のパス
ワードを検証するネットワーク内のサーバー。

DRイメージ 一時障害復旧オペレーティングシステム(DR OS)のインストールお
よび構成に必要なデータ。

DR OS 障害復旧を実行するオペレーティングシステム環境。Data Protector
に対して基本的な実行時環境(ディスク、ネットワーク、テープ、お
よびファイルシステムへのアクセス)を提供します。Data Protector
障害復旧を実行する前に、DR OSをディスクにインストールするか
メモリにロードして、構成しておく必要があります。DR OSには、一
時DR OSとアクティブDR OSがあります。一時DR OSは、他のオペ
レーティングシステムの復元用ホスト環境として排他的に使用され
ます。このホスト環境には、ターゲットとなるオペレーティングシステ
ムの構成データも置かれます。ターゲットシステムを元のシステム
構成に復元し終えた後、一時DR OSは削除されます。アクティブ
DR OSは、Data Protector障害復旧プロセスのホストとして機能す
るだけでなく、復元後のシステムの一部にもなります。その場合、
DR OSの構成データは元の構成データに置き換わります。
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ドライブ コンピュータシステムからデータを受け取って、磁気メディア(テー
プなど)に書き込む物理装置。データをメディアから読み取って、コ
ンピュータシステムに送信することもできます。

ドライブベース暗号
化

Data Protectorのドライブベース暗号化では、ドライブの暗号化機
能を使用します。バックアップの実行中、ドライブではメディアに書
き込まれるデータとメタデータの両方が暗号化されます。

ドライブのインデッ
クス

ライブラリデバイス内のドライブの機械的な位置を識別するための
数字。ロボット機構によるドライブアクセスは、この数に基づいて制
御されます。

動的(ダイナミック)ク
ライアント

「ディスクディカバリによるクライアントバックアップ」を参照。

EMC Symmetrix
Agent (SYMA)

「Symmetrix Agent (SYMA)」を参照。

(EMC Symmetrix
固有の用語)

緊急ブートファイル (Informix Server固有の用語)Informix Server構成ファイル
ixbar.server_id。このファイルは、INFORMIXDIR/etcディレクトリ
(Windowsの場合)、またはINFORMIXDIR\etcディレクトリ(UNIXの場
合)に置かれています。INFORMIXDIRはInformix Serverのホームディ
レクトリ、server_idはSERVERNUM構成パラメータの値です。緊急
ブートファイルの各行は、1つのバックアップオブジェクトに対応し
ます。

暗号化キー Data Protector暗号化アルゴリズムで使用されるランダムに生成さ
れた256ビットの数値。これを使用して、AES 256ビットソフトウェア
暗号化またはドライブベースの暗号化が指定されたバックアップ中
に情報を暗号化します。これに続く情報の復号化では、同じキー
が使用されます。Data Protectorセルの暗号化キーは、Cell Manager
上の中央キーストアに保存されます。

暗号化キー
KeyID-StoreID

Data Protector Key Management Serverで使用される結合識別子。
これを使用して、Data Protectorで使用される暗号化キーを識別お
よび管理します。KeyIDは、キーストア内のキーを識別します。
StoreIDは、Cell Manager上のキーストアを識別します。Data
Protectorを暗号化機能付きの旧バージョンからアップグレードした
場合、同じCell Manager上で使用されるStoreIDが複数存在する
可能性があります。
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拡張増分バックアッ
プ

従来の増分バックアップでは、前回のバックアップより後に変更さ
れたファイルがバックアップされますが、変更検出機能に限界があ
ります。これに対し、拡張増分バックアップでは、名前が変更された
ファイルや移動されたファイルのほか、属性が変更されたファイル
についても、信頼性のある検出とバックアップが行われます。

エンタープライズ
バックアップ環境

複数のセルをグループ化して、1つのセルから集中管理することが
できます。エンタープライズバックアップ環境には、複数のData
Protectorセル内のすべてのクライアントが含まれます。これらのセ
ルは、Manager of Managers (MoM)のコンセプトにより集中管理用
のセルから管理されます。
「MoMも参照。」を参照。

イベントログ(Data
Protectorイベントロ
グ)

イベントログには、Data Protector関連のすべての通知が書き込ま
れます。デフォルトの送信方法では、すべての通知がイベントログ
に送信されます。このイベントログにアクセスできるData Protector
ユーザーは、Adminユーザーグループに所属しているか、または
「レポートと通知」のユーザー権限が付与されているData
Protectorユーザーだけです。イベントログ内のイベントは、すべて
ブラウズしたり削除することができます。

イベントログ (Windows固有の用語)サービスの開始または停止、ユーザーの
ログオンとログオフなど、Windowsがすべてのイベントを記録し
たファイル。 Data Protectorは、WindowsイベントログをWindows構
成バックアップの一部としてバックアップできます。

Exchange
Replication Service

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ローカル連続レプリ
ケーション(LCR)か、クラスター連続レプリケーション(CCR)テクノロ
ジのいずれかを使用して複製されたストレージグループを表す
Microsoft Exchange Serverのサービス。
「クラスター連続レプリケーションおよびローカル連続レプリケーショ
ン.」を参照。

エクスチェンジャ SCSIエクスチェンジャとも呼ばれます。
「ライブラリ」を参照。

メディアのエクス
ポート

メディアに格納されているすべてのバックアップセッション情報(シ
ステム、オブジェクト、ファイル名など)をIDBから削除するプロセス。
メディア自体に関する情報やメディアとプールの関係に関する情
報もIDBから削除されます。メディア上のデータは影響されません。
「メディアのインポート」を参照。
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拡張可能ストレージ
エンジン(ESE)

(Microsoft Exchange Server固有の用語)Microsoft Exchange
Serverで情報交換用の記憶システムとして使用されているデータ
ベーステクノロジ。

フェイルオーバー あるクラスターノードから別のクラスターノードに最も重要なクラス
ターデータ(Windowsの場合はグループ、UNIXの場合はパッケー
ジ)を転送すること。フェイルオーバーは、主に、プライマリノードの
ソフトウェア/ハードウェア障害発生時や保守時に発生します。

フェイルオーバー (HP StorageWorks EVA固有の用語)CA+BC EVA構成におけ
るソースとあて先の役割を逆にする操作。
「CA+BC、EVA.も参照。」を参照。

FCブリッジ 「Fibre Channelブリッジ」を参照。

Fibre Channel Fibre Channelは、高速のコンピュータ相互接続に関するANSI標準
です。光ケーブルまたは銅線ケーブルを使って、大容量データファ
イルを高速で双方向送信でき、数km離れたサイト間を接続できま
す。ファイバチャンネルは、ノード間を3種類の物理トポロジー(ポイ
ントトゥポイント、ループ、スイッチ式)で接続できます。

Fibre Channelブリッ
ジ

Fibre Channelブリッジ(マルチプレクサ)は、RAIDアレイ、ソリッドス
テートディスク(SSD)、テープライブラリなどの既存のパラレルSCSI
デバイスをファイバーチャネル環境に移行できるようにします。ブ
リッジ(マルチプレクサ)の片側にはFibre Channelインタフェースが
あり、その反対側にはパラレルSCSIポートがあります。このブリッジ
(マルチプレクサ)を通じて、SCSIパケットをFibre Channelとパラレル
SCSIデバイスの間で移動することができます。

ファイルデポ バックアップからファイルライブラリデバイスまでのデータを含むファ
イル。

ファイルジューク
ボックスデバイス

ファイルメディアを格納するために使用する、複数のスロットからな
るディスク上に存在するデバイス。

ファイルライブラリ
デバイス

複数のメディアからなるライブラリをエミュレートするディスク上に存
在するデバイス。ファイルデポと呼ばれる複数のファイルが格納さ
れます。

ファイル複製サービ
ス(FRS)

Windowsサービスの1つ。ドメインコントローラのストアログオンスクリ
プトとグループポリシーを複製します。また、分散ファイルシステム
(DFS)共有をシステム間で複製したり、任意のサーバーから複製作
業を実行することもできます。
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ファイルツリー
ウォーク

(Windows固有の用語)どのオブジェクトが作成、変更、または削
除されたかを判断するためにファイルシステムを巡回する処理。

ファイルバージョン フルバックアップや増分バックアップでは、ファイルが変更されてい
る場合、同じファイルが複数回バックアップされます。バックアップ
のロギングレベルとして[すべてログに記録]を選択している場合は、
ファイル名自体に対応する1つのエントリとファイルの各バージョン
に対応する個別のエントリがIDB内に維持されます。

ファイルシステム ハードディスク上に一定の形式で保存されたファイルの集まり。ファ
イルシステムは、ファイル属性とファイルの内容がバックアップメディ
アに保存されるようにバックアップされます。

ファーストレベルミ
ラー

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)HP
StorageWorks Disk Array XPでは、プライマリボリュームのミラーコ
ピーを最大3つまで作成することができ、このコピー1つにつきさら
に2つのコピーを作成できます。最初の3つのミラーコピーはファー
ストレベルミラーと呼ばれます。
「プライマリボリュームおよびMU番号も参照。」を参照。

フラッシュリカバリ
領域

(Oracle固有の用語)フラッシュリカバリ領域は、バックアップと復
旧に関係するファイル(リカバリファイル)の集中管理ストレージ領域
として機能する、Oracle 10g/11gによって管理されるディレクトリ、
ファイルシステム、または自動ストレージ管理のディスクグループで
す。
「リカバリファイルも参照。」を参照。

fnames.dat IDBのfnames.datファイルには、バックアップしたファイルの名前に
関する情報が格納されます。一般に、ファイル名が保存されている
場合、それらのファイルはIDBの20%を占めます。

初期化 メディアをData Protectorで使用できるように初期化するプロセス。
メディア上の既存データはすべて消去されます。メディアに関する
情報(メディアID、説明、場所)は、IDBおよび該当するメディア(メ
ディアヘッダ)に保存されます。Data Protectorのメディアは、保護
の期限が切れるか、またはメディアの保護が解除されるかメディア
がリサイクルされるまで、フォーマットされません。

フリープール フリープールは、メディアプール内のすべてのメディアが使用中に
なっている場合にメディアのソースとして補助的に使用できるプー
ルです。ただし、メディアプールでフリープールを使用するには、
明示的にフリー プールを使用するように構成する必要があります。
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フルバックアップ フルバックアップでは、最近変更されたかどうかに関係なく、選択さ
れたオブジェクトをすべてバックアップします。
「バックアップの種類も参照。」を参照。

フルデータベース
バックアップ

最後に(フルまたは増分)バックアップした後に変更されたデータだ
けではなく、データベース内のすべてのデータのバックアップ。フ
ルデータベースバックアップは、他のバックアップに依存しません。

フルメール フルメールボックスバックアップでは、メールボックス全体の内容を
バックアップします。

フルZDB 前回のバックアップから変更がない場合でも選択されたすべての
オブジェクトをテープにストリーミングする、テープへのZDBセッショ
ンまたはディスク+テープへのZDBセッション。
「増分ZDBも参照。」を参照。

グローバルオプショ
ンファイル

Data Protectorをカスタマイズするためのファイル。このファイルで
は、Data Protectorのさまざまな設定(特に、タイムアウトや制限)を
定義でき、その内容はData Protectorセル全体に適用されます。こ
のファイルは、Data_Protector_program_data\Config\Server\Options
ディレクトリ(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\
Config\Server\Optionsディレクトリ(その他のWindowsシステム)、
または/etc/opt/omni/server/optionsディレクトリ(HP-UX また
はSolaris システムの場合)のCell Managerに置かれています。

グループ (Microsoft Cluster Server固有の用語)特定のクラスター対応
アプリケーションを実行するために必要なリソース(ディスクボリュー
ム、アプリケーションサービス、IP名およびIPアドレスなど)の集合。

GUI Data Protectorには、構成、管理、および操作に関するあらゆるタ
スクに簡単にアクセスできる、グラフィカルユーザーインタフェース
が用意されています。Windows用のオリジナルのData Protector
GUIの他に、Data Protectorには、さまざまなプラットフォームで実
行できる、外観も操作も変わらないJavaベースのGUIも用意されて
います。

ハード復旧 (Microsoft Exchange Server固有の用語)トランザクションログ
ファイルを使用し、データベースエンジンによる復元後に実行され
るMicrosoft Exchange Serverのデータベース復旧。

ハートビート 特定のクラスターノードの動作ステータスに関する情報を伝達する
タイムスタンプ付きのクラスターデータセット。このデータセット(パ
ケット)は、すべてのクラスターノードに配布されます。
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階層ストレージ管理
(HSM)

使用頻度の低いデータを低コストの光磁気プラッタに移動すること
で、コストの高いハードディスク記憶域を有効利用するための仕組
み。移動したデータが必要になった場合は、ハードディスク記憶域
に自動的に戻されます。これにより、ハードディスクからの高速読み
取りと光磁気プラッタの低コスト性のバランスが維持されます。

Holidaysファイル 休日に関する情報を格納するファイル。このファイルは、
Data_Protector_program_data\Config\Server\holidaysディレクトリ
(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\Config\
Server\holidaysディレクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、
または/etc/opt/omni/server/Holidaysディレクトリ(UNIXシステ
ムの場合)のCell ManagerのHolidaysファイルを編集することで、各
種の休日を設定できます。

ホストシステム ホストシステムとは、ディスクデリバリーによる障害復旧に使用され
る、Disk Agentがインストールされた動作中のData Protectorクライ
アントです。

HP Operations
Manager

ネットワーク内の多数のシステムとアプリケーションの運用管理を強
力な機能でサポートする HP Operations Manager。Data Protector
には、この管理製品を使用するための統合ソフトウェアが用意され
ています。この統合ソフトウェアは、Windows、HP-UX、Solarisおよ
びLinux上のHP Operations Manager管理サーバー用のSMART
Plug-Inとして実装されています。以前のバージョンのHP Operations
Managerは、IT/Operation、Operations Center、およびVantage
Point Operations、OpenView Operationsと呼ばれていました。

HP Operations
Manager SMART
Plug-In (SPI)

ドメイン監視機能を強化する完全に統合されたソリューションで、
HP Operations Managerに追加するだけですぐに使えます。
HP Operations Manager SMART Plug-Inとして実装されるData
Protector用統合ソフトウェアを使用して、ユーザーはHP Operations
Managerの拡張機能として任意の数のData Protector Cell Manager
を監視できます。

HP StorageWorks
Disk Array XP
LDEV

HP StorageWorks Disk Array XPの物理ディスクの論理パーティ
ション。LDEVは、Continuous Access XP (CA)構成およびBusiness
Copy XP (BC)構成で複製することができるエンティティで、スタンド
アロンのエンティティとしても使用できます。
「BC、CA (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)、お
よび複製も参照。」を参照。

HP StorageWorks
EVA SMI-S Agent

Data Protectorのソフトウェアモジュール。HP StorageWorks
Enterprise Virtual Array用統合ソフトウェアに必要なタスクをすべ
て実行します。EVA SMI-S Agentを使用すると、受信した要求とCV
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EVA間のやり取りを制御するHP StorageWorks SMI-S EVAプロバ
イダを通じてアレイを制御できます。
「Command View (CV) EVAおよびHP StorageWorks SMI-S EVA
プロバイダも参照。」を参照。

HP StorageWorks
SMI-S EVAプロバ
イダ

HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayを制御するために使用
されるインタフェース。SMI-S EVAプロバイダはHPストレージマネジ
メントアプライアンスシステム上で個別のサービスとして動作し、受
信した要求とCommand View EVA間のゲートウェイとして機能しま
す。Data Protector HP StorageWorks EVA用統合ソフトウェアで
は、SMI-S EVAプロバイダはEVA SMI-S Agentから標準化された
要求を受け入れ、Command View EVAとやり取りして情報または方
法を呼び出し、標準化された応答を返します。
「HP StorageWorks EVA SMI-S AgentおよびCommand View (CV)
EVAも参照。」を参照。

HP StorageWorks
Virtual Array LUN

HP StorageWorks Virtual Array内の物理ディスクの論理パーティ
ション。LUNはHP StorageWorks Business Copy VA 構成で複製
することができるエンティティで、スタンドアロンのエンティティとして
も使用できます。
「 BC VAおよび複製も参照。」を参照。

ICDA (EMC Symmetrix固有の用語)EMCのSymmetrixの統合キャッ
シュディスクアレイ(ICDA)は、複数の物理ディスク、複数のFWD
SCSIチャンネル、内部キャッシュメモリ、およびマイクロコードと呼ば
れる制御/診断ソフトウェアを備えたディスクアレイデバイスです。

IDB Data Protector内部データベースは、Cell Manager上に保持される
埋込み型データベースです。どのデータがバックアップされるか、
どのメディアにバックアップされるか、バックアップセッションと復元
セッションがどのように実行されるかどのデバイスやライブラリに構
成されているかについての情報が格納されます。

IDB回復ファイル IDBバックアップおよびバックアップ用のメディアとデバイスに関す
る情報を格納するIDBファイル(obrindex.dat)です。この情報により、
IDBの復旧を大幅に簡素化できます。IDBトランザクションログと共
にこのファイルを他のIDBディレクトリとは別の物理ディスクに移動
し、さらにこのファイルのコピーを作成することをお勧めします。

メディアのインポー
ト

メディアに書き込まれているバックアップセッションデータをすべて
再読み込みして、IDBに取り込むプロセス。これにより、メディア上
のデータにすばやく、簡単にアクセスできるようになります。
「メディアのエクスポートも参照。」を参照。
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増分バックアップ 前回のバックアップ以降に変更があったファイルだけを選択する
バックアップ。増分バックアップには複数のレベルがあり、復元チェー
ンの長さを細かく制御できます。
「バックアップの種類も参照。」を参照。

増分バックアップ (Microsoft Exchange Server固有の用語)前回のフルバックアッ
プまたは増分バックアップ以降の変更だけをバックアップする
Microsoft Exchange Serverデータのバックアップ。増分バックアッ
プでは、バックアップ対象はトランザクションログだけです。
「バックアップの種類も参照。」を参照。

増分メールボックス
バックアップ

増分メールボックスバックアップでは、前回の各種バックアップ以降
にメールボックスに対して行われた変更をすべてバックアップしま
す。

増分1メールボック
スバックアップ

増分1メールボックスバックアップでは、前回のフルバックアップ以
降にメールボックスに対して行われた変更をすべてバックアップし
ます。

差分同期(再同期) (EMCSymmetrix固有の用語)BCVまたはSRDF制御操作。BCV
制御操作では、差分同期(Incremental Establish)により、BCVデバ
イスが増分的に同期化され、EMC Symmetrixミラー化メディアとし
て機能します。EMC Symmetrixデバイスは、事前にペアにしておく
必要があります。SRDF制御操作では、差分同期(Incremental
Establish)により、ターゲットデバイス(R2)が増分的に同期化され、
EMC Symmetrixミラー化メディアとして機能します。EMC Symmetrix
デバイスは、事前にペアにしておく必要があります。

差分リストア (EMCSymmetrix固有の用語)BCVまたはSRDF制御操作。BCV
制御操作では、差分リストアにより、BCVデバイスがペア内の2番目
に利用可能な標準デバイスのミラーとして再割り当てされます。こ
れに対し、標準デバイスの更新時には、オリジナルのペアの分割
中にBCVデバイスに書き込まれたデータだけが反映され、分割中
に標準デバイスに書き込まれたデータはBCVミラーからのデータ
で上書きされます。SRDF制御操作では、差分リストアにより、ター
ゲットデバイス(R2)がペア内の2番目に利用可能なソースデバイス
(R1)のミラーとして再割り当てされます。これに対し、ソースデバイ
ス(R1)の更新時には、オリジナルのペアの分割中にターゲットデバ
イス(R2)に書き込まれたデータだけが反映され、分割中にソースデ
バイス(R1)に書き込まれたデータはターゲットミラー(R2)からのデー
タで上書きされます。
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増分ZDB ファイルシステムZDBからテープへ、またはZDBからディスク+テー
プへのセッション。前回の保護されたフルバックアップまたは増分
バックアップからの変更のみがテープにストリーミングされます。
「フルZDBも参照。」を参照。

Inet Data Protectorセル内の各UNIXシステムで動作するプロセスまた
はWindowsシステム上で動作するサービス。このプロセスは、セル
内のシステム間の通信と、バックアップおよび復元に必要なその他
のプロセスの起動を受け持ちます。システムにData Protectorをイ
ンストールすると、Inetサービスが即座に起動されます。Inetプロセ
スは、inetdデーモンにより開始されます。

Information Store (Microsoft Exchange Server固有の用語)ストレージ管理を行う
Microsoft Exchange Serverのサービス。Microsoft Exchange Server
のインフォメーションストアでは、メールボックスストアとパブリックフォ
ルダストアの2種類のストアが管理されます。メールボックスストア
は、個々のユーザーに属するメールボックスから成ります。パブリッ
クフォルダストアには、複数のユーザーで共有するパブリックフォル
ダおよびメッセージがあります。
「キーマネージメントサービスおよびサイト複製サービス」を参照。

Informix Server (Informix Server固有の用語)Informix Dynamic Serverのことで
す。

初期化 「フォーマット」を参照。

Installation Server 特定のアーキテクチャ用のData Protectorソフトウェアパッケージの
レポジトリを保持するコンピュータシステム。Installation Serverから
Data Protectorクライアントのリモートインストールが行われます。混
在環境では、少なくとも2台のInstallation Serverが必要です。1台
はUNIXシステム用で、1台はWindowsシステム用です。

インスタントリカバリ (ZDB固有の用語)ディスクへのZDBセッションまたはディスク+テー
プへのZDBセッションで作成された複製を使用して、ソースボリュー
ムの内容を複製が作成された時点の状態に復元するプロセスで
す。これにより、テープからの復元を行う必要がなくなります。関連
するアプリケーションやデータベースによってはインスタントリカバ
リだけで十分な場合もあれば、完全に復旧するためにトランザクショ
ンログファイルを適用するなどその他にも手順が必要な場合もあり
ます。
「複製、ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、お
よびディスク/テープへのZDBも参照。」を参照。
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統合オブジェクト OracleまたはSAP DBなどの統合ソフトウェアのバックアップオブジェ
クト。

Internet Information
Services (IIS)

(Windows固有の用語)Microsoft Internet Information Services
は、ネットワーク用ファイル/アプリケーションサーバーで、複数のプ
ロトコルをサポートしています。IISでは、主に、HTTP(Hypertext
Transport Protocol)によりHTML(Hypertext Markup Language)ペー
ジとして情報が転送されます。

IPアドレス IP (インターネットプロトコル)アドレスは、ネットワーク上のシステム
を一意に識別するアドレスで、数字で表されます。IPアドレスは、ピ
リオド(ドット)で区切られた4組の数字からなります。

ISQL (Sybase固有の用語)Sybaseのユーティリティの1つ。Sybase SQL
Serverに対してシステム管理作業を実行できます。

Java GUIクライアン
ト

Java GUIクライアントはJava GUIコンポーネントの1つで、UI関連の
インタフェースのみで構成されており、機能するためにはJava GUI
サーバーとの通信が必要です。

Java GUIサーバー Java GUIコンポーネントの1つ。Data Protector Cell Managerシステ
ムにインストールされています。Java GUIサーバーは、Java GUIク
ライアントからの要求を受け取って処理し、応答をJava GUIクライア
ントに戻します。通信は、ポート5556でHypertext Transfer Protocol
(HTTP)を通して行われます。

ジュークボックス 「ライブラリ」を参照。

ジュークボックスデ
バイス

光磁気メディアまたはファイルメディアを格納するために使用する、
複数のスロットから成るデバイス。ファイルメディアの格納に使用す
る場合、ジュークボックスデバイスは「ファイルジュークボックスデバ
イス」と呼ばれます。

キーチェーン 秘密キーを復号化する際、手動でパスフレーズを入力する手間を
省くツール。セキュアシェルを使用してリモートインストールを実行
する場合、このツールをインストールサーバーにインストールして構
成する必要があります。

Key Management
Service

(Microsoft Exchange Server固有の用語)拡張セキュリティのた
めの暗号化機能を提供するMicrosoft Exchange Serverのサービ
ス。
「インフォメーションストアおよびサイト複製サービスも参照。」を参
照。
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KMS キー管理サーバー(KMS)はData Protectorの暗号化機能のための
キー管理を提供する、Cell Managerで実行する集中サービス。この
サービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールされる
とすぐに開始されます。

キーストア すべての暗号化キーはCell Managerのキーストアに集中的に格納
され、キー管理サーバー(KMS)により管理されます。

LBO (EMC Symmetrix固有の用語)Logical Backup Object(論理バッ
クアップオブジェクト)の略。LBOは、EMC Symmetrix/Fastrax環境
内で保存/取得されるデータオブジェクトです。LBOはEMC
Symmetrixによって1つのエンティティとして保存/取得され、部分的
には復元できません。

ライブラリ オートチェンジャー、ジュークボックス、オートローダー、またはエク
スチェンジャとも呼ばれます。ライブラリには、複数のレポジトリスロッ
トがあり、それらにメディアが格納されます。各スロットがメディア
(DDS/DATなど)を1つずつ格納します。スロット/ドライブ間でのメ
ディアの移動は、ロボット機構によって制御され、メディアへのラン
ダムアクセスが可能です。ライブラリには、複数のドライブを格納で
きます。

無人操作
(lights-out

オペレータの介在なしで、通常の営業時間外に実行されるバック
アップ操作または復元操作。オペレータが手動で操作することな

operationまたは く、バックアップアプリケーションやサービスのマウント要求などが自
動的に処理されます。unattended

operation)

LISTENER.ORA (Oracle固有の用語)Oracleの構成ファイルの1つ。サーバー上の
1つまたは複数のTNSリスナを定義します。

負荷調整 デフォルトでは、デバイスが均等に使用されるように、バックアップ
用に選択されたデバイスの負荷(使用率)が自動的に調整されま
す。負荷調整では、各デバイスに書き込まれるオブジェクトの個数
を調整することで、使用率を最適化します。負荷調整はバックアッ
プ時に自動的に実行されるので、データが実際にどのようにバック
アップされるかを管理する必要はありません。使用するデバイスを
指定する必要があるだけです。負荷調整機能を使用しない場合
は、バックアップ仕様に各オブジェクトに使用するデバイスを選択
できます。Data Protectorは、指定した順にデバイスにアクセスしま
す。

ローカル復旧とリ
モート復旧

リモート復旧は、SRDファイルで指定されているMedia Agentホスト
がすべてアクセス可能な場合にのみ実行されます。いずれかのホ
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ストがアクセス不能になっていると、障害復旧プロセスがローカル
モードにフェイルオーバーされます。これは、ターゲットシステムに
ローカルに接続しているデバイスが検索されることを意味します。
デバイスが1台しか見つからない場合は、そのデバイスが自動的に
使用されます。複数のデバイスが見つかった場合は、デバイスが
選択できるプロンプトが表示され、ユーザーが選択したデバイスが
復元に使用されます。

ローカル連続レプリ
ケーション

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ローカル連続レプリ
ケーション(LCR)はストレージグループの完全コピー(LCRコピー)を
作成および維持するシングルサーバーソリューション。LCRコピー
は元のストレージグループと同じサーバーに配置されます。LCRコ
ピーが作成されると、変更伝播(ログリプレイ)テクノロジで最新に保
たれます。LCRの複製機能では未複製のログが削除されません。
この動作の影響により、ログを削除するモードでバックアップを実行
しても、コピー中のログと複製に十分な余裕がある場合、実際には
ディスクの空き容量が解放されない場合があります。
LCRコピーへの切り替えは数秒で完了するため、LCRコピーは障
害復旧に使用されます。元のデータとは異なるディスクに存在する
LCRコピーをバックアップに使用すると、プロダクションデータベー
スの入出力の負荷が最小になります。
複製されたストレージグループは、Exchangeライターの新しいイン
スタンス(Exchange Replication Service)として表示され、通常のスト
レージグループのようにVSSを使用してバックアップできます。
「クラスター連続レプリケーションおよびExchange Replication Service
も参照。」を参照。

ロック名 複数のデバイス名を使うことにより、同じ物理デバイスを異なる特性
で何度も構成することができます。そのようなデバイス(デバイス名)
が複数同時に使用された場合に重複を防ぐ目的で、デバイス構成
をロックするためにロック名が使用されます。ロック名はユーザーが
指定する文字列です。同一の物理デバイスを使用するデバイス定
義には、すべて同じロック名を使用します。

log_fullシェルスクリ
プト

(Informix Server UNIX固有の用語)ON-Barに用意されている
スクリプトの1つで、Informix Serverでlogfullイベント警告が発行され
た際に、論理ログファイルのバックアップを開始するために使用で
きます。Informix ServerのALARMPROGRAM構成パラメータは、デフォ
ルトで、INFORMIXDIR/etc/log_full.shに設定されます。ここで、
INFORMIXDIRは、Informix Serverホームディレクトリです。論理ログ
ファイルを継続的にバックアップしたくない場合は、ALARMPROGRAM
構成パラメータをINFORMIXDIR/etc/no_log.shに設定してくださ
い。
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ロギングレベル ロギングレベルは、バックアップ、オブジェクトのコピー、またはオブ
ジェクトの集約時にファイルとディレクトリに関する情報をどの程度
まで詳細にIDBに記録するかを示します。バックアップ時のロギン
グレベルに関係なく、データの復元は常に可能です。DataProtector
には、[すべてログに記録]、[ディレクトリレベルまでログに記録]、
[ファイルレベルまでログに記録]、[ログなし]の4つのロギングレベ
ルがあります。ロギングレベル設定によって、IDBのサイズ増加、
バックアップ速度、および復元データのブラウザのしやすさが影響
を受けます。

論理ログファイル 論理ログファイルは、変更されたデータがディスクにフラッシュされ
る前に書き込まれるファイルです。変更されたデータがディスクに
フラッシュされる前に書き込まれるファイルです。障害発生時には、
これらの論理ログファイルを使用することで、コミット済みのトランザ
クションをすべてロールフォワードするとともに、コミットされていな
いトランザクションをロールバックすることができます。

ログインID (Microsoft SQL Server固有の用語)Microsoft SQL Serverにロ
グインするためにユーザーが使用する名前。Microsoft SQL Server
のsysloginシステムテーブル内のエントリに対応するログインIDが有
効なログインIDとなります。

Oracleターゲット
データベースへの
ログイン情報

(OracleおよびSAP R/3固有の用語) ログイン情報の形式は
<user_name>/<password>@<service>であり、

user_nameは、Oracle Serverおよびその他のユーザーに対し
て公開されるユーザー名です。各ユーザーがOracleターゲット

•

データベースに接続するには、ユーザー名とパスワードの両方
を入力しなければなりません。ここでは、OracleのSYSDBA権限
またはSYSOPER権限が付与されているユーザーを指定する必
要があります。

• passwordには、Oracleパスワードファイル(orapwd)内に指定し
たのと同じパスワードを指定しなければなりません。パスワード
は、データベースを管理するユーザーの認証に使用されます。

• serviceには、ターゲットデータベースのためのSQL*Netサー
バー プロセスの識別に使用される名前を指定します。

リカバリカタログ
データベースへの
ログイン情報

(Oracle固有の用語)リカバリカタログデータベース(Oracle)への
ログイン情報の形式は<user_name>/<password>@<service>
で、ユーザー名、パスワード、サービス名の説明は、Oracleターゲッ
トデータベースへのOracle SQL*Net V2ログイン情報と同じです。
ただし、この場合のserviceはOracleターゲットデータベースでは
なく、リカバリカタログデータベースに対するサービス名となります。
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ここで指定するOracleユーザーは、Oracleのリカバリカタログのオー
ナーでなければならないことに注意してください。

Lotus C API (Lotus Domino Server固有の用語)Lotus Domino ServerとData
Protectorなどのバックアップソリューションの間でバックアップ情報
および復元情報を交換するためのインタフェース。

LVM LVM (Logical Volume Manager: 論理ボリュームマネージャ)は、
HP-UXシステム上で物理ディスクスペースを構造化し、論理ボリュー
ムにマッピングするためのサブシステムです。LVMシステムは、複
数のボリュームグループで構成されます。各ボリュームグループに
は、複数のボリュームが含まれます。

マジックパケット 「Wake ONLAN」を参照。

メールボックス (Microsoft Exchange Server固有の用語)電子メールが配信さ
れる場所。管理者がユーザーごとに設定します。電子メールの配
信場所として複数の個人用フォルダが指定されている場合は、メー
ルボックスから個人用フォルダに電子メールがルーティングされま
す。

メールボックススト
ア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)インフォメーションス
トアのうち、ユーザーメールボックス内の情報を維持する部分。メー
ルボックスストアは、バイナリデータを格納するリッチテキスト.edb
ファイルと、ストリーミングネイティブインターネットコンテンツを格納
する.stmファイルからなります。

Main Control Unit
(MCU)

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)CAとBC構成
用のプライマリボリュームを含み、マスターデバイスとしての役割を
果たすHP StorageWorks XPディスクアレイ。
「 BC (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)、CA(HP
StorageWorks Disk Array XP固有の用語)およびHP
StorageWorks Disk Array XP LDEVも参照。」を参照。

Manager-of-Managers
(MoM)

「MoM」を参照。

make_net_ recovery make_net_recoveryは、Ignite-UXのコマンドの1つ。Ignite-UXサー
バーまたはその他の指定システム上にネットワーク経由で復旧アー
カイブを作成できます。ターゲットシステムは、Ignite-UXの
make_boot_tapeコマンドで作成したブート可能なテープからブー
トするか、またはIgnite-UXサーバーから直接ブートした後、サブ
ネットを通じて復旧することができます。Ignite-UXサーバーからの
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直接ブートは、Ignite-UXのbootsysコマンドで自動的に行うか、ま
たはブートコンソールから対話的に指定して行うことができます。

make_tape_
recovery

make_tape_recoveryは、Ignite-UXのコマンドの1つ。システムに
応じてカスタマイズしたブート可能テープ(インストールテープ)を作
成できます。ターゲットシステムにバックアップデバイスを直接接続
し、ブート可能な復旧テープからターゲットシステムをブートするこ
とにより、無人障害復旧を実行できます。アーカイブ作成時とクライ
アント復旧時は、バックアップデバイスをクライアントにローカル接
続しておく必要があります。

MAPI (Microsoft Exchange Server固有の用語)MAPI (Messaging
Application Programming Interface)は、アプリケーションおよびメッ
セージングクライアントがメッセージングシステムおよび情報システ
ムと対話するためのプログラミングインタフェースです。

MCU 「Main Control Unit (MCU)」を参照。

Media Agent デバイスに対する読み込み/書き込みを制御するプロセス。制御対
象のデバイスはテープなどのメディアに対して読み込み/書き込み
を行います。復元またはオブジェクト検証セッション中、Media Agent
はバックアップ メディア上のデータを探して、処理するためにDisk
Agentに送信します。復元セッションの場合、続いてDisk Agentは
データをディスクに書き込みます。Media Agentは、ライブラリのロ
ボティクス制御も管理します。

メディア割り当てポ
リシー

メディアをバックアップに使用する順序を決定します。[Strict]メディ
ア割り当てポリシーでは、特定のメディアに限定されます。[Loose]
ポリシーでは、任意の適切なメディアを使用できます。[フォーマッ
トされていないメディアを先に割り当てる]ポリシーでは、ライブラリ
内に利用可能な非保護メディアがある場合でも、不明なメディアが
優先されます。

メディア状態 メディア状態要素から求められるメディアの品質。テープ メディア
の使用頻度が高く、使用時間が長ければ、読み書きエラーの発生
率が高くなります。状態が[不良]になったメディアは交換する必要
があります。

メディア状態要素 使用回数のしきい値と上書きのしきい値。メディアの状態の判定基
準となります。

メディアID Data Protectorがメディアに割り当てる一意な識別子。

メディアラベル メディアに割り当てられるユーザー定義の識別子。
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メディア位置 バックアップ メディアが物理的に収納されている場所を示すユー
ザー定義の識別子。"building 4"や"off-site storage"のような文字
列です。

メディア管理セッ
ション

初期化、内容のスキャン、メディア上のデータの確認、メディアのコ
ピーなどのアクションをメディアに対して実行するセッション。

メディアプール 同じ種類のメディア(DDSなど)のセット。グループとして追跡されま
す。フォーマットしたメディアは、メディアプールに割り当てられま
す。

メディアセット バックアップセッションでは、メディアセットと呼ばれるメディアのグ
ループにデータをバックアップします。メディアの使用法によって
は、複数のセッションで同じメディアを共有できます。

メディアの種類 メディアの物理的な種類(DDSやDLTなど)。

メディアの使用法 メディアの使用法は、すでに使用されているメディアに対してバッ
クアップをどのように追加するかを制御します。メディアの使用法
は、[追加可能]、[追加不可能]、[増分のみ追加可能]のいずれ
かに設定できます。

マージ 復元中のファイル名競合を解決するモードの1つ。復元するファイ
ルと同じ名前のファイルが復元先に存在する場合、変更日時の新
しい方が維持されます。既存のファイルと名前が重複しないファイ
ルは、常に復元されます。
「上書き.」を参照。

Microsoft Exchange
Server

多様な通信システムへの透過的接続を提供するクライアント/サー
バー型のメッセージング/ワークグループシステム。電子メールシス
テムの他、個人とグループのスケジュール、オンラインフォーム、
ワークフロー自動化ツールなどをユーザーに提供します。また、開
発者に対しては、情報共有およびメッセージング サービス用のカ
スタムアプリケーション開発プラットフォームを提供します。

Microsoft管理コン
ソール(MMC)

(Windows固有の用語)Windows環境における管理モデル。シン
プルで一貫した統合型管理ユーザーインタフェースを提供します。
同じGUIを通じて、さまざまなMMC対応アプリケーションを管理で
きます。

Microsoft SQL
Server

分散型「クライアント/サーバー」コンピューティングのニーズを満た
すように設計されたデータベース管理システム。
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Microsoft Volume
Shadow Copy
Service (VSS)

VSS対応アプリケーションのバックアップと復元をそのアプリケーショ
ンの機能に関係なく統合管理する統一通信インタフェースを提供
するソフトウェアサービスです。このサービスは、バックアップアプリ
ケーション、ライター、シャドウコピープロバイダ、およびオペレー
ティングシステムカーネルと連携して、ボリュームシャドウコピーお
よびシャドウコピーセットの管理を実現します。
「シャドウコピー、シャドウコピープロバイダ、複製およびライターも
参照。」を参照。

ミラー(EMC
Symmetrixおよび

「ターゲットボリューム」を参照。

HP StorageWorks
Disk Array XP固
有の用語)

ミラーローテーショ
ン(HP

「複製セットローテーション」を参照。

StorageWorks
Disk Array XP固
有の用語)

MMD Media Management Daemon (メディア管理デーモン)の略。MMDプ
ロセス(サービス)は、Data Protector Cell Manager上で稼動し、メ
ディア管理操作およびデバイス操作を制御します。このプロセス
は、Data ProtectorをCell Managerにインストールしたときに開始さ
れます。

MMDB Media Management Database(メディア管理データベース)の略。
MMDBは、IDBの一部です。セル内で構成されているメディア、メ
ディアプール、デバイス、ライブラリ、ライブラリドライブ、スロットに
関する情報と、バックアップに使用されているData Protectorメディ
アに関する情報を格納します。エンタープライズバックアップ環境
では、データベースをすべてのセル間で共有できます。
「CMMDB、CDBも参照。」を参照。

MoM 複数のセルをグループ化して、1つのセルから集中管理することが
できます。集中管理用セルの管理システムが、
MoM(Manager-of-Managers)です。他のセルはMoMクライアントと
呼ばれます。MoMを介して、複数のセルを一元的に構成および管
理することができます。

mount request デバイスに特定のメディアを挿入するように促す画面プロンプト。必
要なメディアを挿入して確認することでマウント要求に応答すると、
セッションが続行されます。
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マウントポイント ディレクトリ構造内において、ディスクまたは論理ボリュームにアク
セスするためのアクセスポイント(/optやd:など)。UNIXでは、bdfコ
マンドまたはdfコマンドを使ってマウントポイントを表示できます。

MSM Data Protector Media Session Manager(メディアセッションマネー
ジャ)の略。MSMは、Cell Manager上で稼動し、メディアセッション(メ
ディアのコピーなど)を制御します。

MU番号 (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)ミラーユニット
番号。ファーストレベルミラーを示すために使う整数(0、1または2)
です。
「ファーストレベルミラーも参照。」を参照。

マルチドライブサー
バー

単一システム上でMedia Agentを無制限に使用できるライセンス。
このライセンスは、Cell ManagerのIPアドレスにバインドされており、
新しいバージョンでは廃止されました。

obdrindex.dat 「IDB復旧ファイル」を参照。

OBDR対応デバイス ブート可能ディスクを装填したCD-ROMドライブをエミュレートでき
るデバイス。バックアップデバイスとしてだけでなく、障害復旧用の
ブートデバイスとしても使用可能です。

オブジェクト 「バックアップオブジェクト」を参照。

オブジェクト集約 1つのフルバックアップと1つ以上の増分バックアップで構成された
バックアップオブジェクトの復元チェーンを、新規に集約されるバー
ジョンのオブジェクトにマージするプロセス。このプロセスは、合成
バックアップの一部です。このプロセスの結果、指定のバックアップ
オブジェクトの合成フルバックアップが出力されます。

オブジェクト集約
セッション

フルバックアップと少なくとも1つの増分バックアップで構成された
バックアップオブジェクトの復元チェーンを、新規に集約されるバー
ジョンのオブジェクトにマージするプロセス。

オブジェクトコピー 特定のオブジェクトバージョンのコピー。オブジェクトコピーセッショ
ン中またはオブジェクトミラーのバックアップセッション中に作成さ
れます。

オブジェクトコピー
セッション

バックアップデータの追加コピーを別のメディアセット上に作成す
るプロセス。オブジェクトコピー セッション中に、選択されたバック
アップオブジェクトがソースからターゲットメディアへコピーされま
す。

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 167



オブジェクトコピー 選択されたオブジェクトバージョンを特定のメディアセットにコピー
するプロセス。1つまたは複数のバックアップセッションから、コピー
するオブジェクトバージョンを選択できます。

オブジェクトID (Windows固有の用語)オブジェクトID(OID)を使用すると、システ
ムのどこにファイルがあるかにかかわらず、NTFS 5ファイルにアク
セスできます。Data Protectorでは、ファイルの代替ストリームとして
OIDを扱います。

オブジェクトミラー オブジェクトのミラーリングを使用して作成されるバックアップオブ
ジェクトのコピー。オブジェクトのミラーは、通常、オブジェクトコピー
と呼ばれます。

オブジェクトミラーリ
ング

バックアップセッション中に、いくつかのメディアセットに同じデータ
を書き込むプロセス。Data Protectorを使用すると、1つまたは複数
のメディアセットに対し、すべてまたは一部のバックアップオブジェ
クトをミラーリングすることができます。

オブジェクト検証 Data Protectorの観点で見たバックアップオブジェクトのデータ整
合性と、それらを必要なあて先に送信するData Protectorの機能を
確認するプロセス。このプロセスは、バックアップ、オブジェクトコ
ピー、またはオブジェクト集約セッションによって作成されたオブ
ジェクトバージョンを復元する機能に信頼レベルを付与するために
使用できます。

オブジェクト検証
セッション

指定のバックアップオブジェクトまたはオブジェクトバージョンのデー
タ整合性と、指定のホストにそれらを送信するための選択済みData
Protectorネットワーク コンポーネントの機能を確認するプロセス。
オブジェクト検証セッションは、対話式に実行することも、自動ポス
トバックアップまたはスケジュール仕様の指定通りに実行することも
できます。

オフラインバック
アップ

実行中はアプリケーションデータベースがアプリケーションから使
用できなくなるバックアップ。

• 単純なバックアップ方法の場合(ZDBではない)、データベース
はバックアップ中(数分から数時間)オフライン状態となり、バック
アップシステムからは使用できますが、アプリケーションシステ
ムからは使用できません。たとえばテープへのバックアップの場
合、テープへのデータストリーミングが終わるまでの間となりま
す。

• ZDBの方法を使うと、データベースはオフライン状態になります
が、所要時間はデータ複製プロセス中のわずか数秒間です。
残りのバックアッププロセスでは、データベースは通常の稼動
を再開できます。
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データベースは、データ複製プロセスの間(数秒間)オフライン状態
となります。残りのバックアッププロセスでは、データベースは通常
の稼動を再開できます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)およびオンラインバックアップ
も参照。」を参照。

オフライン復旧 オフライン復旧は、ネットワーク障害などによりCell Managerにアク
セスできない場合に行われます。オフライン復旧では、スタンドアロ
ンデバイスおよびSCSIライブラリデバイスのみが使用可能です。Cell
Managerの復旧は、常にオフラインで行われます。

オフラインREDOロ
グ

「アーカイブREDOログ」を参照。

ON-Bar (Informix Server固有の用語)Informix Serverのためのバックアッ
プと復元のシステム。ON-Barにより、Informix Serverデータのコピー
を作成し、後でそのデータを復元することが可能になります。ON-Bar
のバックアップと復元のシステムには、以下のコンポーネントが含ま
れます。

• onbarコマンド

• バックアップソリューションとしてのData Protector

• XBSAインタフェース

• ON-Barカタログテーブル。これは、dbobjectをバックアップし、
複数のバックアップを通してdbobjectのインスタンスをトラッキン
グするために使われます。

ONCONFIG (Informix Server固有の用語)アクティブなONCONFIG構成ファ
イルの名前を指定する環境変数。ONCONFIG環境変数が存在し
ない場合、Informix ServerがINFORMIXDIR\etc(Windowsの場合)、
またはINFORMIXDIR/etc/(UNIXの場合)ディレクトリのONCONFIGファ
イルにある構成値を使います。

オンラインバック
アップ

データベースアプリケーションを利用可能な状態に維持したまま行
われるバックアップ。データベースは、バックアップアプリケーション
が元のデータオブジェクトにアクセスする必要がある間、特別なバッ
クアップモードで稼動します。この期間中、データベースは完全に
機能しますが、パフォーマンスに多少影響が出たり、ログファイル
のサイズが急速に増大したりする場合もあります。

• 単純なバックアップ方法の場合(ZDBではない)、バックアップ
モードはバックアップ期間全体(数分から数時間)必要となりま
す。たとえばテープへのバックアップの場合、テープへのデー
タストリーミングが終わるまでの間となります。
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• ZDBの方法を使うと、バックアップモードに必要な時間はデー
タ複製プロセス中のわずか数秒間です。残りのバックアッププ
ロセスでは、データベースは通常の稼動を再開できます。

場合によっては、データベースを整合性を保って復元するために、
トランザクションログもバックアップする必要があります。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)およびオフラインバックアップ
も参照。」を参照。

オンラインREDOロ
グ

(Oracle固有の用語)まだアーカイブされていないが、インスタン
スでデータベースアクティビティを記録するために利用できるか、ま
たは満杯になっており、アーカイブまたは再使用されるまで待機し
ているREDOログ。
「アーカイブREDOログも参照。」を参照。

OpenSSH さまざまな認証方式と暗号化方式を採用することにより、リモートマ
シンへの安全なアクセスを提供するネットワーク接続ツールのセッ
ト。セキュアシェルを使用してリモートインストールを実行する場合、
Installation Serverとクライアントにこれをインストールして構成する
必要があります。

Oracle Data Guard (Oracle固有の用語)Oracle Data GuardはOracleの主要な障害
復旧ソリューションです。プロダクション(一次)データベースのリア
ルタイムコピーであるスタンバイデータベースを最大9個まで保持
することにより、破損、データ障害、人為ミス、および災害からの保
護を提供します。プロダクション(一次)データベースに障害が発生
すると、フェイルオーバーによりスタンバイデータベースの1つを新
しい一次データベースにすることができます。また、プロダクション
処理を現在の一次データベースからスタンバイデータベースに迅
速に切り替えたり、元に戻したりできるため、保守作業のための計
画ダウンタイムを縮小することができます。

Oracleインスタンス (Oracle固有の用語)1つまたは複数のシステムにインストールさ
れた個々のOracleデータベース。1つのコンピュータシステム上で、
複数のデータベースインスタンスを同時に稼動させることができま
す。

ORACLE_SID (Oracle固有の用語)Oracle Serverインスタンスの一意な名前。
別のOracle Serverに切り替えるには、目的のORACLE_SIDを指定し
ます。ORACLE_SIDは、TNSNAMES.ORAファイル内の接続記述子の
CONNECT DATA部分とLISTENER.ORAファイル内のTNSリスナの
定義に含まれています。

元のシステム あるシステムに障害が発生する前にData Protectorによってバック
アップされたシステム構成。

用語集170



上書き 復元中のファイル名競合を解決するモードの1つ。既存のファイル
の方が新しくても、すべてのファイルがバックアップから復元されま
す。
「マージも参照。」を参照。

所有権 バックアップ所有権は、データを参照および復元するユーザーの
能力に影響します。各バックアップセッションとその中でバックアッ
プされたすべてのデータはオーナーに割り当てられます。所有者
は、対話型バックアップを開始するユーザー、CRSプロセスを実行
するときに使用するアカウント、またはバックアップ仕様オプション
で所有者として指定されたユーザーです。
ユーザーが既存のバックアップ仕様を修正せずにそのまま起動し
た場合、そのバックアップセッションは対話型とみなされません。
ユーザーがバックアップ仕様を修正して起動すると、以下の条件が
成立しない限り、そのユーザーがオーナーになります。

• そのユーザーが[セッションの所有権を切り替え]ユーザー権限
を持っている。

• バックアップ仕様内でバックアップセッションオーナーを明示的
に定義するには、ユーザー名、グループ名またはドメイン名、
およびシステム名を指定します。

UNIXCell Manager上でスケジュールしたバックアップの場合、上記
の条件が成立しない限り、root: sysがセッションオーナーになりま
す。
Windows Cell Manager上でスケジューリングしたバックアップの場
合は、上記の条件が成立していない限り、インストール時に指定さ
れたユーザーがセッションオーナーになります。

P1Sファイル P1Sファイルには、システムにインストールされているすべてのディ
スクを拡張自動ディザスタリカバリ(EADR)中にどのようにフォーマッ
トするかに関する情報が格納されます。このファイルはフルバック
アップ中に作成され、バックアップメディアとCell Managerに
recovery.p1sというファイル名で保存されます。保存場所
は、Data_Protector_program_data\Config\Se ver\dr\p1s
ディレクトリ(Windows Server 2008の場合)、
Data_Protector_home\Config\Server\dr\p1sディレクトリ(そ
の他のWindowsシステムの場合)、/etc/opt/omni/server/dr/
p1sディレクトリ(UNIXシステムの場合)です。

パッケージ (MC/ServiceGuardVeritas Cluster固有の用語)特定のクラス
ター対応アプリケーションを実行するために必要なリソース(ボリュー
ムグループ、アプリケーションサービス、IP名およびIPアドレスなど)
の集合。
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ペアステータス (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)ミラー化され
たディスクのペアは、そのペア上で実行されるアクションによって、
さまざまなステータス値を持ちます。重要なステータス値は以下の
3つです。

• コピー - ミラー化されたペアは、現在再同期中。データは一方
のディスクからもう一方のディスクに転送されます。2つのディス
クのデータは同じではありません。

• ペア - ミラー化されたペアは完全に同期され、両方のディスク
(プライマリボリュームとミラー化されたボックス)に同じデータが
格納されます。

• 中断 - ミラー化されたディスク間のリンクは中断されています。
両方のディスクが別々にアクセスされ、更新されています。ただ
し、ミラー関係はまだ保持されており、このペアは、ディスク全体
を転送することなく、再同期することができます。

並行復元 単一のMedia Agentからデータを受信するDisk Agentを複数実行
して、バックアップされたデータを複数のディスクに同時に(つまり並
行して)復元すること。並行復元を行うには、複数のディスクまたは
論理ボリュームに置かれているデータを選択し、同時処理数を2以
上に設定してバックアップを開始し、異なるオブジェクトのデータを
同じデバイスに送信する必要があります。並行復元中には、復元
対象として選択した複数のオブジェクトがメディアから同時に読み
取られるので、パフォーマンスが向上します。

並列処理 1つのオンラインデータベースから複数のデータストリームを読み取
ること。

障害復旧の段階0 障害復旧の準備(障害復旧を成功させるための必須条件)。

障害復旧の段階1 DR OSのインストールと構成(以前の記憶領域構造の構築)。

障害復旧の段階2 オペレーティングシステム(環境を定義する各種の構成情報を含む)
とData Protectorの復元。

障害復旧の段階3 ユーザーデータとアプリケーションデータの復元。

物理デバイス ドライブまたはより複雑な装置(ライブラリなど)を格納する物理装置。

実行後 オブジェクトのバックアップ後、またはセッション全体の完了後にコ
マンドまたはスクリプトを実行するバックアップオプション。実行後コ
マンドは、Data Protectorで事前に用意されているものではありま
せん。ユーザーは、コマンドを独自に作成する必要があります。
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Windows上で動作する実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX上で動作するシェルスクリプトなどを使用できます。
「実行前も参照。」を参照。

実行前コマンドおよ
び実行後コマンド

実行前コマンドおよび実行後コマンドは、バックアップセッションま
たは復元セッションの前後に付加的な処理を実行する実行可能
ファイルまたはスクリプトです。実行前コマンドおよび実行後コマン
ドは、Data Protectorで事前に用意されているものではありません。
ユーザーは、コマンドを独自に作成する必要があります。Windows
上で動作する実行可能ファイルまたはバッチファイル、UNIX上で
動作するシェルスクリプトなどを使用できます。

事前割当てリスト メディアプール内のメディアのサブセットをバックアップに使用する
順に指定したリスト。

実行前 オブジェクトのバックアップ前、またはセッション全体の開始前にコ
マンドまたはスクリプトを実行するバックアップオプション。実行前コ
マンドおよび実行後コマンドは、Data Protectorで事前に用意され
ているものではありません。ユーザーは、コマンドを独自に作成す
る必要があります。Windows上で動作する実行可能ファイルまたは
バッチファイル、UNIX上で動作するシェルスクリプトなどを使用で
きます。
「実行後も参照。」を参照。

プライマリボリュー
ム(P-VOL)

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)CAとBC構成
用のプライマリボリュームとしての役割を果たす標準HP
StorageWorks XP Disk Array XP LDEV。P-VOLはMCU内に配置
されています。
「セカンダリボリューム(S-VOL)およびMain Control Unit (MCU)も
参照。」を参照。

保護 「データ保護およびカタログ保護」を参照。

パブリックフォルダ
ストア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)インフォメーションス
トアのうち、パブリックフォルダ内の情報を維持する部分。パブリッ
クフォルダストアは、バイナリリッチテキスト.edbファイルと、ストリー
ミングネイティブインターネットコンテンツを格納する.stmファイルか
ら構成されます。

パブリック/プライ
ベートバックアップ
データ

バックアップを構成する際は、バックアップデータをパブリックまた
はプライベートのいずれにするかを選択できます。

パブリックデータ － すべてのData Protectorユーザーに対し
てアクセスと復元が許可されます。

•
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• プライベートデータ － バックアップの所有者および管理者に
対してのみ表示と復元が許可されます。

RAID Redundant Array of Independent Disksの略。

RAIDマネージャライ
ブラリ

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)Solarisシステ
ム上のData Protectorでは、RAID Managerライブラリを内部的に使
用して、HP StorageWorks Disk Array XPの構成データ、ステータ
スデータ、およびパフォーマンスデータにアクセスします。さらに、
一連の低レベルSCSIコマンドに変換される関数呼び出しを通じて、
HP StorageWorks Disk Array XPの主要な機能にアクセスします。

RAID Manager XP (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)RAID Manager
XPアプリケーションには、CAおよびBCアプリケーションのステータ
スをレポートおよび制御するための広範なコマンドリストが用意され
ています。これらのコマンドは、RAID Managerインスタンスを通じ
て、StorageWorks Disk Array XP Disk Control Unitと通信します。
このインスタンスは、コマンドを一連の低レベルSCSIコマンドに変換
します。

rawディスクバック
アップ

「ディスクイメージバックアップ.」を参照。

RCU 「Remote Control Unit (RCU)」を参照。

RDBMS Relational Database Management System (リレーショナルデータ
ベース管理システム)の略。

RDF1/RDF2 (EMCSymmetrix固有の用語)SRDFデバイスグループの一種。
RDFグループにはRDFデバイスだけを割り当てることができます。
RDF1グループタイプにはソースデバイス(R1)が格納され、RDF2グ
ループタイプにはターゲットデバイス(R2)が格納されます。

RDS Raima Database Serverの略。RDSプロセス(サービス)は、Data
ProtectorのCell Manager上で稼動し、IDBを管理します。このプロ
セスは、Data ProtectorをCell Managerにインストールしたときに開
始されます。

リカバリカタログ (Oracle固有の用語)Recovery ManagerがOracleデータベースに
ついての情報を格納するために使用するOracleの表とビューのセッ
ト。この情報は、Recovery ManagerがOracleデータベースのバック
アップ、復元、および復旧を管理するために使用されます。リカバ
リカタログには、以下の情報が含まれます。

• Oracleターゲットデータベースの物理スキーマ
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• データファイルおよびアーカイブログのバックアップセット

• データファイルのコピー

• アーカイブREDOログ

• ストアドスクリプト

リカバリカタログ
データベース

(Oracle固有の用語)リカバリカタログスキーマを格納するOracle
データベース。リカバリカタログはターゲットデータベースに保存し
ないでください。

リカバリファイル (Oracle固有の用語)リカバリファイルはフラッシュリカバリ領域に
存在するOracle 10g/11g固有のファイルで、現在の制御ファイル、
オンラインREDOログ、アーカイブREDOログ、フラッシュバックログ、
制御ファイル自動バックアップ、データファイルコピー、およびバッ
クアップピースがこれにあたります。
「フラッシュリカバリ領域も参照。」を参照。

RecoveryInfo Windows構成ファイルのバックアップ時、Data Protectorは、現在の
システム構成に関する情報(ディスクレイアウト、ボリューム、および
ネットワークの構成に関する情報)を収集します。この情報は、障害
復旧時に必要になります。

Recovery Manager
(RMAN)

(Oracle固有の用語)Oracleコマンド行インタフェース。これによ
り、Oracle Serverプロセスに接続されているデータベースをバック
アップ、復元、および復旧するための指示がOracle Serverプロセ
スに出されます。RMANでは、バックアップについての情報を格納
するために、リカバリカタログまたは制御ファイルのいずれかが使用
されます。この情報は、後の復元セッションで使うことができます。

リサイクル メディア上のすべてのバックアップデータのデータ保護を解除して、
以降のバックアップで上書きできるようにするプロセス。同じセッショ
ンに所属しているデータのうち、他のメディアに置かれているデー
タも保護解除されます。リサイクルを行っても、メディア上のデータ
自体は変更されません。

REDOログ (Oracle固有の用語)各Oracleデータベースには、複数のREDO
ログファイルがあります。データベース用のREDOログファイルのセッ
トをデータベースのREDOログと呼びます。Oracleでは、REDOログ
を使ってデータに対するすべての変更を記録します。

Remote Control
Unit (RCU)

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)Remote Control
Unit (RCU)は、CA構成の中でMCU (Main Contol Unit)のスレーブ
としての役割を果たします。双方向の構成の中では、RCUはMCU
としての役割を果たします。
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リムーバブル記憶
域の管理データ
ベース

(Windows固有の用語)Windowsサービスの1つ。リムーバブルメ
ディア(テープやディスクなど)と記憶デバイス(ライブラリ)の管理に
使用されます。リムーバブル記憶域により、複数のアプリケーション
が同じメディアリソースを共有できます。

再解析ポイント (Windows固有の用語)任意のディレクトリまたはファイルに関連
付けることができるシステム制御属性。再解析属性の値は、ユー
ザー制御データをとることができます。このデータの形式は、デー
タを保存したアプリケーションによって認識され、データの解釈用
にインストールされており、該当ファイルを処理するファイルシステ
ムフィルタによっても認識されます。ファイルシステムは、再解析ポ
イント付きのファイルを検出すると、そのデータ形式に関連付けら
れているファイルシステムフィルタを検索します。

複製 (ZDB固有の用語)ユーザー指定のバックアップオブジェクトを含
む、特定の時点におけるソースボリュームのデータのイメージ。イ
メージは、作成するハードウェアまたはソフトウェアによって、物理
ディスクレベルでの記憶ブロックの独立した正確な複製(クローン)
になる(スプリットミラーやスナップクローンなど)場合もあれば、仮想
コピーになる(スナップショットなど)場合もあります。基本的なオペ
レーティングシステムの観点からすると、バックアップオブジェクトを
含む物理ディスク全体が複製されます。しかし、UNIXでボリューム
マネージャを使用するときは、バックアップオブジェクトを含むボ
リュームまたはディスクグループ全体が複製されます。Windowsで
パーティションを使用する場合、選択したパーティションを含む物
理ボリューム全体が複製されます。
「スナップショット、スナップショット作成、スプリットミラー、およびス
プリットミラーの作成も参照。」を参照。

複製セット (ZDB固有の用語)同じバックアップ仕様を使って作成される複製
のグループ。
「複製および複製セットローテーションも参照。」を参照。

複製セットローテー
ション

(ZDB固有の用語)通常のバックアップ作成のために継続的に複
製セットを使用すること。複製セットの使用を必要とする同一のバッ
クアップ仕様が実行されるたびに、新規の複製がセットの最大数に
なるまで作成され、セットに追加されます。その後、セット内の最も
古い複製は置き換えられ、セット内の複製の最大数が維持されま
す。
「複製および複製セットも参照。」を参照。

復元チェーン 特定の時点までのバックアップオブジェクトの復元に必要なバック
アップすべて。復元チェーンは、オブジェクトのフルバックアップ1
つと、任意の数の増分バックアップで構成されます。
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復元セッション バックアップメディアからクライアントシステムにデータをコピーする
プロセス。

再同期モード (HP StorageWorks Disk Array XP VSSプロバイダ固有の用
語)2つのXP VSSハードウェアプロバイダ操作モードの1つ。XPプロ
バイダが再同期モードであると、ソースボリューム(P-VOL)とその複
製(S-VOL)は、バックアップ後、中断ミラー関係になります。MU範
囲が0-2(つまり、0、1、2)の場合、ローテーションされる最大複製数
(P-VOL当たりのS-VOL数)は3となります。このような構成でのバッ
クアップからの復元は、S-VOLをそのP-VOLと再同期することに
よってのみ可能となります。
「VSS準拠モード, ソースボリューム、プライマリボリューム(P-VOL),
複製、セカンダリボリューム(S-VOL), MU番号、および複製セット
ローテーションも参照。」を参照。

RMAN (Oracle固
有の用語)

「Recovery Manager」を参照。

RSM Data Protector Restore Session Managerの略。 復元セッションお
よびオブジェクト検証セッションを制御します。このプロセスは、常
にCell Managerシステム上で稼動します。

RSM (Windows固有の用語)Removable Storage Managerの略。RSM
は、アプリケーション、ロボティクスチェンジャ、およびメディアライブ
ラリの間の通信を効率化するメディア管理サービスを提供します。
これにより、複数のアプリケーションがローカルロボティクスメディア
ライブラリとテープまたはディスクドライブを共有でき、リムーバブル
メディアを管理できます。

スキャン デバイス内のメディアを識別する機能。これにより、MMDBを、選択
した位置(たとえば、ライブラリ内のスロット)に実際に存在するメディ
アと同期させることができます。

スキャン デバイス内のメディアを識別する機能。これにより、MMDBを、選択
した位置(たとえば、ライブラリ内のスロット)に実際に存在するメディ
アと同期させることができます。デバイスに含まれる実際のメディア
をスキャンしてチェックすると、第三者がData Protectorを使用せず
にメディアを操作(挿入または取り出しなど)していないかどうかなど
を確認できます。

スケジューラー 自動バックアップの実行タイミングと頻度を制御する機能。スケジュー
ルを設定することで、バックアップの開始を自動化できます。
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セカンダリボリュー
ム(S-VOL)

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)セカンダリボ
リューム(S-VOL)は、別のLDEV(P-VOL)のセカンダリなCAミラーま
たはBCミラーの役割を果たすXP LDEVです。CAの場合、S-VOL
をMetroCluster構成内のフェイルオーバーデバイスとして使うこと
ができます。S-VOLには、P-VOLによって使用されるアドレスとは
異なる、個別のSCSIアドレスが割り当てられます。
「プライマリボリューム(P-VOL)およびMain Control Unit (MCU)も
参照。」を参照。

セッション 「バックアップセッション、メディア管理セッションおよび復元セッショ
ン」を参照。

セッションID バックアップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト集約、オブジェ
クト検証、またはメディア管理セッションの識別子で、セッションを実
行した日付と一意の番号から構成されます。

セッションキー 実行前スクリプトおよび実行後スクリプト用の環境変数。 Data
Protectorプレビューセッションを含めたセッションを一意に識別し
ます。セッションキーはデータベースに記録されず、
omnimntomnistat、およびomniabortコマンドのオプション指定に
使用されます。

シャドウコピー (Microsoft VSS固有の用語)特定の時点におけるオリジナルボ
リューム(元のボリューム)の複製を表すボリューム。オリジナルボ
リュームからではなく、シャドウコピーからデータがバックアップされ
ます。オリジナルボリュームはバックアップ処理中も更新が可能で
すが、ボリュームのシャドウコピーは同じ内容に維持されます。
「Microsoft Volume Shadow Copy Serviceおよび複製も参照。」を参
照。

シャドウコピープロ
バイダ

(Microsoft VSS固有の用語)ボリュームシャドウコピーの作成と
表現を行うエンティティ。プロバイダは、シャドウコピーデータを所
有して、シャドウコピーを公開します。プロバイダは、ソフトウェア(シ
ステムプロバイダなど)で実装することも、ハードウェア(ローカルディ
スクやディスクアレイ)で実装することもできます。
「シャドウコピーも参照。」を参照。

シャドウコピーセッ
ト

(Microsoft VSS固有の用語)同じ時点で作成されたシャドウコ
ピーのコレクション。
「シャドウコピーおよび複製セットも参照。」を参照。

共有ディスク あるシステム上に置かれたWindowsのディスクをネットワーク上の他
のシステムのユーザーが使用できるように構成したもの。共有ディ
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スクを使用しているシステムは、Data Protector Disk Agentがイン
ストールされていなくてもバックアップ可能です。

SIBF サーバーレス統合バイナリファイル(SIBF)は、IDBのうち、NDMPの
rawメタデータが格納される部分です。これらのデータは、NDMPオ
ブジェクトの復元に必要です。

単一インスタンス (IAP固有の用語)オブジェクト全体とチャンクレベルの両方でデー
タの冗長性を認識する処理。この処理では、データチャンクごとに
強力なハッシュを計算し、それを重複データを保存しようとしている
のかどうかの判断に必要な固有のコンテンツアドレスとして使用し
ます。
「IAPへのバックアップも参照。」を参照。

Site Replication
Service

(Microsoft Exchange Server固有の用語)Exchange Server 5.5
ディレクトリサービスをエミュレートすることで、Microsoft Exchange
Server 5.5と互換性のあるMicrosoft Exchange Server 2000/2003の
サービス。
「インフォメーションストアおよびキーマネージメントサービスも参
照。」を参照。

スロット ライブラリ内の機械的位置。各スロットがDLTテープなどのメディア
を1つずつ格納できます。Data Protectorでは、各スロットを番号で
参照します。メディアを読み取るときには、ロボット機構がメディアを
スロットからドライブに移動します。

SMB 「スプリットミラーバックアップを参照。」を参照。

スマートコピー (VLS固有の用語)仮想テープから物理テープライブラリへ作成さ
れたバックアップデータのコピー。スマートコピーのプロセスによっ
て、Data Protectorではソースメディアとターゲットメディアを区別で
きるため、メディア管理が可能になります。
「仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

スマートコピープー
ル

(VLS固有の用語)指定されたソース仮想ライブラリに対してどの
コピー先ライブラリスロットをスマートコピーターゲットとして使用で
きるかどうかを定義するプール。
「仮想ライブラリシステム(VLS)およびスマートコピーも参照。」を参
照。

SMBF セッションメッセージバイナリファイル(SMBF)は、IDBのうち、バック
アップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト集約、オブジェクト
検証、およびメディア管理のセッション中に生成されたセッションメッ
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セージが格納される部分です。1つのセッションにつき1つのバイナ
リファイルが作成されます。ファイルは年毎や月毎に分類されます。

スナップショット (HP StorageWorks VAおよびHP StorageWorks EVA固有の
用語)スナップショット作成技法を使用して作成された複製の形式。
使用するアレイ/技法に応じて、特徴の異なるさまざまな種類のス
ナップショットが使用できます。このような複製は動的で、スナップ
ショットの種類と作成からの経過時間によって、仮想コピーにある
か、ソースボリュームの内容に引き続き依存するか、または独立し
た正確な複製(クローン)になります。
「複製およびスナップショット作成も参照。」を参照。

スナップショットの
バックアップ(HP

「テープへのZDB、ディスクへのZDB、およびディスク+テープへの
ZDB」を参照。

StorageWorks VA
およびHP
StorageWorks
EVA固有の用語)

スナップショット作
成

(HP StorageWorks VAおよびHP StorageWorks EVA固有の
用語)複製を作成する技法で、ストレージ仮想化技法を使用して、
ソースボリュームのコピーが作成されます。複製はある一時点で作
成されたものとみなされ、事前構成することなく、即座に使用できま
す。ただし、通常は複製作成後もコピープロセスはバックグラウンド
で継続されます。
「スナップショットも参照。」を参照。

ソースデバイス(R1) (EMCSymmetrix固有の用語)ターゲットデバイス(R2)とのSRDF
操作に参加するEMC Symmetrixデバイス。このデバイスに対する
すべての書き込みは、リモートEMC Symmetrixユニット内のターゲッ
トデバイス(R2)にミラー化されます。R1デバイスは、RDF1グループ
タイプに割り当てる必要があります。
「ターゲットデバイス(R2)も参照。」を参照。

ソースボリューム (ZDB固有の用語)複製されるデータを含むストレージボリューム。

スパースファイル ブロックが空の部分を含むファイル。例として、データの一部または
大部分にゼロが含まれるマトリクス、イメージアプリケーションからの
ファイル、高速データベースなどがあります。スパースファイルの処
理を復元中に有効にしておかないと、スパースファイルを復元でき
なくなる可能性があります。

スプリットミラー (EMC SymmetrixおよびHP StorageWorks Disk Array XP固
有の用語)スプリットミラー技法を使用して作成した複製。複製によ
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り、ソースボリュームの内容について独立した正確な複製(クローン)
が作成されます。
「複製およびスプリットミラーの作成も参照。」を参照。

スプリットミラーバッ
クアップ(EMC

「テープへのZDB」を参照。

Symmetrix固有の
用語)

スプリットミラーバッ
クアップ(HP

「テープへのZDB、ディスクへのZDBおよびディスク+テープへの
ZDB」を参照。

StorageWorks
Disk Array XP固
有の用語)

スプリットミラー作
成

(EMC SymmetrixおよびHP StorageWorks Disk Array XP固
有の用語)事前構成したターゲットボリュームのセット(ミラー)を、
ソースボリュームの内容の複製が必要になるまでソースボリューム
のセットと同期化し続ける複製技法。その後、同期を停止(ミラーを
分割)すると、分割時点でのソースボリュームのスプリットミラー複製
はターゲットボリュームに残ります。
「スプリットミラーも参照。」を参照。

スプリットミラー復
元

(EMC SymmetrixおよびHP StorageWorks Disk Array XP固
有の用語)テープへのZDBセッションまたはディスク+テープへの
ZDBセッションでバックアップされたデータをテープメディアからス
プリットミラー複製へ復元し、その後ソースボリュームに同期させる
プロセス。この方法では、完全なセッションを復元することも個々の
バックアップオブジェクトを復元することも可能です。
「テープへのZDB、ディスク/テープへのZDBおよび複製も参照。」
を参照。

sqlhostsファイル (Informix Server固有の用語)Informix Serverの接続情報ファイ
ル(UNIX)またはレジストリ(Windows)。各データベースサーバーの
名前の他、ホストコンピュータ上のクライアントが接続できるエイリア
スが格納されます。

SRDファイル (障害復旧固有の用語)Unicode(UTF-16)形式のテキストファイ
ルで、WindowsシステムのCONFIGURATIONバックアップ中に生
成されCell Managerに格納されます。これには、障害発生時にター
ゲットシステム上のオペレーティングシステムをインストールおよび
構成するために必要なシステム情報が含まれています。
「ターゲットシステム」を参照。
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SRDF (EMC Symmetrix固有の用語)EMC Symmetrix Remote Data
Facilityの略。SRDFは、異なる位置にある複数の処理環境の間で
の効率的なリアルタイムデータ複製を実現するBusiness
Continuationプロセスです。同じルートコンピュータ環境内だけで
はなく、互いに遠距離にある環境も対象となります。

SSE Agent (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)スプリットミラー
バックアップの統合に必要なタスクをすべて実行するData Protector
ソフトウェアモジュール。RAID Manager XPユーティリティ(HP-UX
システムおよびWindowsシステムの場合)またはRAID Managerライ
ブラリ(Solarisシステムの場合)を使い、HP StorageWorks Disk Array
XPの保管システムと通信します。

sst.confファイル /usr/kernel/drv/sst.confファイルは、マルチドライブライブラリ
デバイスが接続されているData Protector Sun Solarisクライアント
のそれぞれにインストールされていなければならないファイルです。
このファイルには、クライアントに接続されている各ライブラリデバイ
スのロボット機構のSCSIアドレスエントリが記述されていなければな
りません。

st.confファイル /kernel/drv/st.confファイルは、バックアップデバイスが接続さ
れているData Protector Solarisクライアントのそれぞれにインストー
ルされていなければならないファイルです。このファイルには、クラ
イアントに接続されている各バックアップドライブのデバイス情報と
SCSIアドレスが記述されていなければなりません。シングルドライブ
デバイスについては単一のSCSIエントリが、マルチドライブライブラ
リデバイスについては複数のSCSIエントリが、それぞれ必要です。

スタッカー メディア記憶用の複数のスロットを備えたデバイス。通常は、1ドライ
ブ構成です。スタッカーは、スタックからシーケンシャルにメディア
を選択します。これに対し、ライブラリはレポジトリからメディアをラン
ダムに選択します。

スタンドアロンファイ
ルデバイス

ファイルデバイスとは、ユーザーがデータのバックアップに指定し
たディレクトリにあるファイルのことです。

ストレージグループ (Microsoft Exchange Server固有の用語)同じログファイルを共
有する複数のメールボックスストアとパブリックフォルダストアのコレ
クション。Exchange Serverでは、各ストレージグループを個別のサー
バープロセスで管理します。

StorageTek ACSラ
イブラリ

(StorageTek固有の用語)ACS (Automated Cartridge System)は、
1つのライブラリ管理ユニット(LMU)と、このユニットに接続された1
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～24個のライブラリ記憶域モジュール(LSM)からなるライブラリシス
テム(サイロ)です。

ストレージボリュー
ム

(ZDB固有の用語)ストレージボリュームは、オペレーティングシス
テムまたはボリューム管理システム、ファイルシステム、他のオブジェ
クトが存在可能なその他のエンティティに提供可能なオブジェクト
を表します(たとえば仮想化機構)。ボリューム管理システム、ファイ
ルシステムはこの記憶域に構築されます。これらは通常、ディスク
アレイなどの記憶システム内に作成または存在します。

スイッチオーバー 「フェイルオーバー」を参照。

Sybase Backup
Server API

(Sybase固有の用語)Sybase SQL ServerとData Protectorなどの
バックアップソリューションの間でのバックアップ情報および復旧情
報交換用に開発された業界標準インタフェース。

Sybase SQL Server (Sybase固有の用語)Sybaseの「クライアントサーバー」アーキテク
チャ内のサーバー。Sybase SQL Serverは、複数のデータベースと
複数のユーザーを管理し、ディスク上のデータの実位置を追跡し
ます。さらに、物理データストレージ域に対する論理データ記述の
マッピングを維持し、メモリ内のデータキャッシュとプロシージャキャッ
シュを維持します。

Symmetrix Agent
(SYMA)

(EMC Symmetrix固有の用語)EMC Symmetrix環境でのバック
アップ操作と復元操作を可能にするData Protectorソフトウェアモ
ジュール。

合成バックアップ データに関しては従来のフルバックアップと同じである合成フルバッ
クアップを、生産サーバーやネットワークに負担をかけずに出力す
るバックアップソリューション。合成フルバックアップは、前回のフル
バックアップと任意の数の増分バックアップを使用して作成されま
す。

合成フルバックアッ
プ

バックアップオブジェクトの復元チェーンが新たな合成フルバージョ
ンのオブジェクトにマージされるオブジェクト集約処理の結果。合
成フルバックアップは、復元速度の面では従来のフルバックアップ
と同じです。

System Backup to
Tape

(Oracle固有の用語)Oracleがバックアップ要求または復元要求
を発行したときに正しいバックアップデバイスをロード、ラベリング、
およびアンロードするために必要なアクションを処理するOracleイ
ンタフェース。

システムデータベー
ス

(Sybase固有の用語)Sybase SQL Serverを新規インストールする
と、以下の4種類のデータベースが生成されます。
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マスターデータベース(master)•

• 一時データベース(tempdb)

• システムプロシージャデータベース(sybsystemprocs)

• モデルデータベース(model)

システム復旧デー
タファイル

「SRDファイル」を参照。

システム状態 (Windows固有の用語)システム状態データには、レジストリ、COM+
クラス登録データベース、システム起動ファイル、および証明書サー
ビスデータベース(証明書サーバーの場合)が含まれます。サーバー
がドメインコントローラの場合は、Active DirectoryサービスとSYSVOL
ディレクトリもシステム状態データに含まれます。サーバーがクラス
ターサービスを実行している場合、システム状態データにはリソー
スレジストリチェックポイントとクォーラムリソースリカバリ ログが含ま
れ、最新のクラスターデータ情報が格納されます。

システムボリュー
ム/ディスク/パー
ティション

オペレーティングシステムファイルが格納されているボリューム/ディ
スク/パーティション。ただし、Microsoftの用語では、ブートプロセス
の開始に必要なファイルが入っているボリューム/ディスク/パーティ
ションをシステムボリューム/システムディスク/システムパーティショ
ンと呼んでいます。

SysVol (Windows固有の用語)ドメインのパブリックファイルのサーバーコ
ピーを保存する共有ディレクトリで、ドメイン内のすべてのドメインコ
ントローラ間で複製されます。

表領域 データベース構造の一部。各データベースは論理的に1つまたは
複数の表スペースに分割されます。各表領域には、データファイル
またはrawボリュームが排他的に関連付けられます。

テープなしのバック
アップ(ZDB固有
の用語)

「ディスクへのZDB」を参照。

ターゲットデータ
ベース

(Oracle固有の用語)RMANでは、バックアップまたは復元対象の
データベースがターゲットデータベースとなります。

ターゲットデバイス
(R2)

(EMC Symmetrix固有の用語)ソースデバイス(R1)とのSRDF操
作に参加するEMC Symmetrixデバイス。リモートEMC Symmetrixユ
ニット内に置かれます。ローカルEMC Symmetrixユニット内でソー
スデバイス(R1)とペアになり、ミラー化ペアから、すべての書き込み
データを受け取ります。このデバイスは、通常のI/O操作ではユー
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ザーアプリケーションからアクセスされません。R2デバイスは、RDF2
グループタイプに割り当てる必要があります。
「ソースデバイス(R1)も参照。」を参照。

ターゲットシステム (障害復旧固有の用語)コンピュータの障害が発生した後のシス
テム。ターゲットシステムは、ブート不能な状態になっていることが
多く、そのような状態のシステムを元のシステム構成に戻すことが
障害復旧の目標となります。クラッシュしたシステムがそのままター
ゲットシステムになるのではなく、正常に機能していないハードウェ
アをすべて交換することで、クラッシュしたシステムがターゲットシス
テムになります。

ターゲットボリュー
ム

(ZDB固有の用語)複製されるデータを含むストレージボリューム。

ターミナルサービス (Windows固有の用語)Windowsのターミナルサービスは、サー
バー上で実行されている仮想Windowsデスクトップセッションと
Windowsベースのプログラムにクライアントからアクセスできるマル
チセッション環境を提供します。

スレッド (Microsoft SQL Server固有の用語)1つのプロセスのみに属す
る実行可能なエンティティ。プログラムカウンタ、ユーザーモードス
タック、カーネルモードスタック、および1式のレジスタ値からなりま
す。同じプロセス内で複数のスレッドを同時に実行できます。

TimeFinder (EMCSymmetrix固有の用語)単一または複数のEMC Symmetrix
論理デバイス(SLD)のインスタントコピーを作成するBusiness
Continuationプロセス。インスタントコピーは、BCVと呼ばれる専用
の事前構成SLD上に作成され、システムに対する別個のプロセス
を経由してアクセスできます。

TLU Tape Library Unit (テープライブラリユニット)の略。

TNSNAMES.ORA (OracleおよびSAP R/3固有の用語)サービス名にマッピングさ
れた接続記述子を格納するネットワーク構成ファイル。このファイル
は、1か所で集中的に管理してすべてのクライアントで使用すること
も、また、ローカルに管理して各クライアントで個別に使用すること
もできます。

トランザクション 一連のアクションを単一の作業単位として扱えるようにするための
メカニズム。データベースでは、トランザクションを通じて、データ
ベースの変更を追跡します。

トランザクションバッ
クアップ

トランザクションバックアップは、一般に、データベースのバックアッ
プよりも必要とするリソースが少ないため、データベースのバックアッ
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プよりも高い頻度で実行できます。トランザクションバックアップを適
用することで、データベースを問題発生以前の特定の時点の状態
に復旧することができます。

トランザクションバッ
クアップ

(SybaseおよびSQL固有の用語)トランザクションログをバックアッ
プすること。トランザクションログには、前回のフルバックアップまた
はトランザクションバックアップ以降に発生した変更が記録されま
す。

トランザクションロ
グバックアップ

トランザクションログバックアップは、一般に、データベースのバック
アップよりも必要とするリソースが少ないため、データベースのバッ
クアップよりも高い頻度で実行できます。トランザクションログバック
アップを用いることにより、データベースを特定の時点の状態に復
旧できます。

トランザクションロ
グファイル

データベースを変更するトランザクションを記録するファイル。デー
タベースが破損した場合にフォールトトレランスを提供します。

トランザクションロ
グ

(Data Protector固有の用語)IDBに対する変更を記録します。
IDB復旧に必要なトランザクションログファイル(前回のIDBバックアッ
プ以降に作成されたトランザクションログ)が失われることがないよう
に、トランザクションログのアーカイブを有効化しておく必要があり
ます。

トランザクションロ
グテーブル

(Sybase固有の用語)データベースに対するすべての変更が自
動的に記録されるシステムテーブル。

トランスポータブル
スナップショット

(Microsoft VSS固有の用語)アプリケーションシステム上に作成
されるシャドウコピー。このシャドウコピーは、バックアップを実行す
るバックアップシステムに提供できます。
「Microsoft Volume Shadow Copy Service (VSS)も参照」を参照。

TSANDS.CFGファイ
ル

(Novell NetWare固有の用語)バックアップを開始するコンテナ
の名前を指定するファイル。このファイルはテキストファイルで、
TSANDS.NLMがロードされるサーバーのSYS:SYSTEM\TSAディレクトリ
にあります。

UIProxy Java GUI Server(UIProxyサービス)はData Protector Cell Manager
で実行されます。Java GUI Serverでは、Java GUI ClientとCell
Managerとの間の通信を行います。また、ビジネスロジック操作を実
行し、重要な情報のみをクライアントに送信する必要があります。こ
のサービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールさ
れるとすぐに開始されます。
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無人操作 「lights-out operation」を参照。

ユーザーアカウント
(Data Protector

Data Protectorおよびバックアップデータに対する無許可のアクセ
スを制限するために、 Data Protectorユーザーとして許可を受けた

ユーザーアカウン
ト)

ユーザーにしかData Protectorを使用できないようになっています。
Data Protector 管理者がこのアカウントを作成するときには、ユー
ザーログオン名、ユーザーのログオン元として有効なシステム、お
よびData Protectorユーザーグループのメンバーシップを指定しま
す。ユーザーがData Protectorのユーザーインタフェースを起動す
るか、または特定のタスクを実行するときには、このアカウントが必
ずチェックされます。

User Account
Control (UAC)

Windows VistaおよびWindows Server 2008のセキュリティコンポー
ネント。管理者が権限レベルを上げるまで、アプリケーションソフト
ウェアを標準のユーザー権限に限定します。

ユーザーディスク割
り当て

NTFSの容量管理サポートを使用すると、共有ストレージボリューム
に対して、拡張された追跡メカニズムの使用およびディスク容量に
対する制御が行えるようになります。Data Protectorでは、システム
全体にわたるユーザーディスク割り当てが、すべてのユーザーに
対して一度にバックアップされます。

ユーザーグループ 各Data Protectorユーザーは、ユーザーグループのメンバーです。
各ユーザーグループには1式のユーザー権限があり、それらの権
限がユーザーグループ内のすべてのユーザーに付与されます。
ユーザー権限を関連付けるユーザーグループの数は、必要に応
じて定義できます。Data Protectorには、デフォルトでAdmin、
Operator、Userの3つのユーザーグループが用意されています。

ユーザープロファイ
ル

(Windows固有の用語)ユーザー別に保持される構成情報。この
情報には、デスクトップ設定、画面表示色、ネットワーク接続などが
含まれます。ユーザーがログオンすると、そのユーザーのプロファ
イルがロードされ、Windows環境がそれに応じて設定されます。

ユーザー権限 特定のData Protectorタスクの実行に必要なパーミッションをユー
ザー権限またはアクセス権限と呼びます。主なユーザー権限には、
バックアップの構成、バックアップセッションの開始、復元セッション
の開始などがあります。ユーザーには、そのユーザーの所属先ユー
ザーグループに関連付けられているアクセス権限が割り当てられ
ます。

メディアのボール
ティング

メディアを安全な別の場所に収納すること。メディアが復元に必要
になった場合や、今後のバックアップにメディアを再使用する場合
は、メディアをデータセンターに戻します。ボールティング手順は、
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会社のバックアップ戦略やデータ保護/信頼性ポリシーに依存しま
す。

検証 指定したメディア上のData Protectorデータが読み取り可能かどう
かをチェックする機能。また、CRC(巡回冗長検査)オプションをオン
にして実行したバックアップに対しては、各ブロック内の整合性も
チェックできます。

仮想コントローラソ
フトウェア(VCS)

(HP StorageWorks EVA固有の用語)HSVコントローラを介した
Command View EVAとの通信など、記憶システムの処理すべてを
管理するファームウェア。
「Command View (CV) EVAも参照。」を参照。

仮想デバイスインタ
フェース

(Microsoft SQL Server固有の用語)SQL Server のプログラミン
グインタフェースの1つ。大容量のデータベースを高速でバックアッ
プおよび復元できます。

仮想ディスク (HP StorageWorks EVA固有の用語)HP StorageWorks
Enterprise Virtual Arrayストレージプールから割り当てられたスト
レージのユニット。仮想ディスクは、HP StorageWorks Enterprise
Virtual Arrayのスナップショット機能により複製されるエンティティ
です。
「ソースボリュームおよびターゲットボリュームも参照。」を参照。

仮想フルバックアッ
プ

コピーするのではなくポインタを使用してデータが集約される、効
率の良い合成バックアップ。配布ファイルメディア形式を使用する
1つのファイルライブラリにすべてのバックアップ(フルバックアップ、
増分バックアップ、およびその結果である仮想フルバックアップ)が
書き込まれる場合に実行されます。

仮想ライブラリシス
テム (VLS)

1つまたは複数の仮想テープライブラリ(VTL)をホストする、ディスク
ベースのデータストレージデバイス。

仮想サーバー 仮想マシンとは、ネットワークIP名およびIPアドレスでドメイン内に定
義されるクラスター環境を意味します。アドレスはクラスターソフト
ウェアによりキャッシュされ、仮想サーバーリソースを現在実行して
いるクラスターノードにマップされます。こうして、特定の仮想サー
バーに対するすべての要求が特定のクラスターノードにキャッシュ
されます。

仮想テープ (VLS固有の用語)テープに保存された場合と同様にディスクドラ
イブにデータをバックアップするアーカイブ式ストレージテクノロジ。
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バックアップスピードおよびリカバリスピードの向上、運用コストの削
減など仮想テープシステムとしての利点がある。
「仮想ライブラリ システム(VLS)および仮想テープライブラリも参照。」
を参照。

仮想テープライブラ
リ(VTL)

(VLS固有の用語)従来のテープベースのストレージ機能を提供
する、エミュレートされるテープライブラリ。
「仮想ライブラリシステム(VLS)も参照」を参照。

VMware管理クライ
アント

(VMware用統合ソフトウェア固有の用語)Data Protectorを使用
してVMware Virtual Infrastructureと通信するクライアント。
VirtualCenter Serverシステム(VirtualCenter環境)、またはESX
Serverシステム(スタンドアロンESX Server環境)のどちらかです。

volser (ADICおよびSTK固有の用語)ボリュームシリアル(VOLume
SERial)番号は、メディア上のラベルで、大容量ライブラリ内の物理
テープの識別に使用されます。VOLSERは、ADIC/GRAUデバイス
およびStorageTekデバイス固有の命名規則です。

ボリュームグループ LVMシステムにおけるデータストレージ単位。ボリュームグループ
は、1つまたは複数の物理ボリュームから作成できます。同じシステ
ム上に複数のボリュームグループを置くことができます。

ボリュームマウント
ポイント

(Windows固有の用語)ボリューム上の空のディレクトリを他のボ
リュームのマウントに使用できるように構成したもの。ボリュームマウ
ントポイントは、ターゲットボリュームへのゲートウェイとして機能しま
す。ボリュームがマウントされていれば、ユーザーやアプリケーショ
ンがそのボリューム上のデータをフル(マージ)ファイルシステムパス
で参照できます(両方のボリュームが一体化されている場合)。

Volume Shadow
Copy Service

「Microsoft Volume Shadow Copy Service.」を参照。

VSS 「Microsoft Volume Shadow Copy Service.」を参照。

VSS準拠モード (HP StorageWorks Disk Array XP VSSプロバイダ固有の用
語)2つのXP VSSハードウェアプロバイダ操作モードの1つ。XP プ
ロバイダがVSS準拠モードであると、ソースボリューム(P-VOL)とそ
の複製(S-VOL)は、バックアップ後、単純非対状態になります。し
たがって、ローテーションされる複製数(P-VOL当たりのS-VOL数)
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に制限はありません。このような構成でのバックアップからの復元
は、ディスクの切り替えによってのみ可能となります。
「resyncモード、ソースボリューム、プライマリボリューム(P-VOL)、複
製、セカンダリボリューム(S-VOL)、および複製セットローテーション
も参照。」を参照。

VxFS Veritas Journal Filesystemの略。

VxVM (Veritas
Volume Manager)

Veritas Volume Managerは、Solarisプラットフォーム上でディスクス
ペースを管理するためのシステムです。VxVMシステムは、論理ディ
スクグループに編成された1つまたは複数の物理ボリュームの任意
のグループからなります。

Wake ONLAN 節電モードで動作しているシステムを同じLAN上の他のシステムか
らのリモート操作により電源投入するためのサポート。

Webレポート Data Protectorの機能の1つ。バックアップステータス、オブジェクト
コピーステータスおよびオブジェクト集約ステータスとData Protector
構成に関するレポートをWebインタフェース経由で表示できます。

ワイルドカード文字 1文字または複数文字を表すために使用できるキーボード文字。
たとえば、通常、アスタリスク(*)は1文字以上の文字を表し、疑問符
(?)は1文字を示します。ワイルドカード文字は、名前により複数の
ファイルを指定するための手段としてオペレーティングシステムで
頻繁に使用されます。

Windows
CONFIGURATION
バックアップ

Data Protectorでは、Windows CONFIGURATION(構成データ)を
バックアップできます。Windowsレジストリ、ユーザープロファイル、
イベントログ、WINSサーバーデータおよびDHCPサーバーデータ
(システム上で構成されている場合)を1回の操作でバックアップで
きます。

Windowsレジストリ オペレーティングシステムやインストールされたアプリケーションの
構成情報を保存するため、Windowsにより使用される集中化された
データベース。

WINSサーバー Windowsネットワークのコンピュータ名をIPアドレスに解決する
Windowsインターネットネームサービスソフトウェアを実行している
システム。Data Protectorでは、WINSサーバーデータをWindowsの
構成データの一部としてバックアップできます。

ライター (Microsoft VSS固有の用語)オリジナルボリューム上のデータの
変更を開始するプロセス。主に、永続的なデータをボリューム上に
書き込むアプリケーションまたはシステムサービスがライターとなり
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ます。ライターは、シャドウコピーの同期化プロセスにも参加し、デー
タの整合性を保証します。

XBSAインタフェー
ス

(Informix Server固有の用語)ON-BarとData Protectorの間の
相互通信には、X/Open Backup Services Application Programmer's
Interface (XBSA)が使用されます。

XCopyエンジン (ダイレクトバックアップ固有の用語)SCSI-3のコピーコマンド。
SCSIソースアドレスを持つストレージデバイスからSCSIあて先アドレ
スを持つバックアップデバイスにデータをコピーし、ダイレクトバック
アップを可能にします。データは、ソースデバイス(ブロックまたはス
トリーミング、つまりディスクまたはテープ)からあて先デバイス(ブロッ
クまたはストリーミング)へ、XCopyを介して流れていきます。これに
より、データをストレージデバイスから読み込んであて先デバイスに
書き込むまでの一連の処理が、制御サーバーをバイパスして行わ
れます。
「ダイレクトバックアップも参照。」を参照。

ZDB 「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)」を参照。

ZDBデータベース (ZDB固有の用語)ソースボリューム、複製、セキュリティ情報など
のZDB関連情報を格納するIDBの一部。ZDBデータベースはZDB、
インスタントリカバリ、スプリットミラー復元に使用されます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)も参照。」を参照。

ディスクへのZDB (ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。作
成された複製が、特定の時点でのソースボリュームのバックアップ
としてディスクアレイに保持されます。同じバックアップ仕様を使っ
て別の時点で作成された複数の複製を、複製セットに保持するこ
とができます。テープにZDBした複製はインスタントリカバリプロセ
スで復元できます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、テープへのZDB、ディスク/
テープへのZDB、インスタントリカバリ、および複製セットローテー
ションも参照。」を参照。

ディスク+テープへ
のZDB

(ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。
ディスクへのZDBと同様に、作成された複製が特定の時点でのソー
スボリュームのバックアップとしてディスクアレイに保持されます。た
だし、テープへのZDBと同様、複製データはバックアップメディアに
もストリーミングされます。このバックアップ方法を使用した場合、同
じセッションでバックアップしたデータは、インスタントリカバリ、Data
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Protector標準のテープからの復元を使用して復元できます。スプ
リットミラーアレイではスプリットミラー復元が可能です。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、テープへ
のZDB、インスタントリカバリ、複製、および複製セットローテーショ
ンも参照。」を参照。

テープへのZDB (ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。作
成された複製内のデータが、バックアップメディア(通常はテープ)
にストリーミングされます。このバックアップ形式ではインスタントリカ
バリはできませんが、バックアップ終了後にディスクアレイ上に複製
を保持する必要がありません。バックアップデータはData Protector
標準のテープからの復元を使用して復元できます。スプリットミラー
アレイでは、スプリットミラー復元も使用することができます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、インスタン
トリカバリ、ディスク/テープへのZDB、および複製も参照。」を参照。

ゼロダウンタイム
バックアップ(ZDB)

ディスクアレイにより実現したデータ複製技術を用いて、アプリケー
ションシステムのバックアップ処理の影響を最小限に抑えるバック
アップアプローチ。バックアップされるデータの複製がまず作成さ
れます。その後のすべてのバックアップ処理は、元のデータではな
く複製データを使って実行し、アプリケーションシステムは通常の
処理に復帰します。
「ディスクへのZDB、テープへのZDB、ディスク/テープへのZDB、
およびインスタントリカバリも参照。」を参照。
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